
    
      
        
      
    

  











〈保護者のみなさまへ〉


本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　のぞめとニエノは、人にん間げんの失しつ望ぼうを集あつめて生いきる【魔ま】の二人ふたり組ぐみ。

　銀ぎん髪ぱつの少しょう女じょであるのぞめのほうは、それでも見みた目めは人にん間げんと変かわらない。

　けれど、その相あい棒ぼうであるニエノの姿すがたは──首くびから上うえが、影かげの塊かたまりでできている。

　ニエノの影かげの頭あたまと、首くびから下したの肉にく体たいは、黒くろい糸いとで縫ぬい合あわされているのだが。

　その糸いとは今いま、ちょっと強きょう度どに不ふ安あんのある状じょう態たいだった。

　それなのに……。

「ねー、ニエノさん。首くびの糸いと、いいかげんちーちゃんに頼たのんで、縫ぬい直なおしてもらいなよ」

「えー……いやだ……あの神かみさまと、顔かお、合あわせたくないです……」

　当とうのニエノが、ずっとこんな調ちょう子しなもので。なんというか、虫むし歯ばがあるのに歯は医い者しゃがきらいでなかなか治なおしに行いけずにいる、みたいなことになっていた。

　ニエノの首くびの糸いとを縫ぬい直なおせるのは、影かげをつかさどる神かみのちーちゃんこと、千ち影かげだけなのに。

「もお～。だったら、このまえ会あったとき、ついでに頼たのめばよかったのにさあ」

「あのときは……。あの神かみさまに、一いっ刻こくも早はやく帰かえってほしかったので」

「ニエノさん……。なんか、ちーちゃんに、やたら当あたり強つよくない？」

「のぞめさんが、それを言いいますか」

「私わたしは、客きゃくでもなくて仲なか良よくもない相あい手てには、あんなもんだよ。けど、ニエノさんはちーちゃん以い外がいに、そんなきつい態たい度どは取とらないじゃん」

「…………。そもそも、向むこうが、こっちのことをきらってるようですから。ぼく、あの神かみさまに、いきなり『よるな！』って怒ど鳴なられたんですよ？」

「あー。あれ、けっこう根ねに持もってるんだ」

「…………。まあ、それだけじゃないですけど。とにかく何なにか、あの神かみさまとは、関かかわり合あいたくないんです」

　ふいっと横よこを向むいたニエノに、のぞめは大おおきくため息いきをついた。

　関かかわり合あいたくない、って、千ち影かげも同おなじことを言いっていたなと思おもい出だす。

　その理り由ゆう──二人ふたりの因いん縁ねんを、のぞめはこの前まえ、知しってしまった。

　でも、ニエノ本ほん人にんは、その記き憶おくを首くびといっしょに失うしなっているのだ。

（記き憶おくはなくても……ニエノさんも、無む意い識しきに、その因いん縁ねんを感かんじてるのかな。……けど、首くびの糸いとのことがある以い上じょう、ちーちゃんと関かかわらないってわけにはいかないのに）

　頼たよりないその糸いとが、何なにかあってまたちぎれでもしたら、どうするのか。

　ニエノのことが心しん配ぱいで、のぞめは歯はがゆい気き持もちだった。

「にーえーのーさんてばあああ──。こーゆーのは、ぜったいズルズル先さきのばしにしないほうがいいって！　ほらっ、私わたしもついてってあげるから！　ちーちゃんとこ、さっと行いって、さっと帰かえろう！」

「いーやーだあああ──！　引ひっぱらないでください！」

　……と。

　そんなふうにもめていた二人ふたりは、近ちかづいてくる人ひと影かげに気きづかなかった。

　その人ひと影かげは、二人ふたりのそばまでやって来きて、こう呼よびかけた。

「希のぞみちゃん」

「……え？」

　のぞめは、思おもわずふり向むいた。

　呼よばれたその名なは、のぞめが、まだ人にん間げんだったときの名な前まえだった。







「久ひさしぶりだね～、希のぞみちゃん。元げん気きしてた～？」

「……コモリ……さん!?」

　その人じん物ぶつの顔かおを見みたとたん、のぞめは、パアッと目めをかがやかせた。

「わああああ──、ほんとに久ひさしぶり！　また会あえて、うれしいよおーっ、コモリさん！」

「あははっ、すっごい元げん気きそうだね～」

　のぞめは、その女おんなの人ひと──コモリに、いきおいよく抱だきついた。

　コモリものぞめを抱だきしめて、よしよしとその頭あたまをなでる。

「あのね、あのねっ。私わたしはもう、希のぞみじゃなくて、今いまは『のぞめ』って名な前まえなの！　あれから、コモリさんと同おなじ、失しつ望ぼうを集あつめる【魔ま】になってね！　そのとき、名な前まえを変かえたんだよ！」

「へ～、そうなんだ。じゃあ、あらためてよろしく～、のぞめちゃん」

「うん！　──それでね！　こっちは、相あい棒ぼうのニエノさん！」

　ニエノに顔かおを向むけ、ぴょん、とコモリからはなれたのぞめは、

「コモリさんにはフられちゃったけど……。そのあとこうして、いい相あい棒ぼうに出で会あえたもんね！」

　そう言いって、ふふん、と得とく意いげに笑わらった。

「ニエノさんは、一いち応おう、コモリさんのこと知しってるよね？」

「え。……あ。ええ」

　のぞめのはしゃぎっぷりに、ニエノはちょっと圧あっ倒とうされつつ、うなずいた。

　ニエノは、コモリとはこれが初しょ対たい面めんだった。

　けれど、とある古ふるいカタログを読よんで、のぞめの過か去こを知しったとき。

　その過か去こに関かかわるコモリのことも、同どう時じに知しることとなったのだ。

（たしか……コモリさんて、のぞめさんが【魔ま】になるきっかけになった、【魔ま】の先せん輩ぱいみたいなもの、なんだよな）

　それを思おもい出だしながら、ニエノはじっとコモリを見みつめた。

　あの古ふるいカタログに収しゅう録ろくされた、「希のぞみ」の物もの語がたりで読よんだとおり。コモリは、気きの抜ぬけた部へ屋や着ぎのまんま外そとに出でてきたような格かっ好こうで、服ふくと不ふ似に合あいなボストンバッグを持もっていた。

（でも……あの物もの語がたりの中なかで、コモリさんは、ペンダントを身みに着つけていたけれど）

　檻おりに入はいった天てん使しの像ぞうのペンダント。

　それは、今いまのコモリの胸むな元もとには、見み当あたらない。

「のぞめちゃんの相あい棒ぼうかあ。──ニエノくん、ね。はじめまして。よろしくね～」

「……どうも」

　コモリは、へらりと笑わらって、ニエノに片かた手てを差さし出だした。

　ニエノは、それに応おうじて握あく手しゅを交かわす。

　しかし──。

　そのときニエノは、胸むな騒さわぎを覚おぼえた。

　目めの前まえにあるコモリの笑え顔がおが、なんとなくうすっぺらで、乾かわいたものに感かんじられたのだ。

（……コモリさんのペンダントは、「罪ざい悪あく感かん」を作つくり替かえたものだったはず。それを今いま、身みに着つけていないってことは──）

　ニエノは、白しろい手て袋ぶくろの中なかで、じわりと汗あせをにじませた。

（今いまのコモリさんには、罪ざい悪あく感かんという感かん情じょうが、存そん在ざいしないってことなのか……？）

　そう考かんがえつつも、ニエノは何なに気げないふりを装よそおった。

　さいわい、ニエノの顔かおはただ真まっ暗くらな影かげなので、表ひょう情じょうを読よまれる心しん配ぱいはなかった。

（のぞめさんは、コモリさんと会あえて、こんなにうれしそうにしているんだし……。せっかくの再さい会かいに、水みずを差さすのもなんだしな。それに、コモリさんが【魔ま】として生いきていくために、罪ざい悪あく感かんを消けしたがっていたことは、のぞめさんだって知しってることだ──）

　ニエノは、自じ分ぶんにそう言いい聞きかせ、引ひっかかるものをのみこんだ。

　そんなニエノの横よこで、コモリとのぞめは。

「ねえ。のぞめちゃんは、〈失しつ望ぼう〉マーク、もうコンプリートした？」

「う……。それが、ずっと失しっ敗ぱい続つづきでさー。ニエノさんに、先さき越こされちゃったんだよー」

「そっか。ま、気き長ながにがんばりな～。コンプリできなくても、〈失しつ望ぼう〉集あつめはそれ自じ体たい、【魔ま】が生いきてくためのエネルギー補ほ充じゅうだしね～」

「うん！　気き長ながに楽たのしく、やってくよ」

「ははっ。『楽たのしく』かあ。のぞめちゃん、すっかり【魔ま】が板いたについたって感かんじ？」

　そう言いいながら、コモリは、のぞめのトランクに目めをやった。

「……ねえ、のぞめちゃん。もしよかったら、今いままで使つかったカタログ、読よませてくれない？　のぞめちゃんが、どんなふうに人にん間げんの〈失しつ望ぼう〉を集あつめてきたのか、見みてみたいな～」

「えっ……。えっと。──それは」

　のぞめは、少すこしこまったように、ちらりとニエノのほうを見みた。

「私わたしは、ずっと、ニエノさんと共きょう同どう作さ業ぎょうで〈失しつ望ぼう〉を集あつめてきたからさ……。二人ふたりでいっしょに使つかったカタログ、勝かっ手てに人ひとに読よませるわけには──」

「ぼくならべつに、かまいませんよ」

「そ、そう？　……それなら」

　のぞめは、カタログの詰つまったトランクを開あけて、その中なか身みをコモリに見みせた。

「わ～、たくさんあるんだね～」

　コモリは、カタログをかわるがわる手てに取とって、パラパラめくっては閉とじていく。

「ちなみにさ……次つぎは、どこのだれに、どんなアイテムを渡わたしに行いくか、決きめてたりする～？」

「うん。バッチリ目め星ぼし、ついてるよ！　えっとね……。アイテムは、このカタログの試し供きょう品ひんで、【月げっ光こうランプ】っていうの。で、これを渡わたそうと思おもってる人にん間げんは──……」

　のぞめはしゃべりながら、一冊さつのカタログをトランクから取とり出だし、コモリに差さし出だす。

　コモリは、それを受うけ取とって。




　──のぞめたちから見みえないように、にやりと笑わらって、そのカタログの目もく次じを開ひらいた。








































「ごめん、わたし……。恋れん司じくんのことは……大だい事じな、友ともだちだと思おもってるから」

　それが、友ゆう希きの返へん事じだった。

　恋れん司じの告こく白はくは、そうしてあっけなく失しっ敗ぱいに終おわった──。




（うう……ショックだ。友ゆう希きとは仲なかいいし、脈みゃくアリだと思おもってたのに……）

　恋れん司じは中ちゅう学がくに入はいったときから、かれこれ五年ねん間かん、同どう級きゅう生せいの友ゆう希きに片かた思おもいし続つづけている。

　片かた思おもい一年ねん目めは、ただ見みているだけで、何なにもできなかった。

　片かた思おもい二年ねん目めには、がんばって自じ分ぶんから、何なん度どか話はなしかけて会かい話わした。

　片かた思おもい三年ねん目めには、学がっ校こう行ぎょう事じや町まちのイベントなど、あらゆるチャンスを使つかっていっしょにすごす時じ間かんを作つくった。

　そんな努ど力りょくのかいあって、今いまでは友ゆう希きと、すっかり気き心ごころ知しれた──「友ともだち」だ。

（友ともだち……。友ゆう希きの中なかでは、おれはあくまで「友ともだち」でしかなかったのか……）

　大だい事じな、友ともだちだと思おもってる。

　友ゆう希きに言いわれたその言こと葉ばが、胸むねをえぐる。

（それじゃ、意い味みないんだ。いくら大だい事じだって言いわれても。友ゆう希きと両りょう思おもいになれないんじゃ、友ゆう希きに男おとことして見みてもらえないんじゃ、しょうがないんだ）

　なんだか、自じ分ぶんの存そん在ざいが、丸まるごと否ひ定ていされたような気き分ぶんだった。

　片かた思おもいの相あい手てからの「友ともだち」宣せん言げん。

　それが、こんなにもつらいなんて──……。

　泣なきそうになりながら、恋れん司じは深ふかいため息いきをついた。

（…………いや。でも、まだ──あきらめない！）

　恋れん司じは、涙なみだ目めのまま顔かおを上あげた。

　一回かいふられたくらい、なんだっていうんだ。

　そもそも友ゆう希きと両りょう思おもいになるために、自じ分ぶんはちゃんと、全ぜん力りょくをつくしてきたと言いえるのか？

　いいや、否いな！

　もっともっと、今いまからでも、できることがあるはずだ……！

（そうだ……思おもい返かえしてみれば。今いままでのおれは、とにかく友ゆう希きと、やみくもに仲なか良よくなろうとしてきただけだった。それがいけなかったんだ。友ゆう希きに「恋れん愛あい対たい象しょうとして」意い識しきしてもらう──そのことを、あんまり考かんがえてなかった。だから……）

　じゃあ。自じ分ぶんはこれから、何なにをすればいい？

　しばらく考かんがえて、恋れん司じは、次つぎのような結けつ論ろんに達たっした。

（とりあえず──友ゆう希きの「好このみのタイプ」を、知しっとかなくちゃ！）

　それがわかれば、アプローチの方ほう法ほうだって変かわってくる。

　片かた思おもいの相あい手ての「好このみのタイプ」は、恋こいを実みのらせるために、きわめて重じゅう要ような情じょう報ほうだ。

　……だからこそ、今いまさら、という気きもするけれど。

（だって、友ゆう希きって、ぜんぜんそういう話はなししないし、そういうそぶりも見みせないんだもんなあ！）

　そう。そうだった。

「好このみのタイプ」を知しろうにも、友ゆう希きの場ば合あい、あまりに手てがかりがなさすぎたのだ。

　五年ねん間かん、恋れん司じはずっと友ゆう希きを見みてきた。

　その間あいだ、少すくなくとも友ゆう希きに好すきな男だん子しがいる様よう子すは、ぜんぜんなかった。

　これまでは、そのことにただただ、安あん心しんしていたのだけど……。

（両りょう思おもいや片かた思おもい、とまではいかなくてもさあ。ちょっとはこう、「この人ひといいな」ってだれかにときめいたりとか、そういうそぶりを、友ゆう希きも見みせてくれればなあ……）

　友ゆう希きは、人ひとより恋れん愛あいにうといのかもしれない。

　それでも高こう校こう生せいにもなれば、気きになる異い性せいの一人ひとりくらい、できるもんじゃないだろうか。

　げんにまわりのクラスメートとかは、そういう感かんじのやつが多おおいのに。

（友ゆう希きって、どっちかといえば、むしろ同おなじ年としのほかの子こよりも、大人おとなびた子こだと思おもってたけど。恋こいに関かんしては、同どう級きゅう生せいより子こどもだってことなのかなあ。……でも、あいつだって、いつまでも子こどもでいるわけじゃない。──いつかは、友ゆう希きだって恋こいをするんだ）

　その「いつか」が来きたとき、友ゆう希きの恋こいの相あい手てが、自じ分ぶんじゃないだれかだったら。

　それを想そう像ぞうするだけで、恋れん司じは胸むねが苦くるしくなった。

（だめだ！　そんなの、たえられない……！）

　だから、とにかくがんばらないと。

　あのときああしていればよかった、なんて後こう悔かいしないよう、できることをやりきらないと！

（よーし！　ここから、片かた思おもい第だい二ラウンドだ！）

　ふんっ、と鼻はな息いきをはいて、恋れん司じは気き合あいを入いれ直なおした。




　それから──。

　恋れん司じはとりあえず、今いままでどおり「友ともだち」として、友ゆう希きのそばにいることを目め指ざした。

　それは、なんなくうまくいった。

　友ゆう希きの態たい度どは、あの日ひの告こく白はくから、特とくに変かわった様よう子すがなかったから。

　おかげで表おもて向むきには、すぐに友ゆう希きと、告こく白はく以い前ぜんのもとどおりの関かん係けいを取とりもどせた。

　一いっ方ぽうその裏うらで、恋れん司じは「友ゆう希きの好このみのタイプ」の情じょう報ほう収しゅう集しゅうを始はじめた。

　これまで以い上じょうに、友ゆう希きの様よう子すを注ちゅう意いして見みることはもちろん、そのほかにも──。

　たとえば、友ゆう希きのいないところで、友ゆう希きと仲なかのいい女じょ子したちに、「友ゆう希きの好このみのタイプって、どんな男だん子しだと思おもう？」と聞きいてみたり。

　友ゆう希きもまじえて友ともだち数すう人にんで話はなしているとき、それとなく、話わ題だいを恋こいバナに誘ゆう導どうしたり。

　昔むかしからの友ゆう希きの友ともだちに、「友ゆう希きの初はつ恋こいの人ひとって知しってる？」とカマをかけてみたり。

　友ゆう希きと面おも白しろいマンガの話はなしをしているとき、「このマンガの中なかで、もし付つき合あうんだったら、友ゆう希きはどのキャラがいい？」と質しつ問もんしてみたり。

　……けれど、情じょう報ほう収しゅう集しゅうの成せい果かは、いっこうに上あがらなかった。

　友ゆう希きはあいかわらず、だれに対たいしても、心こころをときめかせるようなそぶりは見みせない。

　友ゆう希きと仲なかのいい女じょ子したちも、「友ゆう希きの好このみのタイプの男だん子しとか、見けん当とうもつかない」と言いう。

　ほかの友ともだちをまじえて恋こいバナしても、当とうの友ゆう希きは、「ふうん」とか「そっかー」とか、ほほえんで相あいづちを打うっているだけ。

　昔むかしからの友ゆう希きの友ともだちにカマをかけても、「えっ!?　友ゆう希きって、好すきな人ひといたことあるの？」と、意い外がいそうな顔かおをされるばかり。

　マンガのキャラに関かんしても、「もし付つき合あうんだったら」という質しつ問もんへの友ゆう希きの答こたえは、

「……どうだろうなあ。そういうのは、特とくにないかなあ」

　と、なんの参さん考こうにもならないものだった。

（うーん……。わっかんねえ～……！）

　恋れん司じは頭あたまを抱かかえた。

　いったい、どんな男おとこになれば、友ゆう希きに恋こいしてもらえるんだろう？

（もしかして、友ゆう希きって本ほん当とうに「好このみのタイプとかは、特とくにない」のか？　……そんなことって、あるかなあ？）

　ここまで何なにもわからないのは、いくらなんでも不ふ自し然ぜんじゃないか。

　いつしか恋れん司じは、そんな疑うたがいを抱いだき始はじめていた。

（もしかして……。友ゆう希きがそういうの、あえてかくしてる、ってことは……？）

　その可か能のう性せいに気きづいて、恋れん司じはハッとした。

　もちろん、友ゆう希きは本ほん当とうに、まだ初はつ恋こいも経けい験けんしたことがないってだけかもしれない。

　でも、たとえば。

　過か去こに何なにかあって、もう恋こいはしないと決きめているとか……。

　あるいは、今いま好すきな人ひとがいるけど、それをかくさなきゃいけない事じ情じょうがあるとか……。

　そういうことも、ありえなくはないんじゃないか。

（けど……もしそうだとしたら、どうしよう。友ゆう希きがかくしてること、本ほん人にんに聞きいてたしかめるってわけにはいかないし。かといって、今いままで情じょう報ほう収しゅう集しゅうした感かんじからして、友ゆう希き以い外がいのだれかがそれを知しってるとも思おもえないし……）

　そもそも、相あい手てがかくしたがっていることを、こっちが勝かっ手てに知しろうとするのは、どうなのか。

　恋れん司じは悩なやみに悩なやむ。

　自じ分ぶんの考かんがえが、はたして当あたっているのかどうかは、わからないけれど。

　どちらにせよ、このままでは手てづまりだ。

　情じょう報ほうがなさすぎて、「友ゆう希きの恋れん愛あい対たい象しょうになるため」の努ど力りょくをしようがない。

　恋れん司じは、すっかりこまってしまった。
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　そんなある日ひのことだった。

　街まちをぶらぶら歩あるいていた恋れん司じは、ふと、バレンタイン・フェアのポスターに目めを留とめた。

（そういえば、もうそんな季き節せつか……。はあ。友ゆう希きから本ほん命めいチョコ、もらいたいなあ）

　などと思おもいつつ、ハートマークの飛とび交かうポスターを、ぼんやりとながめていた。

　そのとき。

「ひょっとして、今いま、片かた思おもいしてる？」

　とつぜんだれかに声こえをかけられ、恋れん司じはドキッとしてふり向むいた。

　そこにいたのは、小しょう学がく生せいか中ちゅう学がく生せいくらいの女おんなの子こ。

　ショッキング・ピンクのパーカーに、銀ぎん色いろに染そめた髪かみの毛け。目めがチカチカするような、派は手でな格かっ好こうの子こだ。

　その子こは、右みぎの目めに眼がん帯たいを着つけていた。

　パーカーとおそろいの色いろをした眼がん帯たいには、ハートマークが描えがかれていた。

　けれど、そのハートマークには大おおきなバッテンがついていたので、恋れん司じはなんだか不ふ吉きつな感かんじがして、少すこし気き分ぶんが悪わるくなった。

「いきなり、なんだよ。だれなの、きみ」

　顔かおをしかめて、恋れん司じは女おんなの子こにたずねた。

　女おんなの子こは、そんな恋れん司じの態たい度どをものともせず、ニヤニヤと笑えみを浮うかべて言いった。

「ははーん。その様よう子すじゃ、恋こいがうまくいってないんでしょー？」

「う、うるさいな。だれだか知しらないけど、きみには関かん係けいないだろ！」

　言いい返かえして、恋れん司じはさっさとこの場ばを立たち去さろうと、歩あるき出だす。

　──が。

「まあまあ、そうカッカしないで。……じつはね。今いま、絶ぜっ賛さん片かた思おもい中ちゅうの人ひとに、耳みみ寄よりなうわさ話ばなしがあるんだよ！」

「……!?」

　女おんなの子このその言こと葉ばに、恋れん司じは思おもわず足あしを止とめた。

　ふり返かえった恋れん司じは、不ふ敵てきに笑わらう女おんなの子こを軽かるくにらんで、

「……い、一いち応おう、聞きいてみてもいいけど？」

　と、小こ声ごえで言いった。

「その、耳みみ寄よりなうわさって？」

「ふふふ。それはねー……」

　ちょっともったいぶったあと。

　女おんなの子こは、指ゆびでピストルの形かたちを作つくって、通とおり沿ぞいにならぶ店みせのひとつを指ゆびさした。

「あのお店みせに行いけば、『片かた思おもいに悩なやむ人ひとにピッタリなアイテム』が手てに入はいるって、う・わ・さ！」
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　それから、恋れん司じはさっそく、教おしえられたその店みせに行いってみた。

　そこは、チョコレート専せん門もん店てんらしき店みせだった。

　店てん内ないはいやにうす暗ぐらく、ほかに客きゃくの姿すがたはなかった。

（あんまり繁はん盛じょうしてない店みせなんじゃ……。本ほん当とうに、この店みせがうわさになんて、なってるのか？）

　うたがわしく思おもいながらも、恋れん司じは店みせの商しょう品ひんを見みて回まわる。

　うわさなんて、そもそも当あてにならないものかもだけど。

　それでも今いまは、わらにもすがりたい気き持もちだった。

「うーん……どれなんだろう？　あの子この言いってた『アイテム』って──」

「何なにか、お探さがしでしょうか？　お客きゃくさま」

「あ……」

　声こえをかけてきたのは、店てん員いんとおぼしき男おとこだった。

　うす暗ぐらい店みせの中なかだというのに、その店てん員いんは、日ひよけのある帽ぼう子しをかぶっていた。

　さらに、首くびにはぶあついマフラーを巻まいていて、帽ぼう子しとマフラーの間あいだにある顔かおは、顔かお立だちも表ひょう情じょうもわからないくらい、真まっ暗くらな影かげになっていた。

「バレンタインの、プレゼントですか？」

「え、いや。えっと……」

　目め当あての商しょう品ひんが商しょう品ひんなので、恋れん司じはついつい口くちごもる。

　けれど、ここまできて照てれてもしょうがない、と意いを決けっし、店てん員いんに顔かおを向むけてきっぱり言いった。

「ここにくれば、『片かた思おもいに悩なやむ人ひとにピッタリなアイテム』が手てに入はいるって聞きいたんで！　それを買かいに来きたんですけど、本ほん当とうに、そういうものがあるんですか!?」

「ああ。──それなら、こちらの」

　と、店てん員いんはあっさりうなずいて。

　チョコレートのショーケースから、ひとつの商しょう品ひんを取とり出だした。

「この【逆ぎゃく・ホレ薬ぐすり】のことですね」

　トレーに載のったそれは、一いっ見けんしたところ、ハート形がたの一ひと口くちチョコレートだった。

　恋れん司じは、眉まゆをひそめてそれを見みつめた。

「……ほ……ホレ薬ぐすりって、『どんな相あい手てでも惚ほれさせることができる薬くすり』ってやつ？　そんな都つ合ごうのいいもの、あるわけが……。いや、それより『逆ぎゃく』ってなんだよ？　ホレ薬ぐすりの効こう果かが、逆ぎゃくになるの？　これを使つかうと、むしろ相あい手てにきらわれちゃうってこと？」

「いえいえ、そうではないんです」

　真まっ暗くらな顔かおの店てん員いんは、首くびを横よこにふったあと、次つぎのように説せつ明めいした。

「一いっ般ぱん的てきなホレ薬ぐすりというものは、『相あい手ての気き持もちを変かえる』効こう果かのあるアイテムですよね。でも、この薬くすりはその逆ぎゃくで、相あい手てではなく、自じ分ぶんを変かえるアイテムなんです」

「……？　どういうことだ？」

「つまりですね。これを食たべた人ひとは、『思おもい人びとの恋れん愛あい対たい象しょう』になれるんですよ」

　その説せつ明めいに、恋れん司じは目めを見み開ひらいた。

　思おもい人びとの恋れん愛あい対たい象しょう──。

「それって……『片かた思おもいの相あい手ての好このみのタイプ』になれるってこと？」

「わかりやすく言いえば、そういうことです」

「あ……相あい手ての好このみのタイプが、こっちには、ぜんぜんわからなくても!?」

「はい。その場ば合あいでも、【逆ぎゃく・ホレ薬ぐすり】はかならず効こう果かを発はっ揮きします」

「……！」

　恋れん司じは、ハート形がたをした一ひと口くちチョコに似にたそれを、食くい入いるように、あらためて見みつめた。

（これを食たべれば……おれは、友ゆう希きの好このみのタイプの男おとこになれる？　そしたら、友ゆう希きに恋こいしてもらえる……!?）

　胸むねがドキドキして、ごくり、とのどが鳴なる。

　信しんじられないような話はなしだけれど、もし、本ほん当とうにそんなアイテムがあるのなら──……。

（とにかく、ためしてみる価か値ちは、あるんじゃないのか？　……『ホレ薬ぐすり』で好すきな人ひとの心こころを手てに入いれるなら、それは卑ひ怯きょうなことだけど。でも、この【逆ぎゃく・ホレ薬ぐすり】なら、友ゆう希きの心こころをむりやり変かえるわけじゃない。だったら……これを使つかうのは、べつに何なにも、悪わるいことじゃないはずだ）

　その考かんがえに、恋れん司じは自じ分ぶんでうなずいた。

　そして、すうっと息いきを吸すいこみ、顔かおを上あげた。

「これ、ください！　いくらですか？」

「……【逆ぎゃく・ホレ薬ぐすり】の値ね段だんは、ひとつ五千円えんですが」

　その値ね段だんを聞きくより早はやく、恋れん司じは財さい布ふを取とり出だしていた。

　しかし、代だい金きんを払はらおうとした恋れん司じに、店みせの人ひとはこんなことを言いった。

「本ほん当とうに、いいんですか？　先さきほどの質しつ問もんからして、お客きゃくさまは『片かた思おもいの相あい手ての好このみのタイプ』を知しらないのでしょう？　そんな状じょう態たいでこの薬くすりを使つかうのは、正しょう直じきおすすめしないのですが」

「えっ……なんで!?」

　恋れん司じはとまどった。

　相あい手ての好このみがわかっていれば、少すくなくとも、今いまみたいには悩なやんでいない。

　それがわからないからこそ、もう、このアイテムに頼たよるしか方ほう法ほうがないというのに──。

「おれ……友ゆう希きのこと、本ほん気きなんだ。真しん剣けんに、大だい好すきなんだ！　友ゆう希きと両りょう思おもいになれるなら……自じ分ぶんがどんなふうに変かわったって、かまわない！」

　恋れん司じは、店てん員いんに向むかってそうさけんだ。

　どうしても【逆ぎゃく・ホレ薬ぐすり】を売うってほしい。その気き持もちを、わかってほしかった。

　けれども店てん員いんは、帽ぼう子しをゆらして、首くびをかしげた。

「はたして、そうでしょうか。好このみのタイプ──恋れん愛あい対たい象しょうというのは、人ひとによってさまざまですよ？　そのことを、本ほん当とうにわかっていますか？」

「え。そ、そりゃあ」

「この薬くすりを使つかうことで、あなたのどの部ぶ分ぶんが、どんなふうに変かわってしまうか──……それは、性せい格かくや見みた目めの変へん化かだけとは、かぎらないのですよ。もしかしたら、年ねん齢れいや性せい別べつも、今いまのあなたとは変かわってしまうかもしれません」

　そう言いわれて、恋れん司じは「あ」と声こえをもらした。

　友ゆう希きの好このみのタイプについて考かんがえるとき、自じ分ぶんはいつも勝かっ手てに「同どう世せ代だいの男だん子し」を思おもい浮うかべていたけれど。

（い……言いわれてみれば。友ゆう希きはそもそも、男だん子しに恋こいはしないのかも。そういう可か能のう性せいだって、たしかにあるよな）

　そうなると──自じ分ぶんは今いままで「友ゆう希きに男おとことして見みてもらいたい」なんて思おもってたけど。

　恋れん愛あい対たい象しょうとして意い識しきする、という意い味みで「男おとことして見みる」とか「異い性せいとして見みる」とかいう言いい方かたをするのは、考かんがえてみればおかしなことだ。

　それに気きづいた恋れん司じに、店てん員いんは、さらにこう続つづけた。

「そのほかにも、いろいろな可か能のう性せいが考かんがえられます。たとえば……相あい手てがアニメやマンガのキャラクターにしか恋こいをしない人ひとだったら、薬くすりを使つかったあなたは、いわゆる『二に次じ元げんのキャラ』になってしまうかもしれませんし」

「ええっ……」

「あるいは相あい手てが『この世よでただ一人ひとりのＡさん』にしか恋こいをしない……そんな人ひとだったら？　その場ば合あい、薬くすりを使つかったあなたは、見みた目めも性せい格かくも何なにもかも、そのＡさんとまったく同おなじになってしまうでしょう」

「えええっ……。その場ば合あい、同おなじ人にん間げんが、この世よに二人ふたりいることになっちゃうわけ!?」

「はい。もしそんなことになったら、とてもやっかいですね。さらにあるいは、相あい手てのゆいいつの恋こいの対たい象しょうが『すでにこの世よにいない人ひと』でも、それはそれで問もん題だいです」

「その場ば合あいは……おれが、死しんだはずのその人ひととして、この世よによみがえることに……？」

「そういうことです」

　店てん員いんは、帽ぼう子しをゆらしてうなずいた。

「おわかりいただけたでしょうか？　この【逆ぎゃく・ホレ薬ぐすり】は、うかつに使つかえば、使つかった人ひとをどんなふうに変かえてしまうかわからない、とても恐おそろしいアイテムなのです」

「…………」

　恋れん司じは黙だまってうつむいた。

　店みせの人ひとが、自じ分ぶんにこれを「おすすめしない」と言いった意い味みが、なるほどわかった。

　これを使つかえば、自じ分ぶんは「友ゆう希きの恋れん愛あい対たい象しょう」になれる。

　でも、友ゆう希きの好このみのタイプがわからない以い上じょう、そのとき自じ分ぶんの身みに起おこる変へん化かは、ぜんぜん、まったく、予よ想そうがつかないのだ。

（おれが使つかうには、リスクの大おおきすぎるアイテム。──でも。……それでも！）

　ぎゅっと拳こぶしをにぎって、恋れん司じはふたたび顔かおを上あげた。

「それでもっ……おれは、友ゆう希きと両りょう思おもいになりたい！」

　そのために、自じ分ぶんがどんなふうに変かわっても。

　たとえ、自じ分ぶんが自じ分ぶんでなくなったとしても──……。

　その決けつ意いをこめて、恋れん司じは、店てん員いんの真まっ暗くらな顔かおを見みつめた。

　それは、店てん員いんにも伝つたわったようだった。

「そんなにも、ですか。……その友ゆう希きさんという人ひとは、あなたにとって、よっぽど魅み力りょく的てきな人ひとなのですね」

「ああ、そうだよ！　友ゆう希きは──……なんていうか。一人ひとりでいるわけじゃないのに、妙みょうに他た人にんと距きょ離りを置おくタイプでさ。いつも、人ひとの輪わから一いっ歩ぽ下さがったところにいるっていうか。そういうとこ、クールで大人おとなっぽい感かんじなんだけど、その反はん面めん、どっか臆おく病びょうで、さびしそうにも見みえて……。でも！　話はなしてみたら、思おもってたよりずっといいやつで！　友ともだちのおれのこと、すごく大だい事じにしてくれて……！」

　なんとなく気きになって、ただ見みていただけのころから、好すきだったけど。

　話はなしてみて、仲なか良よくなったら、どんどん友ゆう希きのいいところがわかってきて。

　友ゆう希きを好すきになる理り由ゆうは、どんどん増ふえていくばっかりで。

「『ただの友ともだち』の今いまでも、そうなんだよ!?　だからっ……友ともだち以い上じょうになって、友ゆう希きの特とく別べつな存そん在ざいになって、もっともっと、友ゆう希きに大だい事じに思おもわれたい！　もちろん、おれもそれに負まけないくらい、友ゆう希きのこと大だい事じにする！　──自じ分ぶんがどんなふうに変かわったとしても！」

「……わかりました。そこまで言いうのなら」

　店てん員いんは、ため息いきとともにうなずいて、恋れん司じから代だい金きんを受うけ取とった。

　恋れん司じの手てには、チョコレートに似にた商しょう品ひんの入はいった、小ちいさな透とう明めいな箱はこが渡わたされた。

　手ての中なかで溶とけそうなそれを、恋れん司じは、あわててそっとカバンに入いれた。







　そうして、家いえに帰かえってから。

　恋れん司じは大おおきな鏡かがみの前まえで、【逆ぎゃく・ホレ薬ぐすり】を、透とう明めいな小こ箱ばこから取とり出だした。

（これを食たべれば──……おれは、『友ゆう希きの恋れん愛あい対たい象しょう』になれる）

　つやつやの、ハートの形かたちのチョコレートに似にた、ひと粒つぶの薬くすり。

　それを見みつめて、一度どだけ、深しん呼こ吸きゅうしたあと。

　恋れん司じはためらうことなく、その薬くすりを口くちの中なかに放ほうりこみ、かみくだいて、のみこんだ。

　それは、チョコレートに似にた見みた目めどおりの、甘あまくて少すこしほろ苦にがい味あじだった。

（これで……おれは……どう変かわるんだ？）

　これから自じ分ぶんに起おこる変へん化かは。あの友ゆう希きが恋こいする相あい手てというのは。

　それは、はたして、いったいどんな──……。

　ドキドキしながら、恋れん司じは、鏡かがみの中なかの自じ分ぶんを見みる。

　すると、ほどなくして。

　鏡かがみに映うつった恋れん司じの姿すがたは、本ほん当とうに、変へん化かし始はじめた。

　……しかし。

（……え？　……なんだよ、これ。──どういうことだ!?）

　それは、恋れん司じがまったく予よ想そうもしていなかった、とんでもない変へん化かだった。

　恋れん司じはうろたえ、信しんじられない思おもいで、自じ分ぶんの体からだに目めを落おとす。

　けれど、鏡かがみは何なにもまちがっていなかった。

　恋れん司じの体からだは、鏡かがみの中なかと同おなじように──……。

「そんな……！　どうして……!?　なんで、こんな……こ──」
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　一いっ方ぽうそのころ。

　友ゆう希きは自じ分ぶんの部へ屋やで、図と書しょ室しつから借かりてきた本ほんを読よんでいた。

　読よみながら──この前まえ、恋れん司じに告こく白はくされたことを、思おもい出だしていた。

（恋れん司じくん……あれで、本ほん当とうに納なっ得とくしてくれたのかな）

　告こく白はくに対たいして、友ゆう希きは、本ほん心しんを伝つたえて返へん事じをした。

　恋れん司じくんのことは、大だい事じな友ともだちだと思おもってる。だから、恋こい人びととしては付つき合あえない、と。

　でも……。

（あれ以い来らい、恋れん司じくんが、わたしの「好このみのタイプ」を探さぐろうとしてる……ような気きがするのは……自じ意い識しき過か剰じょうかな）

　そのことに悩なやんで、友ゆう希きはこのところ憂ゆううつだった。

　そんなもの、探さぐられてもこまるのだ。

（だって、わたしには本ほん当とうに、「好このみのタイプ」なんてないんだから──）

　友ゆう希きは、恋こいをしたことがない。ちょっとした片かた思おもいとかも、経けい験けんがない。

　でも、正しょう直じきにそう言いうと、いつもめんどくさいことになる。

「えー？　変かわってる」とおどろかれたり。「だいじょうぶ。そのうち、あなたもわかるようになるよ」とはげまされたり。そもそも、あんまり信しんじてもらえなかったり……。

　そういう反はん応のうをされるたび、友ゆう希きは気きが重おもくなった。

　恋れん愛あい感かん情じょう、というものがわからない自じ分ぶんは、どこかおかしいんだろうか？

　人ひととしてあるべき心こころが、欠かけているんだろうか？

　そんなコンプレックスのせいで、昔むかしから、なんとなく他た人にんと距きょ離りを置おくくせがついていた。

　恋こいをしない自じ分ぶんは、そうでない「ふつう」の人ひとよりも、心こころが冷つめたいのかもしれない。

　そう思おもうと、人ひとと深ふかく関かかわることが、怖こわかった。

　でも……先せん日じつ、図と書しょ室しつで借かりてきた本ほんに、こんなことが書かかれていた。

『異い性せいに恋こいをしない人にん間げんや、同どう性せいに恋こいをしない人にん間げんがいるように、そもそも恋こいをしない人にん間げんだっている。「だれでも、みんないつか恋こいをする」──なんてことはない。』

　それを読よんで、友ゆう希きは、目めからうろこが落おちた気き分ぶんになった。

　恋こいをしない人にん間げん。……自じ分ぶんも、そうなのかもしれない。

　そしてそれは、異い性せいに恋こいをしない人ひとや、同どう性せいに恋こいをしない人ひとがいるのと同おなじで、「そういう人ひともいる」というだけのこと。──ただ、それだけのこと。

　そう思おもったら、いくらか心こころが軽かるくなった。

（こういうことを、ちゃんと話はなしたら……恋れん司じくんは、わかってくれるかな。……ちょっと不ふ安あんだな。恋れん司じくんて、「だれでも、みんないつか恋こいをする」って思おもいこんでいそうだし）

　本ほんを閉とじて、友ゆう希きは、小ちいさくため息いきをついた。

　それでも──恋れん司じは、大だい事じな友ともだちだから。

　人ひとと深ふかく関かかわるのが怖こわくて、他た人にんと距きょ離りを置おきながら、本ほん当とうはさびしい思おもいをしていた。

　そんな自じ分ぶんに、恋れん司じはぐいぐい話はなしかけてきて、いろんな遊あそびやイベントにさそってくれて、積せっ極きょく的てきに仲なか良よくなろうとしてくれた。

　そのことが、すごくうれしかった。

　だから、恋れん司じは今いまのままで、友ともだちのままで、自じ分ぶんにとって特とく別べつな存そん在ざいなのだ。

　恋こいをしない自じ分ぶんの中なかには、そもそも「友ともだち以い上じょう」なんてポジション自じ体たい、ないのだし。

　……いや。恋こいをする人ひとだって、友ともだちより恋こいの相あい手てが大だい事じだとは、かぎらないか。

　そのへんも、きっと人ひとそれぞれなんだろう。

　そう、人ひとそれぞれ。

　だからこそ、「恋こい」を大だい事じにしていそうな恋れん司じに、どう思おもわれるかは不ふ安あんだけれど。

（それでも……恋れん司じくんには、ちゃんと伝つたえたいんだ。自じ分ぶんはこういう人にん間げんなのかもってこと、恋れん司じくんには、かくしたりはぐらかしたり、したくないんだ）

　友ゆう希きは、閉とじた本ほんを持もつ手てに、力ちからをこめた。

（明日あした……恋れん司じくんに会あったら。この本ほんを見みせて、話はなしてみよう──）
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【逆ぎゃく・ホレ薬ぐすり】は、「思おもい人びとの恋れん愛あい対たい象しょう」になれるアイテム。

　たとえば、相あい手ての恋れん愛あい対たい象しょうが女おんななら、女おんなへと。男おとこなら、男おとこへと。

　薬くすりを服ふく用ようした人ひとが、そのように変へん化かする。

　それならば、思おもい人びとが「恋こいをしない」人にん間げんであるとき。

　すなわち、相あい手ての恋れん愛あい対たい象しょうが「存そん在ざいしない」場ば合あいには──……。




　その日ひ以い来らい、恋れん司じを見みた者ものはだれもいない。
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　今日きょうは、十三歳さいの誕たん生じょう日びのお祝いわいで、友ともだちと街まちへ遊あそびに行いったのに。

　その友ともだちが、店みせで見みつけたかわいいマグカップを、プレゼントしてくれたのに。

　それを大だい事じに抱かかえて持もちながら、帰かえり道みち、ちゃんと青あお信しん号ごうを渡わたっていたのに。

　──ああ、もう。なんてことだろう。

　信しん号ごう無む視しの車くるまが、猛もうスピードで横おう断だん歩ほ道どうに突つっこんでくるなんて──……。







（ああ──……。あたし、ここで死しんじゃうのか）

　どこか他人ひとごとのように、灯とも里りがそう思おもった、そのときだった。

　目めの前まえに迫せまった車くるまが、とつぜんピタリと動うごきを止とめた。

　……いや、そうじゃない。

　止とまったのではなく、思おもいっきりスローモーションになったのだ。

（……え？　……ええ？　何なに、これ──……）

　よく見みれば、信しん号ごう無む視しの車くるまだけではなかった。

　ほかの車くるまも、自じ転てん車しゃも、通つう行こう人にんも、犬いぬも、鳥とりも、舞まい落おちる木この葉はも。

　目めに映うつるすべてのものの動うごきが、ものすごくゆっくりになっている。

　そして、灯とも里り自じ身しんもまた、同おなじくらいゆっくりとしか動うごけない。

（……これって、もしかして）

　灯とも里りはピンときた。

　こういう現げん象しょう、知しっている。どこでどうして知しったのかは、忘わすれたけれど。

　絶ぜっ体たい絶ぜつ命めいの状じょう況きょうにおちいったとき、こんなふうに、時じ間かんの流ながれがスローモーションになって感かんじられることって、あるらしい。

（……そうだ。……それから。……スローモーションになった、そのあとは──……）

　灯とも里りが「それ」を予よ感かんした、直ちょく後ごのこと。

　ふいにあたりが暗くらくなった。

　まるで、映えい画が館かんの照しょう明めいが落おちたときのように、スウッと光ひかりが消きえたのだ。

（……あ、あれれ？　なんだか、予よ想そうしてたのとちがうなあ）

　灯とも里りはとまどった。

　このパターンだと、てっきり「あれ」が来くるかと思おもったのに。

　ほら、あれだあれ。

　死しの間ま際ぎわに、いろんな思おもい出でが次つぎから次つぎへと浮うかんできて。

　今いままでの人じん生せいを、短みじかい時じ間かんでだいたいふり返かえることができる。

　──いわゆる走そう馬ま灯とう、というやつ。

　でも。いつまでたっても、あたりはただただ静しずかで、暗くらいまま。

　走そう馬ま灯とうタイムは、いっこうに始はじまる気け配はいがない。

（うーん、どうしたもんかな。あたし、これ、何なにをどうすればいいんだろ……）

　と、そんなふうにこまっていたところ。

「いくら待まっていても、このままじゃ、走そう馬ま灯とうは始はじまりませんよ」

「そーそー。だって、電でん源げん入いれてないんだもん！」

　目めの前まえに、いきなり見み知しらぬ二人ふたり組ぐみが現あらわれて、そう言いった。

　灯とも里りはびっくりして、思おもわず目めをぱちくりさせた。

「えっ……？　あの。えっと。……ど、どちらさま？」

　とりあえず、そうたずねてみる。

　すると、二人ふたり組ぐみの男おとこのほうが、ていねいにおじぎをしてこう告つげた。

「往おう生じょう際ぎわに失しつ礼れいいたします。ぼくたちは、【走そう馬ま灯とうのリモコン】をお届とどけに来きた者ものです」

「へっ……？　走そう馬ま灯とう──の、リモコン？　ですか??」

　聞きき返かえして、灯とも里りは首くびをかしげた。

　走そう馬ま灯とう、は、わかる。

　リモコン、も、わかる。

　けど、その二つをくっつけられたら──。

「ああ、そうですよね。死しの間ま際ぎわの走そう馬ま灯とうといえば、昔むかしはその名なのとおり、色いろとりどりの影かげ絵えを回かい転てんさせる、回まわり灯どうろう※で映えい像ぞうを流ながしていましたから。その当とう時じはリモコンつきではなかったですし、とまどうのもむりはありません」


※灯ろう＝光を灯す道具の一種。



「今いまの時じ代だい、こういう走そう馬ま灯とうも、便べん利りで多た機き能のうになったからねー」

　二人ふたり組ぐみは、顔かおを見み合あわせてうなずいた。

　いや、そういう問もん題だいじゃないんですけど……。

　死しの間ま際ぎわの走そう馬ま灯とうって、もっとこう、頭あたまの中なかのイメージ的てきなものじゃなかったの？

　あと、【走そう馬ま灯とうのリモコン】とやらを届とどけに来きたこの二人ふたりは、結けっ局きょくいったい何なに者ものなの!?

（死しに際ぎわに現あらわれたってことは……ひょっとして、この二人ふたり、死しに神がみってやつなのかな？）

　そう思おもって、灯とも里りは目めの前まえの二人ふたりをじっと見みつめた。

　あたりは暗くらいはずなのに、その二人ふたりの姿すがたは、闇やみから浮うき出でているようにはっきり見みえた。

　おたがいに、格かっ好こうも雰ふん囲い気きもぜんぜんちがう、男おとこと少しょう女じょの二人ふたり組ぐみ。

　男おとこのほうは、くたびれたコートに身みをつつみ、つばの広ひろい帽ぼう子しを目ま深ぶかにかぶって、首くびにはぶあついマフラーを巻まいている。

　声こえや背せ格かっ好こうからして、若わかい男おとこに思おもえるが、どんな顔かおかはわからない。

　男おとこの顔かおは、影かげで真まっ暗くらに塗ぬりつぶされていて、ちっとも見みえないのだ。

　黒くろいマントに大おおきな鎌かま……みたいな、よくある死しに神がみのイメージとはちがうけど。

　これはこれで、いかにもあやしい。

　こういう死しに神がみもいるよ、と言いわれたら、そうかもなと思おもう。

　そして、もう一人ひとりのほう。

　少しょう女じょのほうは、たぶん自じ分ぶんと同おなじくらい──十二、三歳さいといったところか。

　こちらは男おとこのほうとはうって変かわって、派は手でな格かっ好こうの子こだ。

　ショッキング・ピンクのパーカーに、銀ぎん色いろの髪かみの毛け。右みぎの目めには、パーカーとおそろいの色いろをした、ハートにバッテンを重かさねた柄がらの眼がん帯たいを着つけている。

　この子こもやっぱり、死しに神がみっぽくはないけれど。

　でも、最さい近きんの若わかい死しに神がみってわりとこういう感かんじだよ、と言いわれたら、そうかもなと思おもう。

　そんな少しょう女じょは、灯とも里りと目めが合あうと、人ひとなつっこくにこっと笑わらった。

「はい、リモコン！」

　テレビのリモコンを渡わたすような気き安やすさで、少しょう女じょはそれを、灯とも里りに向むかって差さし出だした。

「あ……。ど、どうも、ありがと……」

「ちなみにこれ、有ゆう料りょうなんだけどね」

「えっ。そ、そうなんですか。……えっと、それじゃあ」

　灯とも里りは、あわてて財さい布ふをさがした。

（いくらするのか知しらないけど……。どうせここで死しんじゃうなら、もう、お金かねなんて持もっててもしかたないし。それだったら、自じ分ぶんの人じん生せいの走そう馬ま灯とう、ちゃんと見みておきたいもんね……）

　しかし、どうしたことか、財さい布ふが見みつからない。

　財さい布ふはたしか……ポケットの中なか、じゃなくて。カバンの中なかに入いれておいたはず。

　そのカバンがいつの間まにか、なくなっているのだ。

「あ、あれ？　おかしいな。ごめんなさい。ちょっと待まって……」

「ああ、だいじょうぶですよ。──といいますか。お客きゃくさまが今いま、現げん金きんをお持もちでないことは、こちらも承しょう知ちしております。ここは現げん実じつではなく、あなたの〈意い識しきの世せ界かい〉ですからね」

　真まっ暗くらな顔かおの男おとこの説せつ明めいに、灯とも里りは「ああ、そっか」と納なっ得とくする。

　あたりが暗くらくなる前まえ──世せ界かいがスローモーションになっていたとき、自じ分ぶんもまわりと同おなじように、ものすごくゆっくりとしか動うごけなかった。

　でも、今いまの自じ分ぶんはふつうに動うごいてしゃべっている。

　それは、ここが意い識しきの中なかの世せ界かいで、この体からだが現げん実じつの肉にく体たいではないからなのだ。

「そ、それじゃあ……そのリモコンの支し払はらいって、どうしたら」

「べつにいいよ、気きにしなくて」

　ピンクのパーカーの少しょう女じょが、そう言いって、意い味みありげな笑えみを浮うかべた。

「支し払はらいは……ま、今いまじゃないいつか、ってことでさ」

「そ……そうですか？」

　いいのかな。と、ちょっと不ふ安あんに思おもいつつ。

　じっさいどうしようもないので、灯とも里りはおずおずと、差さし出だされたリモコンを受うけ取とった。

「それでは、ぼくらはこれで」

「あとはあなたの気きがすむまで、ごゆっくりどーぞ」

　奇き妙みょうな二人ふたり組ぐみは、それだけ言いい残のこして、暗くらがりに溶とけるように姿すがたを消けした。

　何なにもない空くう間かんで、ふたたび一人ひとりきりになったあと。

　灯とも里りは、手てに入いれたリモコンに、じっと目めを落おとした。

「【走そう馬ま灯とうのリモコン】……かあ」

　そのリモコンには、いろいろなボタンがついていた。

　電でん源げん、再さい生せい、一いち時じ停てい止し、シーンサーチ。上じょう下げ左さ右ゆうの選せん択たくボタンに、決けっ定ていボタン。

「なんだか、テレビのリモコンみたい。チャンネルのボタンはないけど……。テレビの録ろく画がを見みるときに使つかうボタンと、走そう馬ま灯とうを見みるときに使つかうボタンって、似にてるんだなあ」

　ただ──そんな中なかに、ひとつだけ。

　見みなれないマークのついた、正しょう体たい不ふ明めいのボタンがあった。

　いや。正せい確かくには、これと似にたマークは知しっている。

　ふつう、このマークが描えがかれるのは、リモコンのボタンじゃないというだけで。

「このマークは、どういうときに使つかうんだろう……？」

　説せつ明めいが何なにもないので、よくわからない。

　ちょっと怖こわいので、このボタンにはさわらないようにしよう、と灯とも里りは思おもった。

「うーん、それじゃ。……とりあえず、電でん源げん、入いれてみようかな」

　そうつぶやき、リモコンをかまえてみたものの。

　あたりは暗くらいばかりで、何なにもない。

　これでは、どこにリモコンを向むけてボタンを押おせばいいのか、わからない。

　しかたがないので、てきとうな場ば所しょにリモコンを向むけて。

　灯とも里りは〈電でん源げん〉ボタンを、ポチッと押おした。

　すると、次つぎの瞬しゅん間かん。

　リモコンを向むけたその場ば所しょに、ぼんやり光ひかる巨きょ大だいな四し角かく形けいが現あらわれた。

　それはまるで、映えい画がのスクリーンだった。

　真まっ白しろなそのスクリーンには、

『再さい生せいボタンを押おすと始はじまります』

　という文も字じが浮うかんでいる。

　灯とも里りは指し示じどおり、今こん度どはリモコンの〈再さい生せい〉ボタンを、ポチッと押おした。

　画が面めんの色いろが変かわって、スクリーンの中なかに、大おおきな文も字じが浮うかび上あがる。




『人じん生せいの走そう馬ま灯とう～布ふ津つ間ま灯とも里り（享きょう年ねん十三）の生しょう涯がいをふり返かえる～』




　……タイトルだ。

　人じん生せいの走そう馬ま灯とうが、まさか、自じ分ぶんのフルネーム入いりのタイトル画が面めんから始はじまるなんて。

（な……なんか。こういうの、恥はずかしいっていうか、照てれるっていうか……。見みてるのは自じ分ぶんだけとはいえ……）

　そんなことを思おもっているうちに、画が面めんからタイトルが消きえて、映えい像ぞうが流ながれ始はじめた。

　灯とも里りはハッと身みを引ひきしめ、画が面めんに注ちゅう目もくする。

　どうやらいよいよ、走そう馬ま灯とうの本ほん編ぺんが始はじまったようだ。

　画が面めんを流ながれる映えい像ぞうの中なかには……。

　見み覚おぼえのある部へ屋やと、うす紫むらさき色いろをしたイルカのぬいぐるみが、映うつし出だされていた。

「……あっ。これ、覚おぼえてる覚おぼえてる！」

　灯とも里りは思おもわず声こえを上あげた。

　この部へ屋やは、灯とも里りの家いえのリビングだ。何なん年ねんか前まえに家いえをリフォームしたから、今いまのリビングとはだいぶ様よう子すがちがっている。

　イルカのぬいぐるみは、強つよくにぎるとキューと音おとがするやつ。

　ぬいぐるみを持もっている小ちいさな手ては、自じ分ぶんの手てか。
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　手てしか映うつっていないのは、当とう時じの自じ分ぶんの見みていた光こう景けいが、そのままこうして映えい像ぞうになっているからだろう。

　自じ分ぶんの目めをカメラにして撮とった映えい像ぞうだから、自じ分ぶん自じ身しんはほとんど姿すがたが映うつらないのだ。

「わあ、なつかしー……。三歳さいか四歳さいくらい、かな？　このときって」

　この映えい像ぞうから走そう馬ま灯とうが始はじまった、ということは……。

　これが自じ分ぶんの中なかで、いちばん古ふるい記き憶おくなのか。

「たしかに、これ以い上じょう昔むかしのことって、もう思おもい出だせないな……。そっか。あたしの思おもい出でって、この場ば面めんから始はじまってたんだね……」

　ほほえましい気き持もちで、キューキュー音おとを鳴ならす、うす紫むらさきのイルカをながめていると。

　やがて、画が面めんは切きりかわり、次つぎのシーンが始はじまった。

　映うつし出だされたのは、近きん所じょの公こう園えんのようだった。

「あ。遊ゆう具ぐの色いろが、今いまとちがう……。そうそう、昔むかしはこの公こう園えんのすべり台だい、この色いろだったんだよね。……ああ。あの木き、何なん年ねんか前まえに切きられちゃったやつだ」

　いろんな遊ゆう具ぐが、かわるがわる画が面めんに映うつる。

　カメラである当とう時じの自じ分ぶんは、どの遊ゆう具ぐで遊あそぼうかと迷まよっているらしい。

　ときどき、ベンチにすわってこっちを見み守まもっている親おやの姿すがたも、映えい像ぞうに入はいりこんでくる。

　──と、そのとき。

　一人ひとりの女おんなの子こが、こっちに気きづいて、笑わらって小ちいさな手てをふった。

　その子この顔かおに、灯とも里りは見み覚おぼえがあった。

「……えっ？　この子こって、もしかして──……夏か夜やちゃんじゃない!?」

　思おもわずさけんで、灯とも里りは、リモコンの一いち時じ停てい止しボタンを押おした。

　夏か夜やちゃんは、中ちゅう学がくに入はいってから友ともだちになった子こ、なのだけど。

「そういえば、幼よう稚ち園えんのときは夏か夜やちゃん、うちの近きん所じょに住すんでたって言いってたもんね。この公こう園えんにも、遊あそびに来きてたんだ」

　ということは、今いま流ながれているシーンは、幼よう稚ち園えん時じ代だいの走そう馬ま灯とうか──。

「きゃあああー。ちっちゃい夏か夜やちゃん、かわいいー……！　はあー。あのしっかり者ものの夏か夜やちゃんにも、こんなころがあったんだなあ」

　夏か夜やちゃんとは幼よう稚ち園えんも同おなじところに通かよっていて、このころも、おたがい顔かおと名な前まえくらいは知しっていたはず。それで、手てをふってあいさつしてくれたのだろう。

　静せい止しした映えい像ぞうの中なかのその子こを、しばらくながめて。

　それから灯とも里りは、一いち時じ停てい止しを解かい除じょした。

「あ……。ああー……。もう、夏か夜やちゃん映うつらなくなっちゃった。このころはまだ、いっしょに遊あそぶほど仲なか良よくは、なかったもんなあ……」

　ちっちゃい夏か夜やちゃんが遊あそんでるとこ、もっと見みたかったのに。

　ちょっと残ざん念ねんに思おもいながら、ため息いきまじりに、灯とも里りは走そう馬ま灯とうの続つづきをながめる。

　このときの自じ分ぶんは、どうやら、砂すな場ばで遊あそぶことに決きめたようだった。

　画が面めんの中なかで、砂すなまみれの小ちいさな手てが、プリンの空あき容よう器きに砂すなをつめこんでいく。

　ぎゅっ、ぎゅっと砂すなを押おし固かため、容よう器きをひっくり返かえせば、パカッと砂すなのプリンが出でてくる。

「ふふ……そうそう。小ちいさいころ、こうやって砂すなのプリン作つくるの、好すきだったなあ」

　いくつもプリンを作つくって。その上うえに、葉はっぱや枝えだや、微び妙みょうに色いろのちがう小こ石いしをかざって……。

　画が面めんの中なかに、完かん成せいした大たい量りょうの砂すなのプリンがならんだところで、そのシーンは終おわった。

　また、画が面めんが切きりかわる。

　さて、次つぎのシーンは──……。







　そうして灯とも里りは、走そう馬ま灯とうをどんどん先さきへと進すすめていった。

　それは、平へい凡ぼんながらも、まちがいなく幸しあわせだと思おもえる人じん生せいだった。

「ちょっと……短みじかかったけど、ね」

　中ちゅう学がっ校こうの入にゅう学がく式しきの映えい像ぞうをながめ、しみじみと灯とも里りはつぶやく。

　ここまできたら、走そう馬ま灯とうは残のこりあと少すこしだ。

　シーンが変かわって、教きょう室しつの映えい像ぞうが映うつし出だされた。

　その中なかに、中ちゅう学がく生せいになった夏か夜やちゃんの姿すがたがあった。

「……そっかあ。こんなに最さい後ごのほうで、ようやく再さい登とう場じょうなんだ、夏か夜やちゃんは……」

　同おなじクラスで、となりの席せきになった夏か夜やちゃんと、灯とも里りはあっという間まに仲なか良よくなった。

　次つぎのシーンも。

　その次つぎのシーンも。

　走そう馬ま灯とうが映うつし出だすのは、夏か夜やちゃんといっしょにいたときの記き憶おくだった。

（……ああ。走そう馬ま灯とうが、どんどん「今いま」に近ちかづいていく──……）

　夏か夜やちゃんの顔かおが、涙なみだでぼやける。

　あふれた涙なみだが落おちて、足あしもとの暗くらがりへと、音おともなく吸すいこまれていった。

（あたし……ここで、死しんじゃうんだ。もう、夏か夜やちゃんとも、二に度どと会あえないんだ……）

　ここまで走そう馬ま灯とうを見みてきて、やっとその実じっ感かんがわいてきた。

「こんなことなら……夏か夜やちゃんと、もっと早はやく、友ともだちになりたかった」

　そのことが、ただひとつの心こころ残のこりだった。

　夏か夜やちゃんと、もっといっしょにいたかった。

　夏か夜やちゃんとの思おもい出でが、もっともっとたくさんほしかった──……。

　あとからあとから涙なみだがあふれて、目めの前まえの走そう馬ま灯とうが、もうろくに見みえやしない。

（ああ──……走そう馬ま灯とうが…………終おわる……）

　涙なみだをぬぐって、なんとか見みつめた走そう馬ま灯とうには、横おう断だん歩ほ道どうと青あお信しん号ごうが映うつっていた。

　そして直ちょく後ごに、猛もうスピードで横おう断だん歩ほ道どうに突つっこんでくる自じ動どう車しゃが──……。

　──プツッ。

　スクリーンがブラックアウトして、あたりはまた暗くらくなった。







「…………あれ？」

　灯とも里りは、リモコンを手てに持もったまま、あいかわらずそこにいた。……〈意い識しきの世せ界かい〉に。

「……？　……これで、終おわりじゃ……ないの？」

　走そう馬ま灯とうが終おわると同どう時じに、今いまこうしている自じ分ぶんも、消きえてしまうものかと思おもっていたのに。

　そうじゃないとしたら……これから、まだ何なにかあるんだろうか？

　とまどいながら、灯とも里りは【走そう馬ま灯とうのリモコン】を胸むねに抱かかえた。

　──そのときだった。

　あたりがぼんやりと明あかるくなった。

　光ひかりのもとは、走そう馬ま灯とうのスクリーン。

　そこにふたたび、映えい像ぞうが流ながれ始はじめたのだ。

「……どういうこと？」

　灯とも里りは目めを見み開ひらいて、食くい入いるようにスクリーンを見みつめる。

　画が面めんに映うつし出だされているのは、何なに事ごともなかったかのように続つづいていく、日にち常じょうの光こう景けいだ。

　……ただ。

　それは、灯とも里りの記き憶おくの中なかには存そん在ざいしない光こう景けいで。

　その映えい像ぞうは、これまで見みてきた走そう馬ま灯とうとはちがって、カラー映えい像ぞうではなく、モノクロだった。

「ひょっとして……。これって──未み来らいの走そう馬ま灯とう？」

　灯とも里りは、ごくりとつばを飲のんだ。

　未み来らいの走そう馬ま灯とう。

　そんなものがあるのかどうかは、わからない。

　人じん生せいの走そう馬ま灯とうは、その人ひとが歩あゆんできた過か去こを映うつすもののはずなのだから。

　それが未み来らいを映うつすというのは、矛む盾じゅんしている。

「でも……だったらどうして、こんな映えい像ぞうが？」

　考かんがえられるとすれば──……。

「もしもの未み来らい──ってこと？　もしも、あたしがここで死しななかったら。あたしはこのあと、こういう人じん生せいを送おくるはずだった。そんな映えい像ぞうを今いま、見みることができてるの……？」

　これもまた、便べん利りで多た機き能のうになった走そう馬ま灯とう、とやらの機き能のうのひとつなのだろうか。

「……でも。……こんなのって」

　つぶやいて、走そう馬ま灯とうの光ひかりに照てらされた顔かおを、灯とも里りはゆがめた。

　手てに入はいらない「もしもの未み来らい」を、知しったところで何なにがどうなる？

　そんなの、よけいに残ざん酷こくなだけじゃないか……。

　そう思おもいながらも、灯とも里りは、その映えい像ぞうから目めをはなすことができなかった。

　モノクロ映えい像ぞうの走そう馬ま灯とうは、過か去こを映うつしたカラー映えい像ぞうの走そう馬ま灯とうより、ずっと長ながいものだった。

　それを灯とも里りは、ときどきリモコンを使つかってシーンサーチしながら、見みていった。

　そこに映うつる、「もしもの未み来らい」の中なかの灯とも里りは──……。

　たいていいつも、夏か夜やちゃんといっしょにいた。

　高こう校こうは、夏か夜やちゃんと同おなじところを受じゅ験けんして、二人ふたりとも合ごう格かくして……。

　大だい学がくは、それぞれべつのところへ行いったけど、その間あいだもずっと友ともだち付づき合あいは続つづいて……。

　大だい学がくを卒そつ業ぎょうしてからは、夏か夜やちゃんと二人ふたりで会かい社しゃをおこして……。

　会かい社しゃの経けい営えいが軌き道どうに乗のったころ、夏か夜やちゃんと自じ分ぶんは、二人ふたりで住すむための家いえを買かった。

　夏か夜やちゃんとえらんだその家いえは、郊こう外がいにある小ちいさな一いっ軒けん家や。

　そこで二人ふたりは、家か族ぞくとして暮くらすようになった。

　十年ねん後ごも……三十年ねん後ごも……五十年ねん後ごも……。

　二人ふたりはその家いえで、共ともに年としを取とっていった。

　ときにはケンカもしながら。楽たのしいことも、苦くるしいことも、分わかち合あいながら。

　そして──……。

　すっかりおばあさんになった夏か夜やちゃんが、「おやすみ」と笑わらってリビングを出でていく。

　そんな場ば面めんで、未み来らいの走そう馬ま灯とうは終おわっていた。

「……これが。あたしの、もしもの未み来らい。……手てに入はいるかもしれなかった、人じん生せい──……」

　本ほん編ぺんの終おわったスクリーンに、エンドロールが流ながれ始はじめる。

　いちばん上うえには、自じ分ぶんの名な前まえ。

　その次つぎには、夏か夜やちゃんの名な前まえ。

　それ以い降こうも、走そう馬ま灯とうに出しゅつ演えんしたいろんな人ひとの名な前まえが、縁えんの深ふかい順じゅんにずらずらとならぶ。

　下したから上うえへ流ながれていく、その名な前まえの列れつは、すぐに涙なみだでぼやけて見みえなくなった。

「……ここで死しななければ。……あたしはこの先さき、ずっと……こんなにもずーっと、夏か夜やちゃんといっしょにいるはずだったんだ」

　灯とも里りは、涙なみだでぬれた顔かおを、ぐしゃりとゆがめた。

「そんなの──すっごい、理り想そうの人じん生せいじゃん……」

　共ともに人じん生せいを歩あゆんでいく相あい手てが、大だい好すきな友ともだち。

　それは灯とも里りにとって、想そう像ぞうしただけでも心こころがぽうっと温あたたかくなる、幸しあわせな一いっ生しょうだった。

　でも、そんな未み来らいはもう手てに入はいらない。

　──やっぱり、こんなの、ただただ残ざん酷こくなだけじゃないか。

　未み来らいの走そう馬ま灯とうなんて、見みるんじゃなかった。

　後こう悔かいしながら、灯とも里りはあとからあとからあふれる涙なみだに、服ふくのそでを押おしつけた。

　それから、どのくらいたったのか。

　気きづいたときには、エンドロールもすでに終おわっていた。

　そして、スクリーンの中ちゅう央おうに、新あらたな文も字じが浮うかんでいた。
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　走そう馬ま灯とうが終おわると、こんな表ひょう示じ画が面めんになるものなのか。

　とまどいながら、灯とも里りはその選せん択たく肢しを、じっと見みつめて考かんがえる。

（……これって。「いいえ」をえらんだら──どうなるんだろう？）

　よくわからない。画が面めんには、なんの説せつ明めいもない。

　でも……。

　どうにもまだ、なごりおしくて。

　こんな気き持もちのままでは、あの世よへ行いく気きになんて、なれなくて。

　灯とも里りはあまり深ふかく考かんがえず、リモコンのボタンで「いいえ」をえらんで、決けっ定ていボタンをポチッと押おした。

　すると、次つぎの瞬しゅん間かん。

　スクリーンいっぱいに、チャプター画が面めんが映うつし出だされた。

　走そう馬ま灯とうをシーンごとに区く切ぎって、それぞれのシーンの中なかから切きり出だした静せい止し画がをならべて、その下したに各かくシーンのタイトルを表ひょう示じした──。

　そんな画が面めんの端はしには、

『シーンをえらんで、避ひ難なんボタンを押おしてください』

　という文も字じが映うつっていた。

「…………避ひ難なん、ボタン？」

　はじめて見みるそのボタンの名な前まえを、読よみ上あげて。

　灯とも里りは、【走そう馬ま灯とうのリモコン】に目めを落おとした。

　そういえば……。

　このリモコンには、ひとつ、どう使つかうのかよくわからないボタンがある。

　それは──建たて物ものの中なかなどで見みかけるような、非ひ常じょう口ぐちのマークがついたボタン。

　出で口ぐちの外そとへ、走はしり出でようとしている人ひとを描えがいた、あれとよく似にたマークのやつだ。

（リモコンのマークの色いろは、緑みどりと白しろじゃなくて、白しろ黒くろだけど……非ひ常じょう口ぐちは避ひ難なん口ぐちとも言いうし……たぶん、このマークのボタンが〈避ひ難なん〉ボタンだよね？）

　だとすれば……。

　このボタンを押おすことで、「避ひ難なん」できる？

　いったいどこへ？　何なにから？

　それは、きっと──……。

「走そう馬ま灯とうの中なかの、えらんだシーンに……過か去この時じ間かんに、もどることで。『死し』から避ひ難なんすることができる──ってこと？」

　灯とも里りは思おもわずのどを鳴ならした。

　そんなことが──はたして、本ほん当とうに？

「でも……。ここで、走そう馬ま灯とうの中なかに『避ひ難なん』するか。でなきゃ、走そう馬ま灯とうを終おわらせて、あの世よに行いくか。選せん択たく肢しは、そのどっちかひとつ……」

　それなら……迷まようことはない。

　ここで走そう馬ま灯とうを終おわらせたら、すべてが終おわる。

　そうならないための選せん択たく肢しが、こうして用よう意いされているのだから。

　灯とも里りはふたたび顔かおを上あげ、チャプター画が面めんへとリモコンを向むけた。

　チャプターに表ひょう示じされているのは、すべてカラーの走そう馬ま灯とう──すなわち、過か去この走そう馬ま灯とうだけ。

　モノクロの未み来らいの走そう馬ま灯とうは、「避ひ難なん先さき」としてえらぶことはできないようだ。

「それじゃ……」

　灯とも里りは、リモコンの上じょう下げ左さ右ゆうボタンをポチポチ押おして、ひとつのシーンをえらぶ。

　そのシーンのタイトルは『中ちゅう学がっ校こう入にゅう学がく式しき当とう日じつ・教きょう室しつにて』。

　チャプター画が像ぞうには、笑え顔がおの夏か夜やちゃんが映うつっている。

「このシーンに……もどることができたら……！」

　いのりながら、リモコンをぎゅっとにぎりしめ。

　灯とも里りは、非ひ常じょう口ぐちマークのついた〈避ひ難なん〉ボタンを、ポチッと押おした。
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「……──へえ。それじゃ、布ふ津つ間まさんて、同おなじ幼よう稚ち園えんの出しゅっ身しんなんだ！」

　その声こえに、灯とも里りはハッとした。

（……あれ？　あたし、今いま、何なにしてたんだっけ……？）

　頭あたまがぼんやりしていた。

　なんだか、ついさっきまで、長ながい夢ゆめを見みていたような──……。

「そういえば、名な前まえ、覚おぼえてるかも。……ん？　どうかした？　布ふ津つ間まさん。おーい」

「──あっ。う、ううん。なんでもないの。えっと」

　そうだ、と灯とも里りは思おもい出だす。

　今日きょうは、中ちゅう学がっ校こうの入にゅう学がく式しきで。式しきのあと教きょう室しつにもどってから、となりの席せきになったこの生せい徒とに、話はなしかけられて。

　それがたまたま、昔むかし近きん所じょに住すんでいた子こだとわかって、幼よう稚ち園えんの話はなしになったのだ。

「……なんか、今いま。……走そう馬ま灯とうを、見みてた気きがする」

　灯とも里りがそうつぶやくと。

　となりの席せきの生せい徒とは、きょとんと目めを丸まるくしたあと、肩かたをゆすって明あかるく笑わらった。

「あはははっ。走そう馬ま灯とうってのは、ちょっと気きが早はやいんじゃないかな、同どう級きゅう生せい！」

「う、うん……そうだよね。なんでだか、ふっと、そんなふうに思おもえちゃって……」

「昔むかしの話はなしをしたからかもね。──走そう馬ま灯とうもいいけどさ。わたし、昔むかし住すんでた町まちが今いまどうなってるか、見みに行いきたいんだ。布ふ津つ間まさんって、今いまも家いえ、あのへんなんだよね？　だったら、思おもい出での場ば所しょめぐりに付つき合あってくんないかな。いろんなとこ案あん内ないとか、してくれたらなーって」

「あ……うん、いいよ。あたしでよければ」

「ありがと。じゃあ、今こん度どの日にち曜よう、布ふ津つ間まさんの予よ定ていが空あいてたら──……っていうか。名な前まえ、灯とも里り、って呼よんでもいい？」

「……うん！」

「じゃ、わたしのことも、よければ下したの名な前まえで呼よんでよ。──夏か夜や、ってさ！」







　その日ひの放ほう課か後ご。

　灯とも里りは、うきうきした気き分ぶんで帰かえり道みちを歩あるいていた。

（ふふっ。入にゅう学がく初しょ日にちに、さっそくあたらしい友ともだちができちゃった！）

　夏か夜やちゃん──。あの子ことは、なんだかとっても、仲なか良よくなれそうな予よ感かんがする！

　幼よう稚ち園えんのときは、ほとんど話はなしたこともなかったのに。

　人ひととの縁えんって、不ふ思し議ぎなものだ……。

　そんなことを思おもいながら、うしろから来きた車くるまをよけようと、道みちの端はしに寄よったとき。

　ズズッ、と。

　頭ず上じょうで何なにか音おとがして、パラパラと砂すな粒つぶが降ふってきた。

「？」

　灯とも里りは、足あしを止とめて上うえを見みた。

　次つぎの瞬しゅん間かん。

　古ふるい家いえの屋や根ねの瓦かわらが、灯とも里りのちょうど頭あたまの上うえに、落おちてきた。

[image: ]







（……あ、あれ……？）

　目めの前まえ数すうセンチに、つまり、頭あたまに直ちょく撃げきする寸すん前ぜんのところにせまった屋や根ね瓦がわらが、とつぜんピタリと動うごきを止とめた。

　いや。止とまったのではなく、思おもいっきりスローモーションになったのだ。

　そのあと、ふいにあたりが暗くらくなった。

　その暗くらがりの中なかに、男おとこと少しょう女じょの二人ふたり組ぐみが現あらわれた。

「往おう生じょう際ぎわに失しつ礼れいいたします。ぼくたちは、【走そう馬ま灯とうのリモコン】をお届とどけに来きた者ものです」

　男おとこのほうがそう言いって、少しょう女じょのほうが、灯とも里りにリモコンを差さし出だした。

　有ゆう料りょうだというそのリモコンの代だい金きんを、灯とも里りは、今いまこの場ばで払はらうことができなかったが。

「べつにいいよ、気きにしなくて。支し払はらいは……ま、今いまじゃないいつか、ってことでさ」

　少しょう女じょにそう言いわれ、灯とも里りは、そのリモコンを受うけ取とった。

　二人ふたり組ぐみが消きえたあと、灯とも里りはリモコンを使つかって、走そう馬ま灯とうを再さい生せいした。

　カラー映えい像ぞうの、過か去この走そう馬ま灯とうを、ひととおり見み終おわって。

　するとそのあと、続つづいてモノクロの映えい像ぞうが、スクリーンの上うえに再さい生せいされた。

　──灯とも里りの記き憶おくの中なかには存そん在ざいしない、「未み来らいの走そう馬ま灯とう」。

　その中なかで、灯とも里りはいつも、今日きょう友ともだちになった夏か夜やちゃんといっしょにいた。

　たとえば、灯とも里りが十三歳さいになった未み来らい。

　その日ひ、灯とも里りは誕たん生じょう日びのお祝いわいに、夏か夜やちゃんと二人ふたりで街まちへ出でかけて。

　途と中ちゅうに寄よった店みせで、灯とも里りはかわいいマグカップを見みつけて。

　夏か夜やちゃんはそれを、誕たん生じょう日びプレゼントだと言いって、買かってくれた。

　夏か夜やちゃんからのその贈おくり物ものを、灯とも里りは、帰かえり道みちも大だい事じに抱かかえて持もって──……。

「あたしが、ここで、屋や根ね瓦がわらで頭あたまを打うって死しななかったら……十三歳さいの誕たん生じょう日びには、こんな未み来らいが待まってたんだ……」

　そのあとも、「未み来らいの走そう馬ま灯とう」の中なかの灯とも里りは、長ながい人じん生せいを歩あゆんでいく。

　最さい後ごまで、ずっと夏か夜やちゃんといっしょに、幸しあわせな理り想そうの人じん生せいを。

　そんな、手に入るかもしれなかった未来を見みせられたあとでは、どうにもなごりおしくて。

　こんな気き持もちのままでは、あの世よへ行いく気きになんて、なれなくて……。
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　画が面めんに表ひょう示じされたその選せん択たく肢しから、灯とも里りは「いいえ」をえらんだ。

　そして、そのあと表ひょう示じされたチャプター画が面めんから、少すこし過か去このシーンをひとつえらんで。

「このシーンに……もどることができたら……！」

　いのりながら、リモコンをぎゅっとにぎりしめ。

　灯とも里りは、非ひ常じょう口ぐちマークのついた〈避ひ難なん〉ボタンを、ポチッと押おした。







（…………あれ？）

　走そう馬ま灯とうのスクリーンの中なかへと、吸すいこまれていきながら。

　灯とも里りは、ふと違い和わ感かんを覚おぼえた。

　……何なにかが、変へんだ。

　……これと同おなじことが。いつか、前まえにもあったような。

（……気きのせい？　──ううん、ちがう！）

　その瞬しゅん間かん、灯とも里りは思おもい出だした。

　そうだ。自じ分ぶんがこうして、走そう馬ま灯とうの中なかに逃にげこむのは、これがはじめてじゃない！

　以い前ぜんにも、こんなことがあったのだ。

　死しの危き機きにおちいったとき……まわりがスローモーションになって……。

　それから……暗くらくなった空くう間かんに、男おとこと少しょう女じょの二人ふたり組ぐみが現あらわれて……。

　その二人ふたり組ぐみから……【走そう馬ま灯とうのリモコン】を受うけ取とって……。

　そして、最さい後ごには……走そう馬ま灯とうを終おわらせたくなくて……〈避ひ難なん〉ボタンを押おして……走そう馬ま灯とうの過か去このシーンの中なかへ、逃にげこんだのだ。

（そうだ。あたしは──……いつもいつも、そうしてた）

　思おもい出だした……何なにもかも。

　そう、自じ分ぶんは。

　何なん度ども。何なん度ども。何なん度ども。何なん度ども。何なん度ども。何なん度ども。何なん度ども。何なん度ども──数かぞえきれないほど、時じ間かんをさかのぼり続つづけてきたのだ。

　そのことを、毎まい回かいこうして、走そう馬ま灯とうのスクリーンに吸すいこまれるたび、思おもい出だして。

　でも、過か去このシーンにもどるたび、そんなことは忘わすれ去さって。

　ずっと、それをくり返かえしてきた。……だから。

　灯とも里りがはじめて見みた、一回かい目めの、人じん生せいの走そう馬ま灯とう。──そのタイトルは。




『人じん生せいの走そう馬ま灯とう～布ふ津つ間ま灯とも里り（享きょう年ねん九十四）の生しょう涯がいをふり返かえる～』




（……そう、あたしは。……本ほん来らいの人じん生せいで、九十四歳さいまで生いきて……モノクロの走そう馬ま灯とうの、あの最さい後ごのシーンのあと……眠ねむるように息いきを……引ひき取とろうと……していたんだろう）

　そのときだった。あの奇き妙みょうな二人ふたり組ぐみに、はじめて出で会あったのは。

（そうだった。……あのとき、あの二人ふたり組ぐみに、【走そう馬ま灯とうのリモコン】の代だい金きんを、もう支し払はらっていたんだっけ。代だい金きんは、たしか、財さい布ふの中なか身みをぜんぶ。体からだが動うごかなかったから……財さい布ふの場ば所しょだけ、あの二人ふたりに教おしえて。お金かねは、そっちで勝かっ手てに取とっていって……と）

　一回かい目めの走そう馬ま灯とうは、最さい初しょから最さい後ごまで、すべてカラー映えい像ぞうだった。

　モノクロの走そう馬ま灯とうは、「もしもの未み来らい」なんかじゃない。

　あれこそが、最さい初しょの、本ほん来らいの、灯とも里りの人じん生せいだったのだ。

（それなのに、あたしは……【走そう馬ま灯とうのリモコン】を使つかって、過か去こにもどってしまったばっかりに──……）

　過か去こに逃にげても、死しの運うん命めいからは、のがれられるわけではなかった。

　それどころか、時じ間かんをさかのぼったぶん、その運うん命めいの瞬しゅん間かんが早はやまるだけで。

　あざやかに色いろづいていた走そう馬ま灯とうは、どんどん色いろをうしなって。

　カラー映えい像ぞうの部ぶ分ぶんは、今いまでは十三歳さいになる少すこし前まえまでの、あれだけしか残のこっていない。

　それもこれから、さらに短みじかくなっていくのだろう。

（ああ、まったく。おろかなことをしたもんだ。あたしは、あんなにも幸しあわせな、この上うえなく理り想そうの人じん生せいを、手てに入いれていたっていうのに。それをみずから、手て放ばなしてしまうだなんて──……）







　そうして──。

　灯とも里りの人じん生せいは、またいくらかの部ぶ分ぶんが、モノクロの走そう馬ま灯とうになった。

　あざやかな色いろとともに、そこにあった思おもい出では、灯とも里りの中なかからうしなわれ。

　それは、ただの「手てに入はいるかもしれなかった人じん生せい」になった。




　そんなことが、そのあとも、何なん度どかくり返かえされて──……。
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　気きがついたとき、灯とも里りは近きん所じょの公こう園えんにいた。

　なんだか、やけに頭あたまがぼんやりしていた。

　目めの前まえには、こっちを見みて、笑わらって手てをふっている子こどもがいる。

　あれは、同おなじ幼よう稚ち園えんに通かよっている……たしか、夏か夜やちゃんという子こだ。

　顔かおと名な前まえを知しっているくらいで、ほとんど話はなしをしたこともない子こだけれど。

　その子この顔かおを見みて、灯とも里りはなぜか、むしょうになつかしい気き持もちになった。

　そうまとう。

　その言こと葉ばが、ふと頭あたまの中なかに浮うかんだ。

　それは何なにか、とても大だい事じなことのように思おもえた。

　でも、それは灯とも里りの知しらない言こと葉ばだったので、少すこし考かんがえたけれど、すぐにそんなことは忘わすれてしまった。
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　朝あさ。ベッドから起おき上あがって、円まどかはカーテンを開あける。

　円まどかの部へ屋やは、一いっ戸こ建だての二階かい。部へ屋やにある窓まどは、ひとつ。

　そこから見みえる景け色しきは──。

　となりの家いえの、壁かべと窓まど。ただ、それだけ。

「ああーもう……最さい悪あくだよお～」

　朝あさ日ひも当あたらない窓まど辺べで、円まどかはガックリうなだれる。

　円まどかの家いえと、細ほそい道みちを一本ぽんはさんだとなりの家いえは、建たて物もの同どう士しの距きょ離りが近ちかい。

　せめて……せめて、このとなりの家いえの建たて物ものさえなかったら──。

「どうせ空あき家やなんだから、さっさと取とり壊こわしちゃえばいいのにー！」

　窓まどから身みを乗のり出だし、となりの家いえに向むかって、円まどかはさけんだ。

　すると、次つぎの瞬しゅん間かん。

　真ま向むかいにある窓まどのカーテンが、スーッと開あいた。

　そして、カラカラと開あけられた窓まどの中なかから、人ひとが顔かおを出だしたではないか。

　その人ひとと目めが合あって、円まどかは思おもわず固かたまった。

「へっ……!?　あっ、えっ？　ご、ごめんなさい！　──人ひとが、住すんでたんですか!?」

　てっきり、となりは空あき家やだと思おもっていたのに。というか、そう聞きいていたのに。

　いつの間まにか、新あたらしく人ひとが入はいってきていたんだろうか……？

（ど、どうしよう～。知しらずにわたし、ものすごく失しつ礼れいなこと、さけんじゃった……！）

　向むかいの窓まどの人ひとと目めを合あわせたまま、円まどかはあわあわとあせりまくる。

　その人ひとは、そんな円まどかを見みて、くすっと笑わらった。

「いいよいいよ。気きにしないでー」

　きさくな感かんじでそう言いわれて、円まどかは、とりあえず胸むねをなで下おろした。

　向むかいの窓まどの人ひとは、円まどかと同おなじ年としくらいの女おんなの子こだった。

　ショッキング・ピンクのパーカーを着きて、髪かみの毛けをまじりっけない銀ぎん髪ぱつに染そめた、派は手でな格かっ好こうの子こ。右みぎの目めには、パーカーとおそろいの色いろの眼がん帯たいを着つけている。ハートにバッテンを重かさねた柄がらの入はいった、これまた目め立だつ眼がん帯たいだ。

（こんな女おんなの子こが、おとなりになってたなんて。……けど、近きん所じょで見みかけたことのない子こだな）

　円まどかは、ちょっと首くびをかしげた。

　でも、女おんなの子こにニコッと人ひとなつっこく笑わらいかけられて、まあいいか、と笑わらい返かえした。

　女おんなの子こは、窓まど辺べにひじをついて、円まどかにたずねた。

「ところで、あなたはなんでさっき、この家いえを取とり壊こわしちゃえばいいのに、なんて言いったの？」
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「そっ、それは……」

「怒おこってるわけじゃないよ？　ただ、気きになっちゃってさ」

　──わけを教おしえてくれる？

　そう言いわれた円まどかは、肩かたをすくめて、うなずいた。

「あのね……。わたし、一か月げつくらい前まえに、ここに引ひっ越こしてきたばかりなんだけど。前まえに住すんでた家いえは、高たか台だいの上うえにあって、窓まどからのながめがすごくよかったの」

「へー、すてきだね！」

「うん……。わたしも、気きに入いってたんだ。観かん光こう地ちみたいに見み栄ばえのする景け色しき、ってわけじゃないけどさ。町まちも空そらも遠とおくまで見み渡わたせて、夜や景けいもとってもきれいで。部へ屋やからあの景け色しきが見みえるだけで、なんだか元げん気きになれてたの」

「そっかー。そんな見み晴はらしのいいとこに住すんでたなら、こんな平へい地ちの住じゅう宅たく地ちの景け色しき、物もの足たりないよね」

「そうなの～！　それにね！　特とくにわたしの部へ屋やなんて、窓まどがここの一か所しょだけなんだよ!?」

「あー。ゆいいつ部へ屋やから見みえる景け色しきが、この家いえのせいで、完かん全ぜんにふさがれちゃってるわけか」

「うう……。当とうのおとなりさんに、こんなことグチっちゃって、ごめんね～……」

　向むかいの窓まどへ、円まどかは手てを合あわせて頭あたまを下さげる。

　女おんなの子こは、「いいよいいよ」とほほえんだ。

　それからその子こは、眼がん帯たいをしていないほうの目めで、じいっと円まどかを見みつめて言いった。

「──ねえ。景け色しきのいい部へ屋やに住すみたいなら、いい方ほう法ほうがあるよ」

「……え？」

　それは、予よ想そう外がいの言こと葉ばだった。

　円まどかは、ぱりくちとまばたきし、とまどいながら聞きき返かえす。

「えっと……。それって、引ひっ越こしするってこと？」

「ううん。その部へ屋やを、『窓まどからの景け色しきがいい部へ屋や』にする方ほう法ほう、ってこと」

「……？」

　不ふ思し議ぎなことを言いう子こだな、と円まどかは思おもった。

　引ひっ越こしせずに、窓まどからの景け色しきだけを変かえるなんて……。

「そんな方ほう法ほうが、ほんとにあるの？」

　円まどかがたずねると、女おんなの子こは、にこにこ笑わらってうなずいた。

「ちょっと待まってて」

　と、女おんなの子こは、窓まどの奥おくに引ひっこんだ。

　そして、少すこししてから、紙かみ飛ひ行こう機きを持もってまた窓まど辺べにもどってきた。

「いっくよー」

　合あい図ずとともに、女おんなの子こは紙かみ飛ひ行こう機きを飛とばした。

　まっすぐきれいに飛とんできたそれを、円まどかは両りょう手てで受うけ止とめた。

　紙かみ飛ひ行こう機きの白しろい翼つばさには、ペンで何なにやら文も字じと線せんが書かかれていた。

「なあに？　これ」

　言いいながら、円まどかは紙かみ飛ひ行こう機きを広ひろげてみた。

　そこに描かかれていたのは、地ち図ずだった。

　近きん所じょの地ち図ずのようで、その中なかには一か所しょ、黒くろい星ほし印じるしがある。

「景け色しきのいい部へ屋やに住すみたいのなら、その星ほし印じるしの場ば所しょに、行いってみるといいよ！」

　女おんなの子こは、あいかわらずのきさくな笑え顔がおでそう言いった。

　円まどかは、いぶかしむ気き持もちと、そこはかとない期き待たいを胸むねに、女おんなの子こを見みつめて聞きいた。

「ここに行いったら、何なにがあるの？」

「それはー……行いってみてのお楽たのしみ！」




　そうして、円まどかの手てには、一枚まいの地ち図ずと謎なぞが残のこされたのだった。
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　と、いうわけで。

　渡わたされた手て描がきの地ち図ずを持もって、円まどかは星ほし印じるしの場ば所しょへと行いってみることにした。

「この場ば所しょは……えーっと、学がっ校こうの近ちかくだよね。通つう学がく路ろを通とおっていくのが、いちばん早はやいかな」

　玄げん関かんを出でた円まどかは、地ち図ずを片かた手てにそうつぶやいて。

　自じ分ぶんの家いえと、となりの家いえとの間あいだにある、細ほそい道みちへと入はいっていった。

　せま苦くるしいその道みちの途と中ちゅうで、円まどかは、となりの家いえの二階かいの窓まどをふと見み上あげた。

　けれど、窓まど辺べにあの子この姿すがたはもうなかった。

　細ほそい道みちを抜ぬけて、道どう路ろを渡わたれば、そこからはスクールゾーンだ。

　ちょくちょく立たち止どまって地ち図ずを見みつつ、円まどかは学がっ校こうを通とおりすぎ、いつもは行いかない道みちへと入はいっていった。

　学がっ校こうの裏うら手てにある、あまりひと気けのないビル街がい。

　その一いっ角かくの、二つの古ふるいビルのすき間まにはさまるように、細ほそい小ちいさな建たて物ものがあった。

　そこが地ち図ずに描かかれていた、黒くろい星ほし印じるしの場ば所しょだった。

　その建たて物ものの、ドアの上うえを見み上あげると、
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　と書かかれた看かん板ばんが、掲かかげられていた。

「……これ。……お店みせ、なのかな？」

　雑ざっ貨かを売うる店みせは、雑ざっ貨か店てん。

　それなら、絶ぜっ景けい──「すばらしく良よい景け色しき」を売うる店みせは、絶ぜっ景けい店てん？

　頭あたまに浮うかんだそんな考かんがえに、いやいやいや、と円まどかは自じ分ぶんで首くびをふる。

「意い味みわかんないよね。『絶ぜっ景けい』を売うるって、何なにそれ──」

「いらっしゃいませ、お客きゃくさま」

「ふわっ……!?」

　いきなりドアが開あいて、円まどかは思おもわず変へんな声こえを上あげた。

（や、やっぱり、お店みせだったんだ。……お店みせの人ひと……だよね？）

　建たて物ものから出でてきたその人ひとは、日ひよけのある帽ぼう子しをかぶって、ぶあついマフラーを巻まいていた。

　背せ格かっ好こうと声こえからして、男おとこの人ひとのようだ。

　でも、帽ぼう子しとマフラーの間あいだにあるその顔かおは、やけに真まっ暗くらな影かげになっていた。いくら目めをこらして見みても、顔かお立だちも表ひょう情じょうも、まったくわからないくらい。

「どうぞ、中なかへお入はいりください。世せ界かい各かっ国こくの絶ぜっ景けいを、いろいろ取とりそろえてありますよ」

「は、はあ……」

　見みるからに怪あやしい男おとこに、警けい戒かいしながら。

　それでもこの「店みせ」が気きになって、円まどかはおそるおそる、ドアの向むこうをのぞきこんだ。

「……うわあ！」

　少すこしのぞいただけで、円まどかは目めを丸まるくした。

　店みせの中なかは、まっすぐ奥おくへと続つづく、通つう路ろのようになっていた。

　その左さ右ゆうの壁かべには、たくさんの窓まどがあった。

　四し角かくい窓まど。丸まるい窓まど。大おおきな窓まど。小ちいさな窓まど。

　壁かべを埋うめつくさんばかりにひしめく、窓まど、窓まど、窓まど──。

　しかも、それらはただの窓まどではない。

　というのも、窓まどの中なかにある景け色しきが、ひとつひとつすべてちがう場ば所しょのものなのだ。

「……すてき！　美び術じゅつ館かんみたい！」

　円まどかは吸すいこまれるように、店みせの中なかに一いっ歩ぽ、足あしを踏ふみ入いれた。

　窓まどの中なかの景け色しきはどれも、店みせの名なにたがわぬ「絶ぜっ景けい」ばかりだった。

　緑みどりの丘おかに囲かこまれた異い国こくの町まち。降ふるような星ほし空ぞらがきらめく南なん国ごくのビーチ。底そこまで透すき通とおったエメラルドグリーンの湖みずうみ……。

　言いってみれば、写しゃ真しん集しゅうやカレンダーで見みたことがありそうな景け色しき、ではある。

　でも、それもこうして窓まど枠わくの中なかにおさまると、またひと味あじちがって見みえた。

「おもしろいお店みせですね！　これって、窓まどの形かたちをした額がく縁ぶちの中なかに、絶ぜっ景けいの写しゃ真しんを入いれて飾かざってるってことですか？　──まるで、ほんとに窓まどの外そとに、いろんな景け色しきがあるみたいです！」

　円まどかは、店みせの人ひとをふり向むいてそう言いった。

　けれども、店みせの人ひとは、くすりと笑わらってこう返かえした。

「いいえ、写しゃ真しんではありません。この店みせにある『絶ぜっ景けい』は、どれも正しょう真しん正しょう銘めい、窓まどの向むこうにある本ほん物ものの景け色しきなんですよ」

「え……？　で、でも……」

　そんなはずない、と円まどかは思おもう。

　だけど、たしかに。窓まどの中なかにある景け色しきはどれも、写しゃ真しんにしてはやけにリアルだ。

（でも。まさか、そんな……）

　円まどかは目めをこらし、あらためて、窓まどの中なかの景け色しきを見みつめた。

　すると。

（……！　景け色しきが、動うごいてる……!?）

　目めの錯さっ覚かく？　いいや、ちがう。

　窓まどの向むこうで、雲くもは少すこしずつ流ながれて形かたちを変かえていき、水みずは陽ひや月つきの光ひかりをきらめかせ、木き々ぎは風かぜに吹ふかれてゆれている。

　さっきまでは、これが写しゃ真しんだと思おもいこんでいたから、微び妙みょうな動うごきに気きづかなかったのだ。

　息いきをのんで、円まどかは店みせの奥おくへと進すすんだ。

　そうしてみると、窓まどから見みえる景け色しきはどれも、奥おく行ゆきと広ひろがりのある空くう間かんだということが、はっきりわかった。

　見みる角かく度どによって、窓まどから見みえる景け色しきの範はん囲いが変かわっていく。

　こんなの、平へい面めんの写しゃ真しんや絵えではありえない。

（どうして……？　この店みせは、左さ右ゆうをビルにはさまれてるのに。ここからこんな景け色しき、見みえるわけないのに。──というか。そもそも、これがぜんぶ本ほん物ものの景け色しきだっていうなら。窓まどから見みえる景け色しきが、ひとつひとつちがってるのが、おかしいんだ……！）

　不ふ可か解かいな光こう景けいに、頭あたまの中なかが「？」でいっぱいになる。

　そこへ、店みせの人ひとがまた声こえをかけてきた。

「いかがです？　当とう店てんの【景け色しきつきマド】は」

「……へ？　景け色しき、つき？」

「ええ。ここにあるたくさんの窓まどは、そうなんですよ。窓まどそのものに本ほん物ものの景け色しきがついていますから、壁かべにかけて飾かざるだけで、どんな部へ屋やからでも、お好このみの絶ぜっ景けいを楽たのしめるんです」

「……へえええー!?」

　店みせの人ひとの説せつ明めいに、円まどかは目めをかがやかせた。

「なんですかそれ！　すてきじゃないですか！　この窓まど、わたしの部へ屋やにもほしいんですけど！」

「ありがとうございます。【景け色しきつきマド】は、小しょうサイズがひとつ百円えん、中ちゅうサイズが千円えん、大だいサイズが五千円えん、特とく大だいサイズが一万まん円えんです。景け色しきは、どのようなものをお求もとめですか？」

「え……えっと～……」

　円まどかは、左さ右ゆうの壁かべにひしめく窓まどを、きょろきょろと見み回まわした。

　内ない心しん、意い外がいなほどの値ね段だんの安やすさにおどろきながら。

　この値ね段だんなら、サイズによっては、おこづかいでもよゆうで何なん個こも買かえるじゃないか。

　これはもう、とりあえず、買かって帰かえるしかない……！

「え～っと、それじゃあ。この、外がい国こくの町まち？　ですかね。この景け色しきがいいんですけど……」

　と、円まどかが指ゆびさしたのは、両りょう腕うでを広ひろげたくらいの横よこ幅はばがある、大おおきな窓まどだった。

　その窓まどの向むこうに見みえるのは、緑みどりの丘おかに囲かこまれた、きれいでかわいい町まち。

　焼やき菓が子しを集あつめて置おいたみたいに、そぼくな色いろ合あいの家いえ々いえが立たちならんでいる──そんな町まちなみを、どこか高たかいところから一いち望ぼうする、とても見み晴はらしのいい景け色しきだ。

「かしこまりました。チェコのチェスキー・クルムロフの町まちの景け色しきですね」

「へえ～、そうなんですか。外がい国こくの町まちとか、わたし、よく知しらないから……」

「ここは『世せ界かいでいちばん美うつくしい町まち』と名な高だかい土と地ちですよ。知しらずにこれをえらんだお客きゃくさまは、お目めが高たかい」

「……へ。へへへ～」

　みえみえのセールストークだと思おもいつつ、円まどかは照てれ笑わらいを浮うかべた。

「あの～、それで。こんなに大おおきい窓まどだと、うちには取とりつけられる壁かべがないので、この景け色しきがついた窓まどの、小ちいさいサイズってありますか？」

「はい。ただいま、お持もちいたしますね」

　そうして──円まどかはその日ひ。

　チェコのチェスキー・クルムロフの町まちの景け色しきがついた、小ちいさな窓まどをひとつ、買かって帰かえった。
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　家いえに帰かえってきた円まどかは、自じ分ぶんの部へ屋やで、買かってきた窓まどの包つつみをほどいた。

　包つつみから取とり出だした時じ点てんでは、それはガラスの向むこうが見みえるだけの、ただの窓まど。

　けれど、壁かべの空あいているスペースに、窓まどをぐっと押おしつけると。

　窓まどはぴたりと壁かべにくっついて、そのとたん、窓まどの向むこうにあの景け色しきが現あらわれた。

『絶ぜっ景けい店てん』で見みた、きれいでかわいい町まちの景け色しき。

「わあああ～、やっぱりすてき！　チェコのチェ……チェス……チェスキー？　クロム……クルル……？　なんだったっけ」

　町まちの名な前まえは、今こん度どまた調しらべておこう。

　自じ分ぶんの部へ屋やから見みえる町まちの名な前まえなんだから、それはちゃんと覚おぼえておきたい。

　ついでに、世せ界かいにあるほかの絶ぜっ景けいもいろいろ知しりたい、と円まどかは思おもった。

「大おおきな窓まどにくらべると、迫はく力りょくはおとるけど……。このかわいい窓まども、景け色しきに似に合あってる！」

　円まどかが買かってきた小しょうサイズのその窓まどは、小こぶりなクッションくらいの大おおきさだった。

　上うえのほうがアーチになった、両りょう開びらきの洋よう風ふう窓まど。

　そのガラスに、円まどかはべたりと顔かおを押おしつけた。

「はあああ～……絶ぜっ景けい～……！」

　窓まどからながめのいい景け色しきが見みえると、それだけで、なんだか元げん気きが出でてくる。

　のびのびした気き分ぶんになって、いろんなことに「やってやるぞ！」と気き合あいが入はいる。

　だから円まどかにとって、自じ分ぶんの部へ屋やの窓まどからのながめは、やっぱり大だい事じなものだった。

「チェコの町まちの空くう気きって、日に本ほんとは、ちがうにおいがするのかなあ～」

　そうつぶやきながら。

　円まどかは小ちいさなノブを指ゆびでつまんで、キィ、と窓まどを開あけてみた。

　すると──。

　そのとたん、窓まどの向むこうの景け色しきは消きえた。

　開ひらいた窓まどの向むこうには、遠とおい国くにの町まちではなく、自じ分ぶんの部へ屋やの壁かべがあるばかりだった。

　円まどかは、あわててふたたび窓まどを閉しめた。

　そうすると、窓まどの向むこうには、またさっきと同おなじ景け色しきが現あらわれた。

「……なあんだ。【景け色しきつきマド】についている景け色しきって、窓まどが閉とじてる状じょう態たいでしか、見みえないのかあ」

　それを知しって、円まどかはちょっとがっかりした。




　とはいえ、【景け色しきつきマド】が、円まどかにとって価か値ちのある商しょう品ひんであることは、変かわらなかった。

　それゆえ円まどかは数すう日じつ後ご、新あたらしい窓まどを買かうため、学がっ校こう帰がえりに『絶ぜっ景けい店てん』を訪おとずれた。

「このまえ買かった、チェコのチェスキー・クルムロフの町まちの景け色しき、とーっても気きに入いりました」

「そうですか。それはよかった」

「今こん度どの景け色しきは、なんにしようかな～。……あ。このビーチって、タヒチのボラボラ島とうですか？　こっちの湖みずうみは、中ちゅう国ごくの九きゅう寨さい溝こうのどこか？　──そうだ。ギリシャのサントリーニ島とうの景け色しきがついた窓まどって、置おいてます？　真まっ白しろな壁かべと真まっ青さおな丸まる屋や根ねのコントラストがきれいな……」

　ここ数すう日じつ間かんというもの。

　円まどかは、せっせと図と書しょ館かんに通かよったりネットで検けん索さくしたりして、世せ界かい各かっ国こくの絶ぜっ景けいを調しらべまくった。

　そのかいあって今こん回かいは、見みただけで場ば所しょの名な前まえがわかる景け色しきがいくつもあるし、具ぐ体たい的てきな場ば所しょの希き望ぼうを、こっちから伝つたえることもできるのだ！

（ふっふふ～。このまえここに来きたときは、いかにも素人しろうとって感かんじの買かい方かただったけど。今こん回かいのわたしは、なかなか【景け色しきつきマド】を買かいなれた客きゃく、って感かんじじゃない？）

　悦えつに入いりながら、円まどかは『絶ぜっ景けい店てん』での買かい物ものを楽たのしんだ。

　そうしてその日ひも、新あたらしい窓まどを買かって帰かえった。




　それからも、円まどかはたびたび学がっ校こう帰がえりに、『絶ぜっ景けい店てん』に寄より道みちした。

　円まどかが買かうのは、いつも小しょうサイズの窓まどばかりだった。

　できるだけたくさんの景け色しきを、いつでも部へ屋やから見みられるようにしたかったからである。

　もともと壁かべにかけていた、カレンダーや時と計けいははずした。ポスターもはがした。

　そうやって確かく保ほしたスペースに、円まどかはどんどん窓まどを取とりつけていった。

　円まどかの部へ屋やの壁かべは、たちまち、どこもかしこも窓まどだらけになった。

　世せ界かい各かっ国こくのいろんな絶ぜっ景けいが、ひとつの部へ屋やから、いっぺんにながめられるようになったのだ。

「ああ～最さい高こう～……！」

　ひとつひとつは、小ちいさな窓まどだけど。

　今いまこの部へ屋やは、きっと、世せ界かいでいちばんながめのいい部へ屋やだ。

「あのお店みせを教おしえてくれた女おんなの子こに……お礼れいを言いいたいなあ」

　円まどかは、そう思おもっているのだが。

　あれ以い来らい、となりの家いえの窓まどは開ひらかない。

　家いえの前まえまで行いって、チャイムを押おしたり声こえをかけたりしてみても、家いえの中なかに人ひとの気け配はいはないようで──どうもやっぱり、そこは空あき家やみたいなのだった。




[image: ]




　そんなある日ひのこと。

　円まどかは、ひとつの奇き妙みょうな【景け色しきつきマド】に出で会あった。

　古ふるぼけた木き枠わくの、小ちいさな四し角かくい窓まど。

　その前まえで足あしを止とめ、ぼうっと景け色しきをながめながら、円まどかは店みせの人ひとにたずねた。

「あの……。これって……どこの景け色しきなんですか？」

「さあ。それが、よくわからないんですよ」

　その答こたえに、円まどかはとまどった。

　どこの場ば所しょだかわからない、その景け色しきは、深ふかい森もりの中なかだった。

　木こもれ陽びの向むこうに、古ふるい小ちいさな一いっ軒けん家やらしきものが見みえている。

　けれど、景け色しきの中なかには道みちもなく、草くさの踏ふみあとさえ見み当あたらない。

　きっと、人ひとが立たち入いらなくなってから、長ながい長ながい時じ間かんが経たっているのだろう。

（……なんだろう、この景け色しき。これまで買かった窓まどの景け色しきにくらべたら、見み晴はらしがいいわけでもないし、めずらしい風ふう景けいってわけでもないし、地じ味みな景け色しきなのに……）

　円まどかは、ふらふらとその窓まどに近ちかづいて、窓まどガラスに顔かおを貼はりつけた。

　この窓まどの向むこうの景け色しきには、なんだか、やけに心こころを引ひかれる。

「──この【景け色しきつきマド】を、ください」

　気きがついたとき、円まどかはそう口くちにしていた。

「お買かい上あげ、ありがとうございます。……ただ、この【景け色しきつきマド】に関かんしては、ひとつ、注ちゅう意い点てんがあるのですが」

「へ？　……なんでしょう？」

「ご心しん配ぱいなく。ごくごく、かんたんなことですよ。この窓まどにはかならずカーテンをつけて、窓まどの向むこうの景け色しきが夜よるの間あいだは、けっしてそのカーテンを開あけないようにしてください」

「それだけ、ですか？」

「ええ。それさえ気きをつけていただければ、何なにも問もん題だいありません」

　その注ちゅう意い事じ項こうは、たしかに、べつにむずかしいことには思おもえなかった。

　円まどかは迷まよわず、「この窓まどをください」とあらためて言いった。

　そうして、いつものように、新あたらしいその窓まどを買かって帰かえった。







　家いえに帰かえってきた円まどかは、さっそく自じ分ぶんの部へ屋やの壁かべに、新あたらしい窓まどを取とりつけた。

　部へ屋やの壁かべのスペースは、その窓まどでちょうどいっぱいになった。

「あとは、この窓まどに、お店みせでもらったカーテンをつけて……っと。これでよし！」

　カーテンつきの小こ窓まどの向むこうは、すでに夕ゆう暮ぐれの森もりの景け色しきになっていた。

　円まどかは、しばらくぼうっとその景け色しきをながめたあと。

「……あっ、と。いけない。そろそろ、窓まどの向むこうが暗くらくなっちゃう」

　ハッと我われに返かえって、その【景け色しきつきマド】のカーテンを、あわてて閉しめた。

　そうやって、それからも──……。

『窓まどの向むこうの景け色しきが夜よるの間あいだは、けっしてそのカーテンを開あけないようにしてください』

　という注ちゅう意いを、円まどかはちゃんと守まもりながら、その森もりの中なかの景け色しきを楽たのしんだ。

　朝あさの森もり。昼ひるの森もり。夕ゆう方がたの森もり。晴はれの森もり。雨あめの森もり。

　いつ見みても、それはやっぱり、不ふ思し議ぎと心こころを引ひかれる景け色しきで……。

　くりかえし、見みれば見みるほど、どんどん心こころを奪うばわれていくようで……。

　毎まい日にち毎まい日にち、その景け色しきをながめているうちに。

　円まどかはやがて、こんなことを考かんがえるようになっていた。

（この景け色しきは……日ひが沈しずんで夜よるになったら、いったい、どんな景け色しきになるんだろう？）

　円まどかは、その景け色しきを想そう像ぞうした。

　木き々ぎのすき間まから差さしこんだ月つきの光ひかりが、青あおみがかった闇やみと溶とけ合あう森もり。

　それはきっと、神しん秘ぴ的てきで、怖こわいくらいに美うつくしい景け色しきにちがいない。

（あああ──……見みたい……見みたい……見みたいなあっ……！）

　想そう像ぞうすればするほどに、円まどかの中なかで、その気き持もちは強つよく大おおきくなっていった。

　そして、ある日ひとうとう。

「少すこしだけ……ほんの、ちょっとだけ……カーテンのすき間まから、チラッとのぞくくらいなら」

　円まどかはついつい、月つき明あかりに染そまったその窓まどのカーテンを、そう……っと開あけた。

　窓まどの向むこうには──。

　期き待たいしていたとおりの、神しん秘ぴ的てきで美うつくしい、夜よるの森もりの景け色しきがあった。

（…………なんだ。べつに、夜よるにカーテンを開あけたって、なんでもないじゃない）

　拍ひょう子し抜ぬけしつつも、円まどかはホッとして、その景け色しきにうっとり見みとれた。

　けれど、そのとき。

（…………ん？　……なんだろう、あれ）

　闇やみの中なかで、ふと、何なにかが動うごいた。

　……窓まどだ。

　景け色しきの中なかにある、古ふるい小ちいさな一いっ軒けん家やの窓まどが……スーッと、開ひらいたのだ。

　それだけではない。その窓まどから、何なにかが出でてくる。

　ずるり、と這はい出でてくる。

　その何なにかは、体からだを家いえの壁かべに貼はりつけながら、頭あたまを下したにして、ずるずると地じ面めんに着ちゃく地ちした。

　それから、少すこし地じ面めんを這はいずったあと、ゆっくりと立たち上あがった。

　うつむき、背せ中なかを丸まるめて、静しずかに立たちつくす「何なにか」。

　月つき明あかりの下したに浮うかぶ、その姿すがたは……人ひとのようには、見みえなかった。

　二に本ほん足あしで立たってはいるが、全ぜん身しん毛けむくじゃらで、服ふくも着きていない。

　手て足あしが異い様ように長ながくて、頭あたまの毛けが肩かたまで垂たれ下さがっていて、体からだはひょろりと細ほそくて……。

　サル……？　そんなふうにも見みえるけれど、ちがう気きもする。

　人にん間げんではなくて。かといって、動どう物ぶつでもなくて。

　あれは、なんだかもっと、得え体たいのしれないもののような──……。

「……っ！」

　ぞわっと背せ筋すじに寒さむ気けを覚おぼえて、円まどかは目めをつぶると同どう時じに、あわててカーテンを閉しめた。

　心しん臓ぞうが早はや鐘がねを打うち、手て足あしがカタカタとふるえた。

（…………何なに？　…………今いまの）

　わからない。けれど、とにかく、気き味みが悪わるくてたまらなかった。

　円まどかはすぐに、その【景け色しきつきマド】を壁かべからはずした。

　そして、その窓まどを箱はこに入いれ、ガムテープで厳げん重じゅうに封ふうをした。




　翌よく日じつ。円まどかはその【景け色しきつきマド】を、店みせに返へん品ぴんしに行いった。

「おやおや。注ちゅう意い事じ項こうを、守まもっていただけなかったのですね」

「す、すみません～……」

　円まどかは頭あたまを下さげつつも、箱はこに入いれたままのその窓まどを、店みせの人ひとに突つき返かえす。

「あの……。この窓まどの向むこうにいた、あれは、なんだったんですか？」

「ああ。あれは、〈窓まどの外そとの怪かい物ぶつ〉ですよ」

　店みせの人ひとは、なんでもないことのように、そう答こたえた。

「気き味みは悪わるいかもしれませんが、【景け色しきつきマド】の向むこうにいるぶんには、あれは害がいのないものですよ。なにせ、〈窓まどの外そとの怪かい物ぶつ〉ですからね。──どうです？　このさい、返へん品ぴんするのはおやめになって、怪かい物ぶつの姿すがたも合あわせて、窓まどの外そとの景け色しきを楽たのしんでいただくというわけには……」

「むっ、ムリです！　ぜったいイヤっ！」

　とんでもない提てい案あんに、円まどかはブンブンとかぶりをふった。

「あんなものが見みえる景け色しきのついた窓まど、とてもじゃないけど、自じ分ぶんの部へ屋やにつけてなんかいられません！」

「そうですか。では、こちらの窓まどは、お引ひき取とりいたします」

　店みせの人ひとは、あっさりうなずき、円まどかから窓まどを受うけ取とった。

　しかし、そのあとぽつりと、こう言いった。

「まあ、これを返へん品ぴんしようがしまいが、同おなじことでしょうけどね……」




　店みせの人ひとの言こと葉ばの意い味みは、すぐにわかった。

　というのも、あの窓まどを返へん品ぴんしたあと……。

〈窓まどの外そとの怪かい物ぶつ〉は、円まどかの部へ屋やのほかの窓まどに、現あらわれるようになったのである。

　あるときは、ボラボラ島とうのビーチの景け色しきの、ヤシの木こ陰かげに。

　あるときは、九きゅう寨さい溝こうの湖みずうみの景け色しきの、澄すみきった水みずの上うえに。

　あるときは、サントリーニ島とうの町まちの景け色しきの、真まっ白しろな道みちの奥おくに。

　──顔かおをうつむけ、じっとたたずむ、あの怪かい物ぶつの姿すがたが見みえるのだ。

　どうやら、最さい初しょに怪かい物ぶつが現あらわれたあの窓まどをはずしても、もう手ておくれだったらしい。

　あの怪かい物ぶつは、窓まどから窓まどへと乗のり移うつるのだ。

　あの窓まどをはずしたときには、すでにこの部へ屋やのほかの窓まどへと、乗のり移うつっていたのだろう。

　そうしてそのあとも、この部へ屋やにある窓まどから窓まどへ、次つぎ々つぎに移い動どうしている……。

（うう～、どうしよう……。怪かい物ぶつが現あらわれないようにするには、もう、部へ屋や中じゅうの【景け色しきつきマド】をぜんぶ、はずさなきゃならないの？　そんなの、いやだよ、もったいない！　せっかくながめのいい部へ屋やになったのに……！）

　そう思おもって、円まどかはしばらく、怪かい物ぶつを見みて見みぬふりしてほうっておいた。

　けれど、やっぱり。どれだけいい景け色しきでも、そこにあんな気き味みの悪わるい怪かい物ぶつがいては、せっかくの絶ぜっ景けいがだいなしだ。

　なんとかならないものか、と円まどかはなやんだ。

『絶ぜっ景けい店てん』に行いって、店みせの人ひとに相そう談だんしてもみたのだが。

「〈窓まどの外そとの怪かい物ぶつ〉は、【景け色しきつきマド】の向むこうにいるぶんには、害がいのないものですから」

　と、店みせの人ひとは、以い前ぜんと同おなじことをくり返かえすばかりだった。

（たしかに……気き味みは悪わるいけど、ただそれだけ、なんだよね……）

　このままがまんしていれば、怪かい物ぶつの姿すがたもそのうち見みなれて、気きにならなくなるかもしれない。

　腹はらをくくって、円まどかはそう考かんがえることにした。

　──が、そんな矢や先さきのこと。

　円まどかはその日ひ、チェスキー・クルムロフの町まちを見み下おろす窓まどを、おそるおそるのぞきこんだ。

　しばらくの間あいだ、窓まどの向むこうの景け色しきに、すみずみまで目めをこらして。

（…………よかった。この景け色しきの中なかには、今日きょうはあの怪かい物ぶつ、いないみたい）

　それをたしかめて、ほうっと息いきをついた──そのときだった。

　窓まどの向むこうから、バン！　とガラスがたたかれた。

　円まどかは、心しん臓ぞうが止とまりそうになった。

　窓まどガラスをたたいたのは、毛けむくじゃらの、異い様ように細ほそ長ながい二本ほんの手てだった。
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「ひっ……！」

　円まどかは、とっさに窓まどから飛とびのき、腰こしを抜ぬかして尻しりもちをついた。

　毛けむくじゃらの手ては、ガタガタ、ガタガタ、と窓まどをゆらす。

　そして、次つぎの瞬しゅん間かん。

　キィ……と、きしんだ音おとを立たてて、窓まどが開ひらいた。

　そのとたん、窓まどの外そとの景け色しきは、消きえうせた。

　窓まどの向むこうにいた、毛けむくじゃらの怪かい物ぶつとともに。

「────…………」

　円まどかは、恐きょう怖ふで声こえも出でなかった。

【景け色しきつきマド】についている景け色しきは、窓まどが閉とじている状じょう態たいでしか、見みることができない。

　だから、その窓まどを開あけて、景け色しきの中なかへ出でていくことはできないし……。

　もちろん、窓まどの外そとから、窓まどを開あけて中なかに入はいってくることも、不ふ可か能のうなのだ。

　ふるえながら、円まどかは胸むねをなで下おろした。

（……でも。……いくら、あの怪かい物ぶつが部へ屋やに入はいってくることはないって、わかってても──……やっぱりこんなの、怖こわすぎるよおおお～！）

　もし、これから先さきも、こんなことが続つづいたら。

　とてもじゃないけど、心しん臓ぞうがもたない。

（せっかく買かい集あつめた窓まど……すごく……すごく……もったいないけどっ……！）

　怪かい物ぶつのせいで心こころが休やすまらない部へ屋やよりは、もとのながめの悪わるい部へ屋やのほうが、ずっとマシだ。

　そう思おもった円まどかは、涙なみだをのんで。

　その日ひのうちに、部へ屋やにあるすべての【景け色しきつきマド】を壁かべからはずし、店みせに持もって行いって返へん品ぴんした。




（やれやれ、これでひと安あん心しん。──なんだかもう、いい景け色しきそのものも、しばらくは見みたくない気き分ぶんだよ……）

　もとどおり、窓まどがひとつになった自じ分ぶんの部へ屋やで、円まどかはぐったりうなだれた。

　この部へ屋やが、ながめの最さい悪あくな部へ屋やでよかった。

　もし、前まえに住すんでた家いえみたいに、町まちも空そらも遠とおくまで見み渡わたせる窓まどがあったなら。

　その窓まどの向むこうに、あの怪かい物ぶつの姿すがたを思おもわずさがして、ビクビクしてしまうことだろう。

（……ん？　あれ？　でも──ちょっと待まてよ）

　そこで円まどかは、ギクリとした。

　この部へ屋やに、【景け色しきつきマド】はひとつ残のこらずなくなったけど……。

　本ほん当とうに、これで安あん心しん、なんだろうか？

（だって──……あの怪かい物ぶつは、〈窓まどの外そとの怪かい物ぶつ〉なんだよね？　だったら、あの怪かい物ぶつが現あらわれるのは、何なにも【景け色しきつきマド】の外そとだけだとは、かぎらないんじゃ……？）

　それに気きづいて、円まどかは一いっ気きに血ちの気けが引ひいた。

　店みせの人ひとの言こと葉ばを、思おもい出だす。

　──〈窓まどの外そとの怪かい物ぶつ〉は、【景け色しきつきマド】の向むこうにいるぶんには、害がいのないものですから。

　そうだ。あの人ひとは、そう言いっていたではないか。

（それって、つまり。【景け色しきつきマド】じゃない窓まどの外そとに、あの怪かい物ぶつが現あらわれちゃったら。そのときあの怪かい物ぶつは、「害がいのないもの」じゃなくなるかも──って、ことなんじゃ？）

　ありえる話はなしだ。

　だって、【景け色しきつきマド】とはちがって、この部へ屋やにもとからある本ほん物ものの窓まどは……窓まどの外そとと部へ屋やの中なかの空くう間かんが、窓まどを開あけてもつながったままなのだ。

　と、いうことは。

　もしも、本ほん物ものの窓まどの外そとにあの怪かい物ぶつが現あらわれて、それが窓まどを開あけてしまったら……。

（あの怪かい物ぶつが──……部へ屋やの中なかに、入はいってきちゃう!?）

　そうなったら、〈窓まどの外そとの怪かい物ぶつ〉は、もはや「害がいのないもの」なんかじゃない。

　あの店みせの人ひとの言こと葉ばは、そういう意い味みなんじゃないだろうか──……。

（ひええええええ！　こっ、こうしちゃいられない！）

　この部へ屋やの本ほん物ものの窓まどは今いま、部へ屋やにわずかでも風かぜを通とおすために、開あけていた。

　円まどかはあわててそれを閉しめ、すかさず鍵かぎをかけて、さらにカーテンもぴっちり閉とじた。

「……か……鍵かぎをかけたんだから。これで、外そとから窓まどは、開あけられないよ……ね？」

　お願ねがいだから、そうであってくれ……！

　祈いのりつつ、円まどかはその日ひ。

　眠ねむりに就つくまで何なん度ども何なん度ども、窓まどの鍵かぎがちゃんと閉しまっていることを、すき間まなく閉とじたカーテン越ごしに、指ゆびでさわってたしかめた。







　次つぎの日ひの朝あさ。

　目めを覚さました円まどかは、大おおきくあくびをしながら、のそのそと起おき上あがった。

　どうにも、眠ねむりが浅あさかった。

　……眠ねむっている間あいだ、何なん度どか窓まどがガタガタと、音おとを立たてるのを聞きいた気きがした。

　あれは、はたして夢ゆめだったのか。それとも。

　円まどかはカーテンを開あけることなく、窓まどとその鍵かぎが閉しまっているかどうか、たしかめた。

（うん、だいじょうぶ。昨日きのう晩ばんのあの音おとが、風かぜか何なにかだったのか、あの怪かい物ぶつだったのかは、わかんないけど……。もし、あの怪かい物ぶつが来きてたんだとしても、それならあいつは、鍵かぎの閉しまった窓まどを開あけられないってことなんだし）

　円まどかは、ホッと息いきをつく。

　この窓まどの鍵かぎもカーテンも、もう二に度どと、開あけないようにしよう。

　どうせ、ながめも日ひ当あたりも、風かぜ通とおしも悪わるい窓まどなのだから、それでぜんぜんかまわない。

　そんなことを思おもいつつ、円まどかは、学がっ校こうへ行いく支し度たくを始はじめた。

　そして、いつものように家いえを出でて。

　さんさんとかがやく朝あさ日ひの中なか、いつも学がっ校こうに行いくとき通とおる、細ほそい道みちへと入はいっていった。

　円まどかの家いえと、となりの家いえとの間あいだにあるその道みちからは、円まどかの部へ屋やの窓まどが見みえる。

「開あかずの窓まど」にすると決けつ意いした、部へ屋やにひとつだけの窓まど。

　それを円まどかは、なんの気きなしに、ふと見み上あげた。

　その瞬しゅん間かん。

　円まどかは、息いきをのんだ。

　円まどかの部へ屋やの窓まどの外そとには、「あれ」がいた。

　家いえの外がい壁へきに、毛けむくじゃらの長ながい手て足あしをべたりと広ひろげて貼はりついて、開ひらかない円まどかの部へ屋やの窓まどをのぞきこんでいる──〈窓まどの外そとの怪かい物ぶつ〉が。

　そいつは、円まどかの視し線せんに気きづいたように、細ほそい道みちをふり向むいた。

　円まどかと目めが合あうと、そいつはニタリと笑わらって、壁かべを這はい下おりてきた。
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　雑ざっ草そうだらけの畑はたけの前まえで、奥おく田だはため息いきをついて、うなだれた。

「さて。今こ年としはどうしたもんかな、この畑はたけ……」

　奥おく田だがこの片かた田舎いなかに引ひっこして、畑はたけを買かって野や菜さい作づくりを始はじめたのは、去きょ年ねんのこと。

　おいしい無む農のう薬やくの野や菜さいを育そだてて売うって、いっぱい稼かせぐぞー！

　……と、最さい初しょのうちは、はりきって畑はたけの世せ話わをしていた。

　けれど、奥おく田だが目め指ざした無む農のう薬やく栽さい培ばいは、思おもった以い上じょうにむずかしいものだった。

　農のう薬やくを使つかわない畑はたけは、野や菜さいにとってサバイバルな環かん境きょうだ。

　芽めを、葉はを、実みをねらって、畑はたけにはいろんな虫むしがやってくる。

　やつらを退たい治じできなかった去きょ年ねんの畑はたけは、目めも当あてられないことになった。

　種たねをまいても、芽めが出でるそばから、虫むしがそれを食たべてしまう。

　生いき残のこった芽めが育そだっても、その葉はっぱは虫むしに食くわれてボロボロに。

　なんとか実みをつけた野や菜さいも、その実みが大おおきくなるころには、実みの表ひょう面めんが虫むしのかじり取とったあとだらけ──というありさまだった。

　そんな野や菜さい、とてもじゃないが、売うり物ものになんてなりゃしない。

　去きょ年ねんの畑はたけは、そうして大だい失しっ敗ぱいに終おわったのだった。

「無む農のう薬やく栽さい培ばいって、大たい変へんなんだなあ。無む農のう薬やくの野や菜さいって、ふつうよりも高たかく売うれそうだから、うまくいけば儲もうかるかと思おもったのに……」

　奥おく田だは、自じ分ぶんの考かんがえの甘あまさを反はん省せいした。

　ともあれ、問もん題だいは今こ年としの畑はたけだ。

　作さく物もつを育そだてなければ、せっかく買かった畑はたけがむだになる。

「もう一いち度ど、無む農のう薬やく栽さい培ばいに挑ちょう戦せんしようか。……でも、失しっ敗ぱいするのが怖こわいなあ。ここはすっぱり切きり替かえて、農のう薬やくを使つかって虫むしを退たい治じすべきだろうか。……けど、農のう薬やくを買かうと、そのぶんお金かねもかかるしな。……うーん」

　何なにか、よい方ほう法ほうはないだろうか？

　あまりお金かねをかけずに。なおかつ楽らくに、かんたんに。畑はたけを荒あらす虫むしを退たい治じする方ほう法ほうは──。

　なんてことを、ぼんやりと考かんがえていた、そのときだった。

「この畑はたけの、持もち主ぬしの方かたですか？」

　ふいに声こえをかけられて、奥おく田だはハッとふり向むいた。

　そこにいたのは、コートを着きて荷に車ぐるまを引ひく、奇き妙みょうな男おとこだった。

　その男おとこは、日ひよけのついた帽ぼう子しを目ま深ぶかにかぶって、首くびにはぶあついマフラーを巻まいていた。

　帽ぼう子しとマフラーとの間あいだにある顔かおは、逆ぎゃっ光こうのせいもあってか、顔かお立だちや表ひょう情じょうがまったくわからないくらい、真まっ暗くらだ。

　男おとこが引ひく荷に車ぐるまには、いろいろなものが載のっていた。

　古ふるぼけた行ぎょう商しょうカバン。かわいらしいデザインのキャスター付つきトランク。

　やや丸まるみのあるジュース缶かん、みたいな大おおきさと形かたちをした、数すう十個この謎なぞの物ぶっ体たい。

　そして──一人ひとりの女おんなの子こ。

　荷に台だいに座すわるその女おんなの子こは、男おとこのほうとはうってかわって、派は手でな格かっ好こうをしていた。

　ショッキング・ピンクのパーカーに、交まじりっけない銀ぎん色いろの髪かみの毛け。右みぎの目めには、パーカーとおそろいの色いろをした、ハートにバッテンを重かさねた柄がらの眼がん帯たい。

　とても目めを引ひく姿すがたのその子こは、荷に車ぐるまの荷に台だいから、にこっと奥おく田だに笑わらいかけた。

「この畑はたけ、今いま、何なにか育そだててるの？　見みたところ、雑ざっ草そうしかないみたいだけど」

　女おんなの子こにそう言いわれて、奥おく田だはうぐっと顔かおを赤あからめた。

　畑はたけの持もち主ぬしとしては、手て入いれしていないこの荒あれた畑はたけを見みられるのは、なんだかちょっと恥はずかしいものだ。

　けれどまあ、かっこつけてもしかたないので、奥おく田だは正しょう直じきにこう答こたえた。

「雑ざっ草そうしかなくて悪わるかったね。去きょ年ねん、野や菜さい作づくりに失しっ敗ぱいしちゃったから、今こ年としはどうしようかなって、今いまなやんでるところなんだよ」

「ふうん。なんで、失しっ敗ぱいしちゃったの？」

「それはね。知ち識しきもノウハウもろくにないくせに、むぼうにも、無む農のう薬やく栽さい培ばいに手てを出だしたりしたからさ。……農のう薬やくの便べん利りさと、無む農のう薬やくでやってる農のう家かの偉い大だいさを、どっちも深ふかく思おもい知しったよ」

　奥おく田だは、深ふかくため息いきをついてうなだれた。

　それから、初しょ対たい面めんの二人ふたり組ぐみに対たいして、ついついひとしきりグチをこぼした。

「──……ってわけでさあ。今いまの俺おれは、野や菜さいを食くいに来くる虫むしのことが、もう憎にくくてしかたないんだ！　ナメクジ、ヨトウムシ、バッタ、テントウムシダマシ──あいつら、人ひとがせっかく育そだてた野や菜さいを、えんりょなく食くい散ちらかしていきやがって！　こっちはさあ、虫むしのためのレストラン開ひらいてるわけじゃねーんだよっ……！」

　思おもいっきり吐はき出だした、野や菜さいの仇かたきである虫むしたちへの恨うらみつらみ。

　それを聞きいて、荷に台だいの女おんなの子こはクスクス笑わらった。

「そんなこと、虫むしさんに言いったって、わかんないよね。おいしい野や菜さいでいっぱいの畑はたけは、虫むしさんたちにとっちゃ、まさにごちそうだらけのバイキング・レストランだよ」

「まあね。……はあ。今こ年としはやっぱり、すなおに農のう薬やくの力ちからを借かりて、虫むしさんお断ことわりの畑はたけを作つくるかな。……農のう薬やくを使つかわなくてもいい方ほう法ほうがあるなら、試ためしてみたいんだけど」

「そうなの？」

「ああ。安やすくて、楽らくで、かんたんな方ほう法ほうならね」

「そうなんだ。──それなら、ちょうどよかった！」

　女おんなの子こはそう言いって、荷に車ぐるまを引ひく男おとこと顔かおを見み合あわせ、うなずいた。

「あのね！　私わたしたち、じつは物もの売うりなの。今日きょうはなんと──無む農のう薬やく野や菜さいを作つくるのにピッタリな、とっても役やく立だつ商しょう品ひんを、この荷に車ぐるまに積つんできたんだよ！」

「……へえ？」

　奥おく田だはちょっと意い外がいに思おもった。

　女おんなの子このほうは、どう見みてもまだ子こどもで、小しょう学がく生せいか中ちゅう学がく生せいくらいの年としに見みえたから。

（かわいらしい物もの売うりさんだな。男おとこのほうは、お兄にいさんかお父とうさんなのかな？　この子こは、おうちの人ひとのお仕し事ごとの手て伝つだいとか、そんなところか……）

　ほほえましい気き持もちになって、奥おく田だは思おもわず笑えみを浮うかべた。

「どんな商しょう品ひんを売うりに来きたの？　無む農のう薬やく野や菜さいを作つくるのにピッタリって、気きになるなあ」

「ふふふ、それはね──この商しょう品ひん。その名なも【置おくだけの毒どく】！」

　女おんなの子こは、得とく意いげな顔かおで、それを手てに取とってかかげてみせた。

　荷に車ぐるまに何なん十個こも積つまれている、やや丸まるみのあるジュース缶かん、みたいな大おおきさと形かたちをした、謎なぞの物ぶっ体たい──そのひとつを。

「置おくだけの……毒どく？」

　けっこう物ぶっ騒そうな商しょう品ひん名めいに、奥おく田だはとまどった。

　農のう薬やくというのも、言いってみれば、虫むし用ようの毒どくなわけだが……。

「あの。それって、農のう薬やくの類たぐいとはちがうものなの？　……人ひとの体からだへの害がいとか、どうなのかな」

「その点てんに関かんしては、ご心しん配ぱいなく」

　奥おく田だの疑ぎ問もんに、今こん度どは荷に車ぐるまを引ひく男おとこが、真まっ暗くらな顔かおをこちらに向むけた。

「なぜなら、この【置おくだけの毒どく】はですね。ナメクジならナメクジだけ、バッタならバッタだけ──というふうに、特とく定ていの生いき物もの専せん用ようの毒どくを、かんたんに作つくり出だすことができるんです！」

「……毒どくを、作り出すんですか？」

「ええ。それこそが、この商しょう品ひんの便べん利りですぐれた点てんなんです。【置おくだけの毒どく】は、上じょう下げに分わかれて開ひらく、カプセル状じょうになっていましてね。このように──」

　真まっ暗くらな顔かおの男おとこは、奥おく田だからは見みえない目めで、たぶん女おんなの子こに目め配くばせした。

　荷に台だいの女おんなの子こは、その説せつ明めいに合あわせて、【置おくだけの毒どく】をパカッと開ひらいてみせた。

「──このように、カプセルを開ひらいてですね。カプセルの中なかに、退たい治じしたい生いき物ものを入いれて、閉とじるんです。あとはこれを置おいておくだけで、その生いき物ものにだけ効きく毒どくが、周しゅう囲いに放ほう出しゅつされるというわけです」

「効こう果か範はん囲いは、この目め盛もりで調ちょう整せいできるよー。範はん囲いを最さい大だいまで広ひろげれば、これひとつで、この畑はたけだってすっぽり収おさまっちゃう！　おまけに、毒どくの効こう果かは半はん永えい久きゅう的てきに続つづくから、買かい替かえる必ひつ要ようもなくて、とってもお得とくでエコなんだよ！」

　女おんなの子こは、奥おく田だに向むかってウインクした。

　奥おく田だは笑わらい返かえしながら、

（たしかに、お得とくではあるかもだけど……。「半はん永えい久きゅう的てきに効こう果かの続つづく毒どく」って。それ、エコっていうのかなー？）

　と、内ない心しん思おもった。

「……まあ、便べん利りそうではあるね。特とく定ていの生いき物ものにだけ効きく毒どくを、こっちで自じ由ゆうに作つくれるなんて、ほんとにすごい商しょう品ひんだし。──でも、そんなにすごい道どう具ぐなら、それなりの値ね段だんはするんじゃない？　俺おれ、高たかいものは買かえないよ？」

「だいじょーぶ。これ、ひとつ千円えんだから」

「……へえ！」

　それは、想そう像ぞうよりもだいぶ安やすい。

　これひとつで、この畑はたけ全ぜん体たいに効こう果かがあって、しかも今こ年としだけでなく、ずっと効こう果かが続つづくことを考かんがえたら……使つかえばなくなってしまう農のう薬やくを買かうより、こっちのほうがずっといい。

（むしろ、この値ね段だんで本ほん当とうに効こう果かがあるのか、逆ぎゃくに不ふ安あんになるくらいだな）

　そんな奥おく田だの気き持もちを、見み透すかしたかのように。

「よろしければ、試ためしにひとつ、使つかってみますか？」

　と、真まっ暗くらな顔かおの男おとこは言いった。

「じっさいに使つかってみて、もし気きに入いらなければ、お代だいはけっこうですよ」

「えっ、いいんですか？　……ああ、でも。今いま、畑はたけに何なにも植うえていないし、目めにつく虫むしもいないから、試ためすといっても──」

「それでしたら、虫むしではなく、雑ざっ草そうに毒どくを使つかってみてはいかがでしょう？」

　そう言いわれて、奥おく田だは畑はたけをふり向むいた。

　勝かっ手てに生はえてきたいろんな草くさが、すくすくと伸のび放ほう題だいの荒あれた畑はたけ。

　そうだ。野や菜さいを植うえるにしても、その前まえに、この草くさをどうにかしなければならない。

「その商しょう品ひんは、植しょく物ぶつにも使つかえるんですか」

「はい。【置おくだけの毒どく】には、植しょく物ぶつ用ようと動どう物ぶつ用ようがございます。ですので、雑ざっ草そう対たい策さくには植しょく物ぶつ用ようを、作さく物もつを荒あらす虫むし、鳥とり、獣けものなどへの対たい策さくには動どう物ぶつ用ようを、それぞれお使つかいいただけます」

「なるほど。……そ、それじゃあ」

　奥おく田だはごくりとのどを鳴ならして、荷に台だいに積つまれたその商しょう品ひんへと、目めを向むけた。

「とりあえず、植しょく物ぶつ用ようの【置おくだけの毒どく】を、ひとつ試ためしてみてもいいですか？」

「うん。どーぞ」

　荷に台だいに座すわる女おんなの子こは、手て元もとにあったそれをひとつ、奥おく田だに差さし出だした。

　ジュース缶かんみたいな形かたちのそのカプセルには、ふたばの葉はっぱのマークがついていた。

　奥おく田だはそれを受うけ取とって、さっそくパカッとカプセルを開ひらいた。

　そして、足あしもとの草くさを引ひっこ抜ぬこうとした──が。

　土つちが硬かたくなっているのと、草くさの根ねがしっかり深ふかくまで張はっているせいで、草くさが根ね元もとでブチッとちぎれてしまった。

「ああー……うまく抜ぬけなかった。これでも、だいじょうぶですか？」

「問もん題だいないですよ。カプセルに入いれるのは、生いき物もの……植しょく物ぶつや動どう物ぶつの、一いち部ぶでいいんです」

　それならと、奥おく田だはちぎれた雑ざっ草そうの葉はっぱを、パラパラとカプセルの中なかに入いれた。

　そうして、カプセルを閉とじようとしたところ。

「待まって！」

　と、女おんなの子こがそれを止とめた。

「カプセルを閉とじる前まえに、よけいなものが入はいってないか、ちゃんと確かく認にんしなきゃだめだよ！」

「え……」

「もし、畑はたけに残のこしておきたい生いき物ものが、一いち部ぶ分ぶんでもそのカプセルの中なかに入はいってたら──カプセルを閉とじたとたんに、その生いき物ものにも効きく毒どくが、まわりに放ほう出しゅつされちゃうからね」

「そ、そっか」

　奥おく田だは、あわててカプセルの中なか身みを確かく認にんした。

　……よし、問もん題だいない。

　カプセルの中なかには、たしかに間ま違ちがいなく、ちぎった雑ざっ草そうの葉はっぱだけが入はいっていた。

　というか。今いまは畑はたけに何なにも植うえていないから、毒どくが効きいて困こまるような植しょく物ぶつは、そもそもここには生はえていないのだった。

（でも、【置おくだけの毒どく】の注ちゅう意い事じ項こうとして、これは覚おぼえておかなきゃな）

　そう思おもいつつ、奥おく田だは、カプセルのフタをカチッと閉とじた。

　すると、そのとたん──。

　カプセル全ぜん体たいが、青あお白じろい色いろに淡あわく光ひかって。

　奥おく田だのまわりに生はえている雑ざっ草そうのうち、一種しゅ類るいの草くさだけが、しおしおと枯かれ始はじめたのである。

　それは、カプセルに入いれたのと同おなじ種しゅ類るいの草くさだった。

「お……おおお……」

　奥おく田だは、畑はたけの真まん中なかに移い動どうして、カプセルの目め盛もりを調ちょう整せいした。

　毒どくの効こう果か範はん囲いを、畑はたけがすっぽり収おさまるくらいに広ひろげたのだ。

　次つぎの瞬しゅん間かん。草くさの枯かれる範はん囲いが、奥おく田だを中ちゅう心しんにして、さーっと円えんの形かたちに広ひろがった。

　ほかのいろんな雑ざっ草そうの間あいだで、一種しゅ類るいの草くさだけが、またたく間まに枯かれていく。

　それは、なかなか不ふ思し議ぎな光こう景けいだった。

「……すごい。こんなに効こう果かが強つよいのに、ほかの草くさは、ぜんぜんなんともなってない」

　その場ばにかがんで、奥おく田だは、枯かれていない草くさをつまんで引ひっぱる。

　毒どくが効きかなかったその草くさは、あいかわらず、にくらしいほどピンピンしていた。

　畑はたけには、まだまだ何なん種しゅ類るいもの雑ざっ草そうが、まじり合あってしげっている。

「よ、よし。それじゃ、次つぎはこの種しゅ類るいの草くさを──」

　つぶやいて、奥おく田だはつまんだその雑ざっ草そうの葉はっぱを、プチッとちぎった。

　そして、その葉はっぱをカプセルに入いれようとしてみたが。

　さっきとちがって、いくら力ちからをこめても、カプセルのフタが開あかない。

　あれ？　と首くびをかしげる奥おく田だに、道どう路ろから、荷に台だいの女おんなの子こがこうさけんだ。

「一度ど何なにかを入いれて、フタを閉しめたカプセルは、もう二に度どと開あかないよー！　『新あたらしい毒どく』を作つくりたいなら、新あたらしい【置おくだけの毒どく】を買かって使つかってね！」

「あ。そういうことか……。わかったよ！　じゃあ」

　奥おく田だは、畑はたけを見みまわしながら、女おんなの子こたちがいる道どう路ろに戻もどってきた。

「植しょく物ぶつ用ようの【置おくだけの毒どく】を、あといくつか買かうよ。……でも、いくつ必ひつ要ようになるかな。この畑はたけに生はえてる雑ざっ草そうが何なん種しゅ類るいあるか、まずは調しらべないと──」

「そんなこと、しなくてもいいって」

「え？」

「あとひとつ【置おくだけの毒どく】を買かって、その中なかに、枯からしたい種しゅ類るいの草くさを、ぜんぶまとめて入いれればいいんだよ。そうすれば、この畑はたけの雑ざっ草そうを、ぜんぶまとめて枯からす毒どくが作つくれるから」

「そっか……！　ひとつのカプセルに入いれる草くさや虫むしは、一種しゅ類るいじゃなくてもいいんだね！」

　そこで奥おく田だは、植しょく物ぶつ用ようの【置おくだけの毒どく】を、もうひとつだけ買かうことにした。

　財さい布ふを取とってきて、さっきのぶんとまとめて、お金かねを払はらう。

　すると。

「初しょ回かい購こう入にゅうで、一日にちに二つのお買かい上あげ、ありがとうございます。感かん謝しゃの気き持もちとして、【置おくだけの毒どく】をさらにもうひとつ、プレゼントいたします」

「はい、どーぞ。買かったのが二つとも植しょく物ぶつ用ようだから、おまけのは、動どう物ぶつ用ようのやつにしとくね」

　女おんなの子こは、荷に台だいに積つまれた【置おくだけの毒どく】を、二つまとめて奥おく田だに渡わたした。

　追つい加かで買かった、さっきと同おなじ植しょく物ぶつ用ようのものと。

　それとはちがうマークのついた、動どう物ぶつ用ようのもの。

　動どう物ぶつ用ようの【置おくだけの毒どく】には、ハエっぽい虫むしのマーク、カラスっぽい鳥とりのマーク、タヌキっぽい獣けもののマークと、三つのマークがついていた。

「わあ。どうも、ありがとう！」

　動どう物ぶつ用ようのほうも、いずれは虫むし退たい治じに使つかうことになるだろうから、タダでひとつもらえたのはうれしかった。

「それでは、ぼくらはそろそろこれで……」

「またそのうち、このへん通とおりかかると思おもうから。そのときは、またぜひごひいきにー！」

　物もの売うりの二人ふたり組ぐみは、そう言いって去さっていった。
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　男おとこが引ひく荷に車ぐるまの荷に台だいから、女おんなの子こがこちらに手てをふったので、奥おく田だも笑え顔がおで手てをふり返かえした。




　さて、そのあと。

　奥おく田だは、追つい加かで買かった二つめの【置おくだけの毒どく】を、さっそく使つかった。

　畑はたけに生はえている何なん種しゅ類るいもの雑ざっ草そうを、片かたっぱしからプチプチちぎって、いろんな種しゅ類るいがまぜこぜになったその葉はっぱを、カプセルに入いれてフタを閉とじた。

　それから、ひとつめのときと同おなじように、畑はたけの真まん中なかでカプセルの目め盛もりを調ちょう整せいすると──。

　毒どくの効こう果か範はん囲いが、見みる間まにあたりに広ひろがって。

　畑はたけの真まん中なかから端はしっこに向むかって、緑みどりの地じ面めんが、さーっとうす茶ちゃ色いろに変かわっていった。

　そうして、畑はたけに生おい茂しげっていた雑ざっ草そうは、残のこらずすっかり枯かれてしまった。

「除じょ草そう剤ざいも使つかわず、こんな楽らくにあっという間まに、雑ざっ草そうの駆く除じょが終おわるなんて……」

　畑はたけを見みまわして、奥おく田だは感かん動どうのため息いきをついた。

　仕し上あげに、奥おく田だは二つの植しょく物ぶつ用ようの【置おくだけの毒どく】を、畑はたけの真まん中なかに軽かるく埋うめた。

　こうやっておけば、この畑はたけに、もう雑ざっ草そうは生はえてこない。

「こりゃあ──……今こ年としの畑はたけは、うまくいくかもな！」

　手て元もとに残のこった【置おくだけの毒どく】を、奥おく田だはぐっとにぎりしめた。
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　それから少すこしして。

　奥おく田だは、畑はたけに野や菜さいの種たねをまいたり、畑はたけに植うえる野や菜さいの苗なえの準じゅん備びを始はじめた。

　すると、やっぱり。去きょ年ねんと同おなじく、出でてきたばかりの芽めや、育そだち始はじめた苗なえなど、やわらかい葉はっぱや茎くきをねらって、虫むしがやってくるようになった。

　そんなとき。あの物もの売うりの二人ふたり組ぐみが、ふたたび畑はたけの横よこの道みちを通とおりかかった。

「どうも、こんにちは。野や菜さい作づくりは順じゅん調ちょうですか？」

「虫むし対たい策さくのための【置おくだけの毒どく】は、もう使つかった？」

　そう声こえをかけられて、奥おく田だは、仕し事ごとの手てを止とめふり向むいた。

「ああ、どうも。──おかげさまで、あれから畑はたけの草くさ取とりをする必ひつ要ようがなくて、助たすかりますよ」

　と、まずは荷に車ぐるまを引ひく男おとこに答こたえてから。

「虫むし対たい策さくは、ちょうど、今日きょうから始はじめようとしてたところだよ」

　と、荷に台だいに座すわる女おんなの子こに答こたえる。

「今日きょう畑はたけに来きてみたら、虫むしに食くわれた葉はっぱを見みつけたからさ」

「そう。この前まえおまけで渡わたしたやつ、使つかってみるの？」

「うん。そのつもりなんだけど……。あれは今いま、そこにある納な屋やの中なかにしまってるんだ。でも、その納な屋やの鍵かぎを、今日きょうは、うっかり家いえに忘わすれてきちゃって」

「へえ、そうなの。──だったらさ」

　女おんなの子こは、にやりと笑わらった。

「その鍵かぎを、わざわざ家いえまで取とりに帰かえるのは、めんどくさいよね！　ならいっそ、新あたらしい【置おくだけの毒どく】を、今いまここで買かっちゃおうよ！」

「……ははは。いやあ、商しょう売ばい上じょう手ずだなあ」

　笑わらい返かえしながら、「でも、たしかに」と奥おく田だは思おもった。

　これから気き温おんが暖あたたかく、暑あつくなっていくにつれて、畑はたけにはいろんな虫むしがやってくる。

　さらには鳥とりや獣けものの心しん配ぱいもあるし、動どう物ぶつ用ようの【置おくだけの毒どく】は、どうせ納な屋やにあるあれひとつじゃ足たりないだろう。

「それじゃ、今日きょうは動どう物ぶつ用ようの【置おくだけの毒どく】を、ひとつもらうよ」

「わーい、まいどありー！」

　千円えん払はらって、新あらたに手てに入いれたそのカプセルを、奥おく田だは心こころ強づよい思おもいで見みつめた。

　そして──。

　日ひが暮くれてから、その日ひの畑はたけ仕し事ごとの終おわりに。

「この葉はっぱを食くった犯はん人にんは……きっと、ナメクジだな。うん。地じ面めんと葉はっぱに、やつのはいあともある」

　と、当あたりをつけて。

　そのへんでナメクジを探さがして一匹ぴきつかまえ、それを、今日きょう買かった【置おくだけの毒どく】のカプセルに入いれて、フタをした。

　そのあと、雑ざっ草そうのときと同おなじように、毒どくの効こう果か範はん囲いを調ちょう整せいして。

　青あお白じろく光ひかるそのカプセルを、奥おく田だはまた、畑はたけの真まん中なかに埋うめたのだった。







　その後ごも奥おく田だの畑はたけには、去きょ年ねんと同おなじく次つぎ々つぎと、虫むしが作さく物もつを荒あらしにやってきた。

　夜よ中なかにせっせと野や菜さいの葉はや茎くきをかじって、朝あさにはどこかにいなくなっている、ヨトウムシ。

　はじめは米こめ粒つぶくらいちっちゃいけれど、大おおきくなるとともに、どんどん食たべる葉はっぱの量りょうも多おおくなっていく、草くさ色いろのバッタ。

　ぱっと見みは益えき虫ちゅうのテントウムシに似にていても、アブラムシを食たべてはくれず、幼よう虫ちゅうも成せい虫ちゅうも野や菜さいの葉はや実みをかじる、テントウムシダマシ。

　それらの虫むしを見みつけるたびに、奥おく田だは【置おくだけの毒どく】を買かって使つかった。

　物もの売うりの二人ふたり組ぐみは、いつもとてもタイミングよく、それを売うりに来きてくれた。

　畑はたけに埋うまる「毒どく」の種しゅ類るいと数かずは、そのたび増ふえて。

　それらの「毒どく」に守まもられて、奥おく田だの畑はたけの作さく物もつは、すくすくときれいに育そだっていった。

　いろんな夏なつ野や菜さいが、葉はを広ひろげ、花はなを咲さかせ──。

　そうしてやがて、たくさんの実みを付つけ出だした。

「いいぞいいぞ。収しゅう穫かくまで、あとちょっとだ」

　まだ小ちいさな、つやつやの実みを見みて回まわりながら、奥おく田だは顔かおをほころばせた。

「今こ年としこそは、この『無む農のう薬やく野や菜さい』で稼かせいでやる！　……『毒どく』は使つかったけど、農のう薬やくは使つかってないんだから、セーフだよな、うん！」

　そういうことにしておこう、と奥おく田だは思おもった。

　畑はたけに埋うめたどの毒どくも、どうせ、人にん間げんに効きくものではないのだし。

　野や菜さいを買かって食たべるのは人にん間げんなのだから、それでいいのだ。いいはずだ。

「それにしても、いやな虫むしのいない畑はたけは、なんて気き分ぶんがいいんだろう」

　去きょ年ねんさんざん畑はたけを荒あらした虫むしたちを、今こ年としは「毒どく」で一いっ掃そうできた。

　そのことによって、奥おく田だはにっくき虫むしたちに、復ふく讐しゅうを果はたせた気き分ぶんになっていた。

「ふふふ……。ざまあみろ、食くい逃にげ犯はんの虫むしどもめ。わかったか。畑はたけはなあ……野や菜さいはなあ……人にん間げんのものなんだよおー！」

　畑はたけの真まん中なかで、奥おく田だは思おもわずそうさけんだ。




　さらにその後ごも、奥おく田だは【置おくだけの毒どく】を買かい続つづけた。

　なにせ、畑はたけの作さく物もつをねらう生いき物ものは、まだまだ次つぎ々つぎにやってくる。

　去きょ年ねんは虫むしにやられた段だん階かいで、もういいやと、畑はたけを放ほうり出だしてしまったが。作さく物もつが順じゅん調ちょうに育そだってくると、虫むしだけでなく、鳥とりや獣けものもやってくるので、それもどうにかする必ひつ要ようがあった。

　作さく物もつを荒あらす種しゅ類るいの、鳥とりの羽はねや、獣けものの毛け。

　それらを手てに入いれてきて、奥おく田だは新あらたな毒どくのカプセルを作つくり、畑はたけに埋うめた。

　そのかいあって、奥おく田だの畑はたけの野や菜さいは、傷きずひとつなく大おおきくなっていったのだった。
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　そんなある日ひ。

　いつものように、奥おく田だが畑はたけで作さ業ぎょうをしていたところ。

「……う。…………かゆい」

　気きがつけば、何なんか所しょも蚊かに刺さされてしまっていた。

　ぷうー……ん、と。

　不ふ快かいな羽は音おとが、すぐ耳みみ元もとを横よこ切ぎった。

　目めをこらせば、体からだのあちこちに、何なん匹びきもの蚊かがまとわりついていた。

　奥おく田だはあわててそれを払はらいのけるが、払はらっても払はらっても、きりがない。

「だあああーっ、もうっ！」

　奥おく田だは、たまらず畑はたけから飛とび出だした。

「一いっ気きに蚊かが出でてきたなあ。……たしか、去きょ年ねんの虫むしよけスプレーが、まだ残のこって……」

　つぶやきつつ、畑はたけの横よこにある納な屋やまでやってきて。

　しかし、そこで奥おく田だはスプレーではなく、その横よこにあったものに目めを留とめた。

　そう、それは。

　以い前ぜんおまけでもらった──動どう物ぶつ用ようの【置おくだけの毒どく】。

「そうだ……！　虫むしよけスプレーなんかより、これがあったじゃないか……！」

　奥おく田だは、さっき刺さされたところをかきながら、まだ使つかっていないそのカプセルを持もって、畑はたけにもどった。

「野や菜さいも人にん間げんも……虫むしのためのバイキング・レストランじゃ、ねーんだぞ……！」

　食くい逃にげはゆるさない。

　そのことを、蚊かにも思おもい知しらせてやる……！

　奥おく田だは、にやりと笑わらってカプセルを開ひらいた。

　そして、まわりを飛とび回まわる蚊かの中なかから、一匹ぴきをねらって──。

　そいつをパクン、とカプセルの中なかに閉とじこめた。

　カプセルが、青あお白じろく光ひかり始はじめる。

　奥おく田だはいつものように、カプセルの目め盛もりを調ちょう整せいして、毒どくの効こう果か範はん囲いを畑はたけ全ぜん体たいに広ひろげた。

「……これで、よし」

　これからは、夏なつでも蚊かになやまされることなく、畑はたけ仕し事ごとができる。

　そう思おもいつつ、奥おく田だはふうっと息いきをついた。

　ところが、その直ちょく後ご。

（……あれ？　……な……なんだ？　……これ？）

　奥おく田だは、カプセルをぽとり、と地じ面めんに落おとした。

　急きゅうに、めまいと吐はき気けと寒さむ気けにおそわれ、手て足あしがしびれ出だしたのだ。

（……ど、どうして、こんな……。まるで、毒どくでも飲のんだみたいに……──毒どく!?）
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　奥おく田だはハッとした。

　足あしもとで青あお白じろく光ひかっている、【置おくだけの毒どく】のカプセル──。

　この中なかに閉とじこめた、一匹ぴきの蚊か。

（もしかして……あれは……さっき、俺おれの血ちを吸すったばかりの、蚊かだったんじゃ……）

　だとしたら、このカプセルの中なかに入はいっているのは。

　一匹ぴきの蚊かと──その腹はらの中なかにある、人にん間げんの血ち。

『カプセルに入いれるのは、生いき物もの……植しょく物ぶつや動どう物ぶつの、一いち部ぶでいいんです』

『カプセルを閉とじる前まえに、よけいなものが入はいってないか、ちゃんと確かく認にんしなきゃだめだよ！』

『もし、畑はたけに残のこしておきたい生いき物ものが、一いち部ぶ分ぶんでもそのカプセルの中なかに入はいってたら──カプセルを閉とじたとたんに、その生いき物ものにも効きく毒どくが、まわりに放ほう出しゅつされちゃうからね』

　これを売うりにきた、あの二人ふたり組ぐみの言こと葉ばが、頭あたまの中なかによみがえる。

　生いき物ものの、一いち部ぶ。

　蚊かが吸すった一いっ滴てきの血ちでも、それが「人にん間げんの一いち部ぶ」ということになるのなら──……。

（このカプセルは……「蚊かと人にん間げん」用ようの……【置おくだけの毒どく】……に…………）
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　よく晴はれた夏なつ空ぞらの下したに広ひろがる、美うつくしい畑はたけ。

　その畑はたけの野や菜さいは、つやつやと傷きずひとつないままに、ふくらみ、色いろづき、食たべごろになっていく。

　畑はたけの真まん中なかで青あお白じろく光ひかる、いくつものカプセルの毒どくの力ちからで。

　虫むしからも、鳥とりからも、獣けものからも。

　人にん間げんからも、守まもられて。
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　見みたい夢ゆめを見みる方ほう法ほう──。

　なんとなくつけていたテレビの中なかでは、いつの間まにか、そんな特とく集しゅうが始はじまっていた。

　玲れ夢むは部へ屋やで宿しゅく題だいをしながら、その番ばん組ぐみの音おん声せいだけ、聞きくともなしに聞きいていた。

（……ふん、くだらない。見みたい夢ゆめを見みたからって、それがいったい、なんだっていうの。夢ゆめなんて、しょせん起おきたら消きえちゃう、無む意い味みなものなんだから。大だい事じなのは、現げん実じつでしょ）

　そんなことを思おもいながら、玲れ夢むはたんたんと、宿しゅく題だいのドリルの問もん題だいを解といていく。

　そうしているうちに、うつらうつら、眠ねむ気けがおそってきた。

　時じ刻こくは、夜よるの十二時じになろうとしていた。




『……──でも、夢ゆめなんて、しょせん起おきたら消きえちゃう、無む意い味みなものでしょ？　大だい事じなのは、現げん実じつだもん。見みたい夢ゆめを見みる方ほう法ほうとか、くだらないよ』

『いえいえ。そう思おもうのは、「本ほん当とうにいい夢ゆめ」を見みたことがないからですよ』

『本ほん当とうにいい夢ゆめ、って？』

『それはもちろん、夢ゆめ作づくりのプロである【夢ゆめデザイナー】がデザインした夢ゆめのことです！』

　…………ん？

　と、玲れ夢むはテレビ画が面めんに目めをやった。

〈見みたい夢ゆめを見みる方ほう法ほう〉の特とく集しゅう。それがまだ続つづいているのか。

　でも……なんだか、しゃべっていることが変へんだ。

（さっきまでは、「見みたい夢ゆめの内ない容ようを紙かみに書かいて枕まくらの下したに入いれる」とか、そんなありきたりな話はなしをしてたのに……夢ゆめデザイナー？）

　聞きいたことのないその言こと葉ばに、玲れ夢むは首くびをかしげる。

　おかしいのは、それだけじゃない。番ばん組ぐみのスタジオの様よう子すも、変へんだった。

　テレビに映うつっているのは、闇やみの中なかで、スポットライトに照てらされた二人ふたりだけ。

　ろくに画が面めんを見みていなかった番ばん組ぐみだけど、それでも、さっきまではこんなじゃなかったはずだ。ちゃんと明あかるいスタジオに、もっとたくさんのタレントがいたはず。

（というか……この二人ふたり、だれだろう？）

　テレビの中なかでしゃべっているのは、見みたことのない少しょう女じょと男おとこだった。

　ショッキング・ピンクのパーカーを着きて、右みぎの目めに柄がら入いりの眼がん帯たいをつけた、銀ぎん髪ぱつの少しょう女じょ。

　つばの広ひろい帽ぼう子しをかぶって、ぶあついマフラーを巻まいた、顔かおの部ぶ分ぶんが真まっ暗くらな男おとこ。

　タレント？　何なにかのキャラクター？

　正しょう体たい不ふ明めいのその二人ふたりのおしゃべりを、玲れ夢むは、ぼんやりと聞きき続つづけた。
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『ぼくたちなんかは、しょせん素人しろうとですからね。本ほん当とうにいい夢ゆめを見みようと思おもうなら、そこはやっぱり、お金かねを出だしてプロに頼たのむべきですよ』

『なるほどねー。でも、プロのデザインした夢ゆめって、そんなにふつうの夢ゆめと、ちがうものなの？』

『それはもう！　一いち度どプロの作つくった夢ゆめを見みたら、

「今いままで自じ分ぶんで見みていた夢ゆめはなんだったんだ」って気き持もちになりますよ』

『ええーっ。そこまで言いわれると、気きになっちゃうなあ。……うーん、でもさ。私わたし、夢ゆめっていつも、起おきたらすぐ忘わすれちゃうんだよねえ』

『ご心しん配ぱいなく。【夢ゆめデザイナー】が作つくり出だす夢ゆめは、プロならではの技ぎ術じゅつによって、目めが覚さめたあとも、現げん実じつと同おなじくらいはっきりと記き憶おくに残のこる、頑がん丈じょうな設せっ計けいになっているんです』

『わあ！　それなら、私わたしみたいに夢ゆめを忘わすれやすい人ひとでも、損そんした気き分ぶんにはならないね！　……うーん、でもなあ』

『どうしました？　まだ何なにか？』

『んんん。たしかに、すごくいい夢ゆめなんだろうなー、とは思おもうんだけど……。そんなにいい夢ゆめなら、やっぱり、値ね段だんも高たかいよね？　私わたしのおこづかいだと、手てが届とどかないんじゃ……』

『ふふふ。そう思おもいますよね？　ですが、ご安あん心しんを！　今こん回かいご紹しょう介かいさせていただく【夢ゆめデザイナー】へのご依い頼らい価か格かくは──……なんと、一か月げつぶんの夢ゆめにつき、たったの五百円えん！』

『ええっ！　プロのデザインした夢ゆめが、そんな値ね段だんで買かえちゃうの!?』

『どうです？　このおどろきの安やすさ！　こんなお得とくな話はなしはこれっきり！』

『二に度どとないチャンス、見み逃のがせないね！』

『というわけで。今いまこの番ばん組ぐみを見みている、そこのあなた！』

　スポットライトの中なかに立たつ二人ふたりが、テレビの中なかからこちらを見みた。

　それと同どう時じに、一列れつの数すう字じが、画が面めん下したに大おおきく映うつし出だされた。

　少しょう女じょと男おとこは、最さい後ごにピッタリ声こえをそろえて、

『今いますぐ、この電でん話わ番ばん号ごうにお電でん話わを！』

　そう言いって、次つぎの瞬しゅん間かん、スポットライトとともに画が面めんから消きえた。

「…………なんなの」

　玲れ夢むは、ぽかーんとあっけに取とられる。

　それから、ふと、テレビの横よこに目めをやった。

　するとそこには、電でん話わボックスがあった。

　その光こう景けいを見みて、玲れ夢むはようやく気きがついた。

　ああ、そうか。これは、夢ゆめなんだ。

　宿しゅく題だいをしながら、いつの間まにか、眠ねむってしまっていたんだ──と。

「……変へんな夢ゆめ」

　つぶやいて、玲れ夢むは、ふらりと立たち上あがり。

　そのままふらふらと、テレビの横よこの、電でん話わボックスに歩あゆみ寄よる。

　暗くらくなったテレビ画が面めんには、電でん話わ番ばん号ごうだけが、まだ消きえることなく映うつされていた。

　電でん話わボックスに入はいった玲れ夢むは、流ながれでなんとなく、その番ばん号ごうに電でん話わをかける。

（べつに、電でん話わしてもしなくても、どうでもいいんだけど。……だって、ただの夢ゆめだもの）

　ほどなくして、電でん話わの向むこうから、声こえがした。

『はあーい。こちら、〈夢ゆめ工こう房ぼうクーマー〉でーす。夢ゆめのデザインのご依い頼らいでしょーか？』

「あ……ええ。あの、テレビを見みて、電でん話わしたんですけど……」

『はいはい、どうもありがとうございまーす。夢ゆめのデザイン一か月げつぶんで、五百円えんのご契けい約やくですね。──では、明日あすの夜よる、そちらの夢ゆめの中なかにうかがいまーす！』
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「……はあ。変へんな夢ゆめ、見みてしまった」

　目め覚ざめたときには、すでに空そらは明あかるくなっていた。

　テレビは一ひと晩ばん中じゅう、つけっぱなしにしていたようだ。

　眠ねむっている間あいだに、テレビ通つう販はんの番ばん組ぐみでもやっていたのかもしれない。そのせいで、あんな夢ゆめを見みたのかも。

　そんなふうに思おもいながら、まだ残のこっていた宿しゅく題だいを、玲れ夢むはあわてて片かたづけた。

　それから、いつもどおり学がっ校こうに行いって──。

　放ほう課か後ご、帰かえり道みちの途と中ちゅうで、本ほん屋やに寄よった。

　でも、お金かねが足たりなくて、買かおうとしていた本ほんが買かえなかった。

　財さい布ふには、たしか五ご百ひゃく円えん玉だまが入はいっていたはずなのに。それが、なくなっていたのである。




　そして、その日ひの夜よる。

　眠ねむりに就ついた玲れ夢むは、夢ゆめを見みた。




「どーもどーも。〈夢ゆめ工こう房ぼうクーマー〉へようこそ！　昨さく晩ばんは、ご依い頼らいありがとうございましたー」

「えっ……」

　夢ゆめの中なかで、玲れ夢むは、きれいな事じ務む所しょのような場ば所しょにいた。

　テーブルをはさんで向むかいに、スーツを着きた見み知しらぬ人じん物ぶつが二人ふたり、座すわっている。

　テーブルの上うえには、設せっ計けい図ずのようなものが描かかれた紙かみが、何なん枚まいも広ひろげられている。

「わたくし、【夢ゆめデザイナー】のマーくんと申もうします。で、こっちがパートナーの──」

「……クーちゃんです」

　それぞれ名な乗のった二人ふたりは、ぺこりと玲れ夢むに頭あたまを下さげた。

「ではでは。さっそく、玲れ夢むさまの夢ゆめをデザインしていきましょー！　玲れ夢むさまのほうで、何なにか具ぐ体たい的てきなデザインのご希き望ぼう、ご要よう望ぼうはございますか？」

「…………」

　玲れ夢むは、〈マーくん〉の質しつ問もんを無む視しして、はあっとため息いきをついた。

　また、変へんな夢ゆめを見みてしまった……。

　きっと、昨日きのうの夢ゆめが、頭あたまの中なかに残のこっていたからだ。

　そんなふうにしか、思おもわなかったのだ。

　質しつ問もんに答こたえない玲れ夢むを見みて、マーくんはこまった顔かおになった。

　すると〈クーちゃん〉が、横よこからちょんちょん、とマーくんの肩かたをつついて言いった。

「マーくんマーくん……。どうやら、このお客きゃくさん、これをただの夢ゆめだと思おもっているぞ……」

「ええっ。自じ分ぶんで依い頼らいの電でん話わしておいて、そりゃないよー」

「あの依い頼らいの電でん話わからして……ただの夢ゆめでしかないと……まだ、思おもっているんだろうよ」

「そんなあ。──もうっ。夢ゆめをただの夢ゆめとしか思おもえないなんて、夢ゆめのない人にん間げんだなあ！」

「ややこしいぞ、マーくん。……とにかくだ。一か月げつ分ぶんの夢ゆめのデザイン料りょうは……もう、もらっているわけだから……自じ分ぶんたちは、この仕し事ごとを……やりとげる義ぎ務むがある」

「ああ、そうだねクーちゃん！　こんな状じょう況きょうでも、お客きゃくさまの秘ひめたる願がん望ぼうをあばき出だし、満まん足ぞくしてもらえる夢ゆめを作つくり上あげる──それでこそ、プロの【夢ゆめデザイナー】ってもんだ！」

　……という、やりとりのあと。

　マーくんとクーちゃんは、同どう時じにイスから立たち上あがった。

　マーくんが、きりっとビジネスモードの顔かおになって、玲れ夢むに言いう。

「玲れ夢むさま。それでは、本ほん日じつの夢ゆめのデザインは、こちらにお任まかせいただけますか？」

「……はあ。べつに、どうでもいいけど」

「承しょう知ちいたしました！　では、わたくしどもは、さっそくデザインの作さ業ぎょうに入はいりますので──」

「夢ゆめができ上あがるまで……少しょう々しょう、お待まちくださいませ……」

　二人ふたりは、ふたたびぺこりと頭あたまを下さげて。

　それから、部へ屋やの奥おくにある扉とびらの中なかへ、入はいっていった。

『作さ業ぎょう室しつ』というプレートのかかった、その扉とびらが、パタンと閉しまる。

　そのとたん。

　部へ屋やの中なかにあるものも、部へ屋やそのものも、闇やみにのまれて消きえていき。

　──玲れ夢むの意い識しきも、そこでいったん、ぷつりと途と切ぎれた。







　気きがついたとき、玲れ夢むは、見み晴はらしのいい丘おかの上うえにいた。

　横よこには、マーくんが一人ひとりで立たっていた。クーちゃんの姿すがたは、見み当あたらない。

「今こ宵よいの夢ゆめは『お任まかせ』で、ということでしたので……眠ねむりを通とおして玲れ夢むさまの潜せん在ざい意い識しきにアクセスし、そこで収しゅう集しゅうした情じょう報ほうをもとに、願がん望ぼう充じゅう足そくに最さい適てきと思おもわれる夢ゆめをデザインしました」

「……はあ」

「玲れ夢むさまの見みたい夢ゆめは──ずばりっ、これですね!?」

　そう言いって、マーくんが差さし出だしたのは、一枚まいのマントだった。

「これは、空そら飛とぶマントなんです。これを身みに着つけていれば、夢ゆめの中なかで自じ由ゆう自じ在ざいに空そらを飛とべますよ。──と、いうわけで！」

　マーくんは、マントを玲れ夢むに羽は織おらせると、その背せ中なかをどん！　と押おした。

「わわわっ……！」

　地じ面めんは坂さかになっていた。

　押おされた勢いきおいで、玲れ夢むは二、三歩ぽ坂さかを下くだったあと、つまずき前まえにつんのめった。

　両りょう足あしが、地じ面めんから離はなれて。

　転ころぶ──。

　と、思おもった、次つぎの瞬しゅん間かん。

　玲れ夢むの体からだは、ふわりと宙ちゅうに浮うき上あがった。

　マントが大おおきく広ひろがって、それと同どう時じに、体からだから重おもみが消きえ去さる。

　空くう気きのように軽かるくなった体からだは、あっというまに地じ面めんから遠とおざかり、空そら高たかく舞まい上あがった。

「わあ……っ！」

　見み下おろすと、さっきまでいた丘おかが、もう小ちいさく見みえていた。

（空そらを……飛とべそうで飛とべない夢ゆめは、何なん度どか見みたことあったけど。こんなの、はじめて……！）

　こんなに高たかくまで飛とんでも、体からだはずっと軽かるいまま。

　いつも空そら飛とぶ夢ゆめを邪じゃ魔まする「あ、落おちそう」という感かん覚かくは、いっこうにやってこない。

「これなら……遠とおくまで、飛とんでいける……かも？」

　玲れ夢むはあたりを見み回まわして、「あっちに行いってみよう」と意い識しきした。

　すると、マントがはためいて、玲れ夢むの体からだはその方ほう向こうに進すすみ始はじめた。

「うーっ、爽そう快かい！」

　方ほう向こうも、スピードも、思おもいのまま。自じ由ゆう自じ在ざいに飛とび回まわれるのが、すごく楽たのしい。

　玲れ夢むはしばらくの間あいだ、気きままに空そらを散さん歩ぽした。

　雲くもの中なかに突つっこんだり、虹にじの下したをくぐったり。雪ゆきが地ち上じょうに落おちていくのを、空そらの上うえからながめたり……。

　そして、ひととおりやりたいことをやって、空そらを飛とぶのにも飽あきたころ。

「あ……。あっちに、なんだかかわいい町まちがある。──行いってみよ！」

　目めについたのは、屋や根ねの色いろがカラフルな、おもちゃの家いえをならべたみたいな町まちだった。

　その場ば所しょを目め指ざして、玲れ夢むはぎゅーんとスピードを上あげた。

　やがてたどり着ついた、その町まちの中なかに降おり立たつと──。

　そこにいたのは、服ふくを着きた二に足そく歩ほ行こうの、うさぎたちだった。

「こっ、これは……！」

　白しろうさぎ。黒くろうさぎ。白しろ黒くろのうさぎ。オレンジがかったうす茶ちゃ色いろのうさぎ。

　モッフモフだ。町まちの住じゅう民みんが、見み渡わたすかぎりモッフモフ。

「ちょっ……。パラダイスかっ、ここは……！」

　しかも、それだけではなかった。

　モフモフうさぎたちは、玲れ夢むの姿すがたを見みるなり、わーっといっせいに走はしってきて、

「わあーい、れむちゃんだあ！」

「れむちゃん、あいたかったよおー」

「なでなでしてー。なでなでー」

　……と、ものすごい勢いきおいでなついてきたのだ。

「はああああー……！」

　パラダイスっぷりにふるえながら、玲れ夢むはうさぎたちを、思おもうぞんぶんモフりまくる。

　さらにさらに、そんな幸しあわせのさなか、追つい加かの幸しあわせがやってきた。

　うさぎたちが、たくさんのおいしそうな料りょう理りを、運はこんできたのである。

「うちのおみせの、やきたてパンなのー。れむちゃんに、いっぱいたべてほしいのー」

「ぼくは、ケーキと、クッキーと、チョコレートをもってきたよ！」

「カレーと、スパゲッティと、グラタンはいかがー？」

　それらの料りょう理りはどれもこれも、一ひと皿さらにつき、どーんと百人にん分ぶんはありそうな量りょうだった。

「こ……こんなに、食たべきれるかなあ」

　などと言いいながらも、玲れ夢むはどんどん料りょう理りを口くちに運はこぶ。

　その味あじは──どれもこれも、めちゃくちゃおいしい！

　好こう物ぶつばかりのごちそうを、玲れ夢むは心こころゆくまで味あじわった。

「くううっ、最さい高こうっ……！　夢ゆめみたい！」

「……夢ゆめですからね」

　ふいに、近ちかくで声こえがした。

　かと思おもうと、ひしめくうさぎたちのすき間まから、クーちゃんがぽふっと顔かおをのぞかせた。

「……そろそろ、時じ間かんです、お客きゃくさん。……本ほん日じつの夢ゆめは……これで、終しゅう了りょうとなります──……」







「……──はっ。…………夢ゆめ？」

　カーテン越ごしの朝あさ日ひの中なかで、玲れ夢むはパチリと目めを開あけた。

　そう……夢ゆめだ。

　空そらを飛とんだり、うさぎたちの町まちがあったり、数すう百ひゃく人にん分ぶんの料りょう理りを食たべたり。

　あんなことは、夢ゆめの中なかでしかありえない。

「でも……今いまのが、夢ゆめ？　……信しんじられない」

　空そらを飛とんだ感かん覚かくも、モフモフうさぎたちの手てざわりも、おいしい料りょう理りの味あじも。

　ぜんぶ、現げん実じつと同おなじくらい実じっ感かんを持もって、玲れ夢むの記き憶おくの中なかに残のこっていた。

　そしてそれは、現げん実じつの記き憶おくと同おなじくらい、時じ間かんがたってもうすれることはなかったのだ。

「これが──プロの【夢ゆめデザイナー】が作つくった夢ゆめ……！」

　感かん動どうしながら、玲れ夢むは、うっとりとそうつぶやいた。
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　その日ひの夜よる。

　玲れ夢むは、ドキドキしながら眠ねむりに就ついた。

　夢ゆめの中なかで気きがつくと、目めの前まえには、マーくんとクーちゃんがいた。

「どーもどーも。今こ宵よいも〈夢ゆめ工こう房ぼうクーマー〉へようこそー！　昨日きのうの夢ゆめ、いかがでした？　お気きに召めしていただけましたか!?」

「というか……これが、ただの夢ゆめじゃないこと……いいかげん、わかってもらえました……？」

　二人ふたりのその質しつ問もんに、玲れ夢むは、まとめてうなずいた。

　自じ分ぶんは、あのへんてこなテレビショッピングで本ほん当とうに、理り想そうの夢ゆめを買かったのだ。

　正せい確かくには、この二人ふたりに、夢ゆめのデザインを依い頼らいした。一か月げつ五百円えんで。

　いろいろおかしな話はなしではあるけれど。

　とにもかくにも、これが「ただの夢ゆめ」でないことは、もはや疑うたがいようがなかった。

「──で。本ほん日じつの夢ゆめは、どーなさいます？　ご希き望ぼう、ご要よう望ぼうはございますか？」

「え。えっと」

　それについては、特とくに何なにも考かんがえていなかった。

　玲れ夢むは、とりあえず今日きょうも「お任まかせで」と注ちゅう文もんした。




　いったん途と切ぎれた意い識しきを、取とり戻もどしたとき。

　玲れ夢むはまた、昨日きのうの夢ゆめと同おなじ、あの丘おかの上うえにいた。

　空そら飛とぶマントは、すでに身みに着つけてあった。

　昨日きのうと同おなじように、見み晴はらしのいい丘おかから飛とび立たって、空そらを散さん歩ぽして。

　昨日きのうと同おなじように、屋や根ねの色いろがカラフルな町まちまで、飛とんでいって。

　玲れ夢むは、町まちのモフモフうさぎたちをなでつくし、たくさんのごちそうをふる舞まわれた。

（ここまでは、昨日きのうの夢ゆめと変かわらないな……）

　そう思おもいつつ、玲れ夢むは、顔かおより大おおきな骨ほねつきチキンをほおばった。

　──と、そのとき。

　ズシン……ズシン……という地じ響ひびきが、玲れ夢むたちのいるほうへ近ちかづいてきた。

　玲れ夢むは、音おとのほうをふり返かえる。

　するとそこには、アメンボのように脚あしの長ながい、巨きょ大だいなロボットの姿すがたがあった。

「なっ……なにあれ!?」

「あっ、あれは、ときどきこのまちにやってくる、わるものだよ！」

「やまのむこうからやってきては、まちをこわしたり、まちのたべものをうばったりしていく、ひどいやつなんだ！」

「れむちゃん、おねがい！　あいつをやっつけて！」

「えっ……えええっ!?」

　玲れ夢むはギョッとする。これは、予よ想そう外がいの展てん開かいだ。

「や……やっつける、っていったって」

　ズシン！　と、ひときわ大おおきな足あし音おとが響ひびいた。

　巨きょ大だいロボットの、アメンボのような脚あしの先さきには、丸まるくぶあつい鉄てつの塊かたまりのようなものがついている。ロボットが一歩ぽ進すすむごとに、その脚あしを下おろした地じ面めんが、ボコッと丸まるくへこんでいた。
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「いや……むりだって！　あんなのに近ちかづいて、踏ふんづけられでもしたら、ぺちゃんこになっちゃうよ！」

　玲れ夢むは、青あおざめてかぶりをふった。

　けれどモフモフうさぎたちは、つぶらな瞳ひとみをうるませ、玲れ夢むのことを見み上あげてくる。

「そ……そんな目めをされても……」

「だいじょーぶですよっ、玲れ夢むさま！」

　──と。うさぎたちのうしろから、ひょっこり顔かおを出だしたのは、マーくんだった。

　玲れ夢むは、近ちかづいてくるロボットにあせりつつ、マーくんをにらみつける。

「ちょっと、これはどういうこと!?　あなたは、楽たのしくていい夢ゆめだけを見みせてくれるんじゃないの？　なんで、あんな怖こわい『敵てき』みたいなのが、夢ゆめの中なかに出でてきちゃうわけ!?」

「まーまー、落おち着ついて。あのロボットは、たしかに、この町まちの平へい和わをおびやかす『敵てき』ではありますけど……今いまの玲れ夢むさまにとっては、『怖こわい』ものじゃないですよ、ぜーんぜん」

「……どういうこと？」

「今いま、玲れ夢むさまが身みにつけているそのマント──それは、『空そら飛とぶマント』というだけじゃなく、身みにつけると超ちょう人じん的てきなパワーを発はっ揮きできる、魔ま法ほうのマントだからです！」

　その瞬しゅん間かん。マントが、パアッとかがやきを放はなった。

「さあ！　ヒーローとなって、町まちを、みんなを、守まもってください！」

「……う」

　うん。──と、玲れ夢むは思おもわずうなずいた。

　マントがかがやき出だすとともに、なんだか力ちからがみなぎって、勇ゆう気きがわいてきたからだ。

　玲れ夢むは、両りょう手ての拳こぶしをぐっとにぎって、「わるもの」を見み上あげた。

「町まちのみんなは──……この、わたしが守まもる！」

　現げん実じつならぜったい言いわないそんなセリフも、夢ゆめの中なかだから、さらっと言いえた。

　玲れ夢むは、空そらへと飛とび立たった。

　風かぜを切きって、ぎゅーんと巨きょ大だいロボットに近ちかづく。

　それに気きづいたロボットは、脚あしをふり上あげた。

　地じ面めんをへこませるほど、硬かたく重おもい脚あし先さきが、玲れ夢むめがけてふり下おろされる。

　ズドン！　ズドン！　ズドン！

　玲れ夢むは、その攻こう撃げきをスイスイかわして──。

　一いっ瞬しゅんのすきを突ついて、ロボットの脚あしの一本ぽんをつかんだ。

「うおおおおおお──……！」

　宙ちゅうに浮ういたまま、玲れ夢むはロボットの巨きょ体たいを持もち上あげて、

「とーんでけええええ──っ！」

　と。さけびながら、それを力ちからいっぱいぶん投なげた。

　ロボットは、キーンと風かぜ切きり音おんを立たてて、空そらの彼方かなたへ飛とんでいき。

　豆まめ粒つぶのように小ちいさくなったその姿すがたは、最さい後ごにキラーンと光ひかって、見みえなくなった。

「…………きっ……気き持もちいい～……！」

　はあっと息いきを吐はき出だして、玲れ夢むはたまらず笑えみを浮うかべた。

　空そら飛とぶヒーローになって、町まちのみんなを守まもる！

　超ちょう人じん的てきなパワーで、敵てきをふっ飛とばす！

　こんなこと、現げん実じつでは経けい験けんできない。夢ゆめでないと味あじわえない気き持もちよさだ。

「ね？　『敵てき』が出でてくる夢ゆめっていうのも、なかなかいいものでしょー？」

　そう言いったマーくんを、玲れ夢むはふり向むいて、

「……最さい高こうっ！」

　と、満まん面めんの笑えみでうなずいた。

　そのあと、町まちを救すくったヒーローの玲れ夢むは、うさぎたちにモフモフぎゅうぎゅうかこまれた。

「れむちゃん、すごーい！」

「れむちゃん、つよーい！」

「れむちゃん、ありがとー！」

　なできれないほどのモフモフにうもれて、これぞまさに、夢ゆめ心ごこ地ち──……！

　などと思おもった、そのとき。

　空そらからひゅるるる、とクーちゃんが落おちてきて、ストンと玲れ夢むの頭あたまに着ちゃく地ちした。

「……そろそろ、時じ間かんです、お客きゃくさん。……本ほん日じつの夢ゆめは……これで、終しゅう了りょうとなります──……」
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　そんなふうにして。

　玲れ夢むはその後ごも、【夢ゆめデザイナー】が作つくる夢ゆめを見み続つづけた。

　毎まい夜よ毎まい夜よの楽たのしい夢ゆめは、玲れ夢むをすっかりとりこにした。

「本ほん日じつの夢ゆめは、どーなさいます？　ご希き望ぼう、ご要よう望ぼうはございますか？」

「そうだなあ。今日きょうは、えっと──……」

　このごろ玲れ夢むは、夢ゆめのデザインに関かんして、自じ分ぶんでいろいろ希き望ぼうを出だすようになっていた。

「今日きょうは……あんパンを、思おもいっきり食たべたい気き分ぶん！　あのねっ、おいしいあんパンを、何なん百びゃっ個こも積つみ上あげて山やまにして、それをうさぎたちといっしょに食たべたいの！」

「はーいはい。ご希き望ぼうは、あんパンの山やま……っと」

「あー、でも。ものすごく大おおきなたまご蒸むしパン、ってのもいいなあ。ベッドになるくらいの大おおきさの、ふっかふかの蒸むしパンを、こう……両りょう手てで、わしっとちぎってさあ」

「なるほどなるほど。じゃ、それらのご希き望ぼう、まとめて本ほん日じつの夢ゆめに反はん映えいさせておきましょーか」

〈夢ゆめ工こう房ぼうクーマー〉の事じ務む所しょで、マーくんと、そのような打うち合あわせをしたあと。

　玲れ夢むはこの日ひも、空そら飛とぶマントを身みにつけて、夢ゆめの丘おかの上うえから飛とび立たった。

　いつものように、空そらの散さん歩ぽを楽たのしんでから、うさぎたちの町まちにやってきて。

　──玲れ夢むはそこで、ふと思おもいついた。

（そうだ！　食しょく事じの前まえに、いっぱい運うん動どうして、おなかをすかせておいたらどうだろう？　そうすれば、いつも以い上じょうに、夢ゆめの中なかの食たべ物ものがおいしくなるかも！）

　玲れ夢むはさっそく、その考かんがえをうさぎたちに話はなした。

　うさぎたちは「たのしそー！」と盛もり上あがって、ぴょんぴょんはねた。

　そうして玲れ夢むは、うさぎたちといっしょに、鬼おにごっこをすることになった。

　うさぎたちを追おいかけたり、うさぎたちから逃にげたりして、しばらくの間あいだ、思おもいっきり町まち中じゅうを走はしり回まわって……。

　そのうちに、ぐうぐうおなかが鳴なり出だした。

　運うん動どうとおなかのすき具ぐ合あいは、考かんがえてみれば、夢ゆめの中なかでは関かん係けいないはずだけど。

　この夢ゆめは、玲れ夢むのために作つくられた夢ゆめ。この夢ゆめの中なかで、玲れ夢むが「運うん動どうしておなかをすかせたい」と思おもえば、それはそのとおりになるのである。

　しっかりおなかをすかせたあとには、打うち合あわせのとおり、あんパンの山やまが待まっていた。

「きょうは、れむちゃんのために、いーっぱいあんパンやいたのー」

「わあっ。パン屋やのうさぎちゃん、ありがとう！」

　玲れ夢むは、そのモフモフうさぎをむぎゅっと抱だきしめ、

「それじゃ、さっそく。いっただきまーす！」

　と、あんパンを両りょう手てに持もって、ぱくり、ぱくり、とほおばった。

　その味あじわいは、もちろん、とびっきりおいしい。何なん百びゃっ個こあっても、いくらでも食たべられる。

　町まちのうさぎたちも、あんパンの山やまをモフモフ取とり囲かこみ、みんなで仲なか良よくそれを食たべた。

「みてみてー、れむちゃん。きょうは、こんなむしパンも、つくってみたのー」

　パン屋やのうさぎがそう言いって、うんしょ、うんしょ、と持もってきたのは──。

　これも、玲れ夢むが打うち合あわせで希き望ぼうしたとおりの、でっかいたまご蒸むしパンだった。

「わああああっ……！」

　かすかに甘あまいにおいがする、ベッドみたいに大おおきな、ふっかふかの黄き色いろい蒸むしパン。

　それを見みた玲れ夢むは、目めをかがやかせ。

（ああっ……！　このふかふかに飛とびこんで、体からだをうずめたい──……！）

　そう思おもうやいなや。体からだを大だいの字じにして、干ほしたての布ふ団とんに飛とびこむかのように、大おおきな蒸むしパンめがけて、ぼふっとダイブ──。

　しようとした、その寸すん前ぜん。

　うしろから、だれかに首くび根ねっこをつかまれた。

「ぐえっ……」

「あ、失しつ礼れい。……そろそろ、時じ間かんです、お客きゃくさん」

　玲れ夢むを止とめたのは、クーちゃんだった。

「……本ほん日じつの夢ゆめは……これで、終しゅう了りょうとなります」

「ええっ？　今いま、いいとこなのにー」

　玲れ夢むは面めん食くらった。【夢ゆめデザイナー】に作つくってもらった夢ゆめが、こんな中ちゅう途と半はん端ぱなところで終おわるなんて、今いままでにはなかったことだ。

　ひょっとして……。今日きょうの夢ゆめのメインである、あんパンと蒸むしパンを楽たのしむ前まえに、うさぎたちと鬼おにごっことかしていたのが、いけなかったのだろうか。

「ねっ……ねえ。あと、ちょっと！　ちょっとくらい、いいでしょ？　クーちゃん」

「……だめです。……時じ間かんですので」

「時じ間かんなら、だいじょうぶだから！　今日きょうは学がっ校こうお休やすみだから、寝ね坊ぼうしても平へい気きなの！」

「……いえ、そういうことではなくて……」

「今日きょうの夢ゆめが長ながくなったぶん、明日あしたの夢ゆめの時じ間かん、減へらしてくれてもいいからあ！」

「……そういうわけには」

「あと、十分ぷんだけ！　ううん、五分ふんだけでも……！」

　玲れ夢むは、ひっしにクーちゃんに手てを合あわせて、頼たのみこんだ。

　けれどクーちゃんは、ゆっくりと首くびを横よこにふった。

「今日きょうは……もう……むりなんです」

　そう言いって、クーちゃんは、その目めをカッと見み開ひらいた。

　それと同どう時じに、まわりの景け色しきがぐにゃりとゆがんだ。

（あ……！　夢ゆめが──覚さめちゃう！）

　その気け配はいを感かんじて、玲れ夢むは、思おもわず。

「──じゃまっ、しないでよおおおおっ！」

　と。さけびながら、クーちゃんを、力ちからいっぱいぶん投なげた。

　クーちゃんは、キーンと風かぜ切きり音おんを立たてて、空そらの彼方かなたへ飛とんでいき。

　豆まめ粒つぶのように小ちいさくなったその姿すがたは、最さい後ごにキラーンと光ひかって、見みえなくなった。

「…………し、しまった。……つい」

　やってしまった。

　目めの前まえにある、巨きょ大だいふかふかたまご蒸むしパンを、目めが覚さめる前まえに味あじわいたい一いっ心しんで。

「悪わるいことしちゃったな。……だいじょうぶかな、クーちゃん」

　今こん度ど会あったら、あやまらなければ。

　……でも。それはそれとして。

「今いまのうちに、蒸むしパンダイブをっ……！」

　気きを取とり直なおして、玲れ夢むは、巨きょ大だい蒸むしパンへと向むき直なおった。

　ところが、そのとき。

　ズシン……ズシン……という地じ響ひびきが、玲れ夢むたちのいるほうへ近ちかづいてきた。

　山やまの向むこうから、「わるもの」のロボットが、やってきたのだ。

「ええー……。何なにも、今いまこのタイミングで来こなくても……」

　今いまは、ヒーローとしてわるもの退たい治じをするより、のんびり蒸むしパンを味あじわいたいのに。

　とはいえ、来きてしまったからには、しょうがない。

　さっさとあいつをふっ飛とばして、ゆっくり蒸むしパンを食たべるとしよう。

　玲れ夢むはそう思おもい、空そら飛とぶマントをふわりと広ひろげて、飛とび立たった。

　──が、しかし。

「あっ……あれっ!?　何なにこれ。こ、コントロールが──」

　空そら飛とぶマントを身みにつけた玲れ夢むは、いつもとちがって、自じ分ぶんの意い思しとは関かん係けいなく、どんどん空そら高たかく舞まい上あがっていった。

　高たかく、高たかく、高たかく──町まちも、丘おかも、山やまも、かすんで見みえなくなるくらい、高たかく。

　そうして、しまいには、宇う宙ちゅう空くう間かんに飛とび出だしてしまった。

　そこには、燃もえ盛さかる太たい陽ようがあった。

　太たい陽ように近ちかづきすぎてしまったせいで、玲れ夢むのマントに、その炎ほのおが燃もえ移うつる。

「うっ……うわっ、ちょっ……！」

　マントはたちまち炎ほのおに包つつまれ、あっという間まに燃もえ尽つきた。

　そのとたん、体からだがずん！　と重おもくなり──。

　玲れ夢むは、もといた地ち上じょうへ、まっさかさまに落おっこちた。

「うっ……うわあああああああああっ……！」

　ひゅるるるるるるる…………ドッカーン！

　玲れ夢むは、地じ面めんにたたきつけられた。

　落らっ下かの衝しょう撃げきで地じ面めんがえぐれて、そこには、隕いん石せきが落おちたあとのような大おお穴あなができた。

　その穴あなから、玲れ夢むは、傷きずだらけになってはいずり出でた。

「うっ……ううう…………。い、痛いたい……」

　夢ゆめでなければ、こんなケガではすまなかった。

　だから、これはまちがいなく夢ゆめなのだ。

　……でも。全ぜん身しんのケガの痛いたみは、とても夢ゆめとは思おもえないくらい、リアルだった。

　よろよろと立たち上あがった玲れ夢むは、あたりを見み回まわした。

　玲れ夢むが落おちてきたその場ば所しょは、さっきまでいた、モフモフうさぎたちの町まちだった。

　けれど──。

　町まちは、めちゃくちゃにこわれていた。

　巨きょ大だいな「わるもの」ロボットが、一体たいだけでなく、何なん十体たいも町まちの中なかをうろついていて。

　そいつらが、町まちの建たて物ものをこわしながら、町まち中じゅうに灰はい色いろのガスをまき散ちらしているのだ。

　そのガスのせいなのだろう。町まちの中なかは、吐はき気けがするイヤなにおいで満みちていた。

　玲れ夢むは鼻はなと口くちを押おさえて、ロボットたちに見みつからないよう、そうっと歩あるき出だす。

　ふと見みると、食たべ残のこしたあんパンと、丸まるごとのままの巨きょ大だいたまご蒸むしパンが、そこにあった。

　……いや。あんパンと蒸むしパンだったもの、だろうか。

　どちらも、今いまはどろりと溶とけかけて、紫むらさき色いろと緑みどり色いろのまだらに変へん色しょくして、悪あく臭しゅうを放はなっていた。

「うぐっ……」

　吐はき気けをこらえつつ、痛いたむ体からだを引ひきずって、玲れ夢むはあわててそこから離はなれた。

（な……なんなのこれ!?　さっきから、この夢ゆめ、おかしいよ……！）

　こんな夢ゆめなら、もう、さっさと目めを覚さましたい──！

　どんより灰はい色いろになった町まちをさまよいながら、玲れ夢むがそう思おもった、そのときだった。

「──アンタ、バカなことをしたもんだねえ。クーちゃんの仕し事ごとを、じゃまするなんてさ」

　聞きき覚おぼえのある声こえに、玲れ夢むはハッとふり向むいた。

　そこにいたのは、マーくんだった。

　でも……なんだか、いつもと様よう子すがちがう。表ひょう情じょうも、しゃべりかたも。

「あーあ、まったく。このオレが、せっかく人にん間げんのために苦く労ろうして、苦にが手てな夢ゆめを作つくってやったってのに。それを、こんなふうにだいなしにしちゃってさあ」

「ま……マーくん？　……どういうこと？　……苦にが手てな夢ゆめ、って？」

　玲れ夢むがたずねると、マーくんは口くち元もとをゆがめて、クックッと意い地じ悪わるく笑わらった。

「オレはねえ、そもそも、いい夢ゆめを作つくるのは苦にが手てなんだよ。得とく意い分ぶん野やは、むしろその逆ぎゃく！」

「え……？　そ、そうなの？」

「ああ。そりゃあオレだって、【夢ゆめデザイナー】として仕し事ごとする以い上じょう、お客きゃくさまのためにいい夢ゆめをデザインしようと、がんばってはいるけどさ。それでも、一ひと晩ばんぶんのいい夢ゆめをデザインするたびに、どうしたってその千倍ばい！　〈失しっ敗ぱい作さくのデザイン〉を、いっしょに生うみ出だしちゃうんだ」

　マーくんは、両りょう腕うでを大おおきく広ひろげた。

「失しっ敗ぱい作さくってのは、つまり──アンタが今いま見みてる、こういう悪あく夢むのことだよ！」

　灰はい色いろのガスと悪あく臭しゅうが満みちる、こわれた町まちの中なかに、マーくんは高たからかな笑わらい声ごえを響ひびかせる。

　玲れ夢むはあっけに取とられた。

　……いったい、なんなのだ、こいつは。

　この不ぶ気き味みな悪あく夢むの中なかで、こんなにも生いき生いきと笑わらっている、こいつの正しょう体たいは──。

　玲れ夢むのその疑ぎ問もんに答こたえるように、マーくんは言いった。

「オレはもともと、〈悪あく夢む〉作づくりの専せん門もん家か！　人にん間げんの夢ゆめに取とりついて、悪あく夢むを見みせて苦くるしめる。そんな力ちからを持もった悪あく魔ま──……〈夢む魔ま〉のマーくん、だからね！」

「──な」

　おどろく玲れ夢むに向むかって、マーくんは、さらにこう続つづけた。

「こんなオレでも【夢ゆめデザイナー】になれたのは、クーちゃんがいたからさ。オレの失しっ敗ぱい作さくのデザイン──大たい量りょうの悪あく夢むを、食たべることで処しょ分ぶんしてくれる、〈獏ばく〉のクーちゃんがね」

「──っ」

　獏ばく。悪あく夢むを食たべてくれるという、伝でん説せつ上じょうの動どう物ぶつ。

　それが、クーちゃんの正しょう体たい。

「クーちゃんは、毎まい夜よ毎まい夜よ、アンタの眠ねむりの中なかで悪あく夢むを食たべていたんだよ。そして、腹はらいっぱいになったら、夢ゆめを終おわらせるため、アンタのもとへ現あらわれてたんだ。食たべきれなくなった悪あく夢むが、夢ゆめの中なかにあふれ出だす前まえに、アンタを夢ゆめから目め覚ざめさせる。それもまた、クーちゃんの大だい事じな仕し事ごとだった。……なのにさあ！」

　マーくんは、はあーっと大おおげさにため息いきをついた。

「ってことで。悪わるいが、契けい約やくは打うち切きりだ。この悪あく夢むは、もう終おわらないから」

「そっ、そんな……！　なんとかならないの!?」

「ならない。夢む魔まのオレには、夢ゆめを終おわらせる力ちからはないし……。その力ちからを持もつクーちゃんは、さっきアンタにぶん投なげられて、夢ゆめの外そとまでふっ飛とんだ」

「……クーちゃんに、もどってきてもらうことは、できないの？」

「この場ば合あいは、できないねえ。夢ゆめの主ぬしであるアンタに追おい出だされたからには、クーちゃんはもう、この夢ゆめの中なかにはもどってこられない。そういうもんなのさ」

　バサッ……と、マーくんの背せ中なかから、翼つばさが生はえた。

　コウモリのような、ギザギザとした黒くろい翼つばさ。

　それをはばたかせ、マーくんは、よどんだ色いろの空そらへと飛とび去さっていった。







　そうして、こわれた町まちに、玲れ夢むは一人ひとり残のこされた。

　空そらから落おちたときの体からだの痛いたみもそのままに、絶ぜつ望ぼう的てきな気き分ぶんで、玲れ夢むは町まちをさまよった。

（とにかく……あのロボットたちから、身みをかくせる場ば所しょに、逃にげないと）

　そう思おもいながら、避ひ難なん場ば所しょをさがしていた、そのときだった。

「あっ、れむちゃん」

「れむちゃーん。こっち、こっち」

「はやく、こっちにきて、かくれて……！」

　声こえのするほうに目めをやると、モフモフうさぎたちが、建たて物ものから顔かおを出だして呼よんでいた。

「あなたたち……無ぶ事じだったんだ！」

　玲れ夢むはいそいで、まだこわされていないその建たて物ものの中なかへと、避ひ難なんした。

　建たて物ものの中なかには、モフモフうさぎたちがひしめいていた。

　その光こう景けいに、玲れ夢むは、少すこしだけ心こころを救すくわれた。

　マーくんは、いい夢ゆめを作つくり出だすとともに、その千倍ばいの悪あく夢むを生うみ出だす。

　だから、クーちゃんがいなくなったこの夢ゆめは、ほとんど悪あく夢むになってしまったけれど。

　そんな中なかで、わずかに残のこったいい夢ゆめの部ぶ分ぶんが、きっとこのうさぎたちなのだ……。

「れむちゃん……。あのね」

　うさぎの一匹ぴきが、おずおずと玲れ夢むに話はなしかけた。

「れむちゃんは、なにかたべもの、もってない？」

「もってたら、みんなにも、わけてほしいんだ」

「まちがこわされて、たべものもなくなって、みんな、おなかがすいてるのー……」

　ほかのうさぎたちも、つぶらな瞳ひとみで玲れ夢むを見み上あげて、そう言いった。

　玲れ夢むは、胸むねを痛いためながらも、首くびを横よこにふるしかなかった。

「ごめんね……。食たべ物ものは、何なにも、持もってないの。みんなは、今いままでたくさん、おいしいものを食たべさせてくれたのに……ごめんね！」

「う、ううん。いいんだよ、れむちゃん！」

　うさぎたちも、ぷるぷると頭あたまをふった。

　その様よう子すがかわいらしくて、こんな状じょう況きょうだというのに、玲れ夢むは思おもわずほおをゆるませた。

　──しかし。

「そう……いいんだよ」

「なにも、たべるものを、もってないなら……」

「それなら、ね……」

「──……え？」

　玲れ夢むは、目めを見み開ひらき、息いきをのんだ。

　うさぎたちの体からだが、どんどん大おおきくなっていく。

　それとともに、うさぎたちの口くちが、みちみちと音おとを立たてて耳みみまでさけて──。

　その口くちから、びっしりとすき間まなくならぶ、するどいキバがのぞいた。




「それなら……かわりに、おまえを、くわせろおおおおお────！」







　終おわらない悪あく夢むは、まだ始はじまったばかりだった。
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　海うみ辺べの小ちいさなこの町まちに、菜な月つきが引ひっ越こしてきたのは、半はん年としほど前まえのこと。

　けれど、菜な月つきはこの町まちで、いまだに友ともだちを作つくれないでいる。

　この町まちは、人ひとの出で入いりがあまりない。

　だから町まちの住じゅう民みんは、たいていが昔むかしからの顔かおなじみ。

　近きん所じょや学がっ校こうの子こどもたちだって、菜な月つき以い外がい、みんな幼おさななじみ同どう士しなのだ。

　自じ分ぶんだけが、ここでは「よそ者もの」。

　そんなコンプレックスのせいで、菜な月つきはなかなか、ほかの子こどもたちに話はなしかける勇ゆう気きさえも出だせずにいた。

　本ほん当とうは、みんなといっしょに遊あそびたいのに。

　自じ分ぶんも、「この町まちの子こどもたち」の仲なか間まに入いれてほしいのに……。

（何なにか、きっかけがあるといいのにな。よそ者もので新しん入いりのわたしでも、この町まちの子こたちに「仲なか間ま」として認みとめてもらえるきっかけが──）

　ため息いきをついて、菜な月つきは海うみを見みながら、堤てい防ぼう沿ぞいの道みちをとぼとぼ歩あるいていた。

　そのとき。

　近ちかくで、聞きき覚おぼえのある声こえがした。

「今こ年としも、そろそろやるか、あれ」

「そうだねー、いつにする？」

「六年ねんでまだやってないのって、だれだっけ？」

　その会かい話わは、堤てい防ぼうの塀へいの向むこうから聞きこえてきた。

（この声こえ……同おなじクラスの、火ひ浦うらくんと、金かな森もりさんと、木き元もとくん？）

　塀へいの向むこうは、護ご岸がんブロックが敷しき詰つめられた坂さかになっている。

　そこに腰こしを下おろして、彼かれらは何なにかの相そう談だんをしているようだ。

　菜な月つきは、堤てい防ぼうの塀へいにそっと近ちかづき、その会かい話わに聞きき耳みみを立たてた。

「土つち田だと水みず野のは、たしか、今こ年としは挑ちょう戦せんするって言いってなかったか？」

「じゃ、とりあえずその二人ふたりに声こえかけて、いつにするか決きめようか。……あ。そういや、日下くさか部べにはどうする？　かくれ家がのこと、教おしえたほうがいいと思おもう？」

　菜な月つきの心しん臓ぞうが、ドキン、と跳はねる。

　日下くさか部べ、というのは菜な月つきの苗みょう字じだった。

「あー……。でも、どうかな。教おしえたとしても、日下くさか部べさんじゃ」

「そっ──それって、なんの話はなし!?」

　菜な月つきは、とっさに堤てい防ぼうの塀へいから身みを乗のり出だし、大おお声ごえでさけんだ。

　火ひ浦うら、金かな森もり、木き元もとの三人にんは、ギョッとした顔かおでふり向むいた。

「うわっ、いたのかよ日下くさか部べ！」

「あ……。ご、ごめん。たまたま、この道みち歩あるいてたら……火ひ浦うらくんたちの声こえがして……それで、なんか、わたしの名な前まえが聞きこえたもんだから……その」

　菜な月つきは、しどろもどろになって、そう言いった。

　こちらを向むいた三人にんの目めは……どれも、菜な月つきをにらんでいるように見みえた。

（……ま、まずかったかな。会かい話わに加くわわるチャンス──とか、思おもったんだけど）

　思おもいきって話はなしかけたのに……失しっ敗ぱいだったのだろうか。

　菜な月つきはどうしていいかわからず、うつむいた。

　そんな菜な月つきをよそに、火ひ浦うらたち三人にんは、護ご岸がんブロックの坂さかを下おりていった。

　堤てい防ぼうの下したで、上うえにいる菜な月つきに聞きこえないよう、三人にんは何なにやら小こ声ごえで相そう談だんし始はじめたようだった。

　菜な月つきは、胸むねがズキンとした。

（やっぱり……よそから来きたわたしは、仲なか間まはずれなんだ……？）

　そう思おもって、泣なきそうになっていると。

　堤てい防ぼうの下したから、火ひ浦うらたちがこちらを見み上あげて、手て招まねきした。

（え……？　何なに？）

　菜な月つきはとまどいつつ、堤てい防ぼうの塀へいがとぎれたところから、階かい段だんを下おりて三人にんのいる場ば所しょへと向むかった。

「あ……あの」

「こっちきて！　今いまから話はなすこと──大人おとなに聞きかれたら、まずいんだよ」

　火ひ浦うらに言いわれ、菜な月つきは、緊きん張ちょうに身みを引ひきしめた。

（何なに？　何なに？　子こどもたちだけの、秘ひ密みつの話はなし？　それを、わたしも教おしえてもらえる？　──ってことは、わたしも、「秘ひ密みつを共きょう有ゆうする仲なか間ま」に、入いれてもらえるってこと？）

　期き待たいを胸むねに、菜な月つきは三人にんのそばに寄よる。

　そうして、波なみの音おとが響ひびく中なか、四人にんは輪わになって岩いわ場ばにしゃがみこんだ。

「あのな……あそこに、小ちいさな島しまが見みえるだろ」

　火ひ浦うらは声こえをひそめて、海うみのほうを指ゆびさした。

「あの島しま、人ひとは住すんでねーんだけどさ。島しまの北きた側がわに、海うみから入はいれる洞どう窟くつがあってな。その洞どう窟くつを、奥おくに向むかって進すすんでくと、島しまの中ちゅう心しんにたどり着つく。そこには、ちょうどいい感かんじに、ぽっかり広ひろい空くう洞どうがあって──おれたちこのへんの子こどもは、その場ば所しょを『かくれ家が』って呼よんでんだ」

　菜な月つきは、沖おきに見みえるその小こ島じまをながめて、「へえ」とつぶやく。

　すると今こん度どは、金かな森もりが、けわしい顔かおでこう続つづけた。

「ただし！　──ここからが重じゅう要ようなとこだから、よく聞ききな」

「う、うん」

「あのね。かくれ家がまでの道みちってのは、ほとんどが水みずで満みたされた水すい路ろでね。つまり、かくれ家がへは、水みずの中なかをもぐって泳およいで行いくしかない。しかも、洞どう窟くつの中なかは、光ひかりが入はいってこなくて真まっ暗くらなの。そんなところを、水すい中ちゅうライトでまわりを照てらしながら、進すすんでいくんだよ。……わかる？」

　説せつ明めいされたその道みちのりを、菜な月つきは、頭あたまの中なかに思おもい浮うかべる。

　水みずで満みたされた、真まっ暗くらな洞どう窟くつの中なかを、ライトひとつで奥おくへ奥おくへと泳およいで進すすむ──……。

「そ、それって、かなり怖こわくない？」

「まあね。だから、かくれ家がに行いくのは、いわゆる度ど胸きょうだめしってわけ」

「──……！」

　話はなしを聞きいていて、菜な月つきはなんだかドキドキしてきた。

　かくれ家がとか、度ど胸きょうだめしとか。

　それらはすごく「仲なか間ま」っぽいキーワード、という感かんじがした。

「──この町まちの子こは、みんな、その度ど胸きょうだめしをやってるの？」

　菜な月つきがそうたずねると。

　三人にんは、三人にんだけで顔かおを見み合あわせ、こまったようにその顔かおをしかめた。

「……べつに、さ。この町まちの子こどもだからって、みんながやってるわけじゃないから。日下くさか部べさんも、そんなことしなくていいんだよ」

　にこりと笑わらって、木き元もとが言いった。

　火ひ浦うらと金かな森もりも、あわてたように「そうそう」とうなずく。

「ここで育そだったあたしらなんかは、ともかくさ。日下くさか部べは、このへんの海うみになれてないんだから、やめといたほうがいいよ。──ねえ？」

「ああ。そもそもあの島しまは、あぶないから近ちかづいちゃだめだって、大人おとなたちに言いわれてんだ」

「洞どう窟くつの入いり口ぐちからかくれ家がまで、けっこう遠とおいしね。途と中ちゅうに何なんか所しょか空くう気きはあるけど、それでも、息いきつぎなしで長ながく泳およげる人ひとじゃないと、おぼれちゃうかもしれないよ」

　三人にんから、口くち々ぐちにたしなめられて。

　菜な月つきはひるみながらも、納なっ得とくいかない気き持もちになる。

（……何なにそれ。……わたしには、そのかくれ家がに、来くるなっていうの？）

　菜な月つきは無む言ごんでうつむいた。

　すると、火ひ浦うらたちは、ちょっとあせった声こえになって。

「おい、日下くさか部べ。今いまここで聞きいたこと、大人おとなにはぜってーばらすなよ！　そのために、かくれ家がのこととか度ど胸きょうだめしのこととか、こうしておまえに話はなしたんだぞ」

「へたにかくして興きょう味み持もたれて、勝かっ手てにかくれ家がのこと探さぐられると、まずいからね。町まちの人ひとに聞きいて回まわられでもしたら、大人おとなの耳みみにも入はいっちゃうだろうし」

「大人おとなに知しられたら、島しまの洞どう窟くつの入いり口ぐちは、たぶん封ふう鎖さされちゃうと思おもうんだ。……だから、たのむよ、日下くさか部べさん。かくれ家がを守まもるために、このことは、秘ひ密みつにしておいて」

「…………」

　わかった──と。

　菜な月つきは、消きえ入いりそうな声こえで答こたえて、うなずいた。

（なんだ……そういうことだったんだ。秘ひ密みつを教おしえてもらえて、仲なか間まに入いれてもらえるのかなって……思おもったのに──）

　むしろ、かえって念ねん入いりに、仲なか間まはずれにされた気きがする。

　涙なみだがこぼれそうになるのを、菜な月つきはひっしでがまんした。







　火ひ浦うらたちと別わかれたあと。

　菜な月つきは、一人ひとりで帰かえり道みちをたどりながら、考かんがえた。

（あの子こたちは……よそから来きたわたしには、この町まちの子こどもの度ど胸きょうだめしなんて、できるわけないって思おもってるんだ。……そんなことないもん。たしかに、この町まちの子こたちは、海うみになれてるかもしれないけど。わたしだって、これでも泳およぎは得とく意いなんだから）

　菜な月つきは、自じ信しんがあった。

　海うみのそばで育そだってはいなくても。幼よう稚ち園えんのときから、ずっと水すい泳えい教きょう室しつに通かよっているし、海うみでの遠えん泳えいや、ダイビングだって何なん度どもやったことがある。

（息いきつぎなしで、長ながい時じ間かんもぐって泳およぐのだって──人ひとよりずっと得とく意いだもん！）

　だから──。

　自じ分ぶんだって、あの三人にんの言いっていた「度ど胸きょうだめし」に、挑ちょう戦せんする資し格かくはあるはずだ。

（もし、わたしが「度ど胸きょうだめし」に成せい功こうしたら……。そしたら、あの三人にんにも、ほかの子こたちにも、認みとめてもらえるかもしれない。みんなの仲なか間まに、入いれてもらえるかもしれない……！）

　菜な月つきは、帰かえり道みちから見みえる海うみを、ふり向むいた。

　沖おきのほうに見みえる小こ島じまをにらんで、拳こぶしをにぎる。

　これは、チャンスなのだ。

　ここで勇ゆう気きを出ださなければ、みんなと仲なか良よくなるきっかけは、もう二に度どとないかもしれない。

「……やってやろうじゃないか！」

　しぼり出だしたその声こえは、ほかのだれにも聞きかれることなく、波なみ音おとの中なかにかき消きえた。
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　その翌よく日じつ。

　菜な月つきは、一人ひとりでこっそり海うみへと向むかった。

　学がっ校こうが休やすみの日ひなので、海うみにはほかにも、遊あそびに来きている子こどもたちの姿すがたがあった。

　菜な月つきは人ひと目めをさけて、見み通とおしの悪わるい、だれもいない岩いわ場ばまで移い動どうする。

　そこで、水みず着ぎの上うえに着きてきた服ふくをさっと脱ぬぎ、それをビニールバッグに入いれて、岩いわのすき間まにはさんでかくした。

　さらに、ビーチサンダルとライトを布ぬのでくるんで、頭あたまにくくりつけて……。

「よし、準じゅん備びオーケー」

　そうつぶやくと、足あし場ばの良よいところから、ぽちゃんと海うみの中なかに入はいった。

「あの小こ島じままでは……一キロないくらいかな？　楽らく勝しょう！」

　笑えみを浮うかべて、菜な月つきは、小こ島じまを目め指ざして泳およぎ出だす。

　天てん気きも良よく、波なみもおだやかな、遠えん泳えい日和びよりだ。

　はなれた場ば所しょで遊あそんでいる、ほかの子こたちに見みつからないよう、いのりつつ。

　のんびり、ゆっくり泳およいでいって──……。

　数すう十分ぷん後ご、菜な月つきはなんなく、かくれ家がのある島しまへとたどり着ついた。

「うん。よゆーよゆー。……ここまでは！」

　気きを引ひきしめ直なおし、菜な月つきは、島しまの北きた側がわへと泳およいで回まわった。

　するとそこには、話はなしに聞きいていたとおり、洞どう窟くつの入いり口ぐちがあった。

　けっこう広ひろそうだが、洞どう窟くつは入いり口ぐちからしてもう、ほとんど海うみの中なかにある。

　このぶんだと、奥おくはなるほど、天てん井じょうまで水みずに満みたされた水すい路ろになっているだろう。

「……やっぱり、相そう当とう、暗くらいな」

　ゴクリ、とつばを飲のんで。

　菜な月つきは、頭あたまにくくりつけた布ぬのをほどき、中なかからライトを取とり出だした。

　水すい中ちゅうで使つかえるそのライトは、菜な月つきのものではなく、ナイト・ダイビングが好すきな親おやの持もち物ものだ。それを、だまって借かりてきたのである。

　菜な月つきは、ライトを洞どう窟くつに向むけて、スイッチを入いれた。

　洞どう窟くつの内ない部ぶが、かなりの広ひろい範はん囲いまで、明あかるく照てらされる。

　菜な月つきはホッとした。

　このくらい強きょう力りょくなライトなら、洞どう窟くつの中なかに入はいっても、暗くらさは問もん題だいにならないだろう。

　──それじゃあ、いよいよだ。

　ドキドキしながら、菜な月つきは息いきを吸すいこんだ。

　そうして、海うみの中なかにもぐって、洞どう窟くつの奥おくへと泳およぎ出だした。

（うわあ……。本ほん当とうに、ずっと奥おくまで、洞どう窟くつが続つづいてる……。ライトの光ひかりで見みえるのは、ほんのちょっと先さきまでで、それより向むこうは真まっ暗くらだし……。わかってはいたけど、怖こわいなあ）

　コポポ、と、息いきの泡あわを吐はき出だして。

　菜な月つきはライトの光ひかりをたよりに、洞どう窟くつの中なかをあちこち見み回まわした。

　たしか、途と中ちゅうで何なんか所しょか、空くう気きの吸すえる場ば所しょがあるという話はなしだったけど……。

（……あ！　あそこかな？　息いきつぎポイント！）

　洞どう窟くつの天てん井じょうを照てらしたとき、それらしきものが見みつかった。

　天てん井じょうが、一いち部ぶだけ水すい面めんの上うえに出でている場ば所しょが。

　菜な月つきは、少すこしスピードを上あげて、そこまで泳およいだ。

「……ぷはっ」

　水みずから顔かおを出だして、空くう気きを吸すいこむ。

　洞どう窟くつのにおいがする、しめっぽい空くう気き。

　そのひとつめの息いきつぎポイントで、菜な月つきはしばし呼こ吸きゅうを整ととのえ、緊きん張ちょうをほぐした。

　洞どう窟くつの天てん井じょうと水すい面めんとの間あいだにある、その空くう気きのたまり場ばもまた、外そとからの光ひかりが差ささないため、ライトがなければ真まっ暗くらだった。

　気き持もちを落おち着つけて、菜な月つきは、ふたたび水みずの中なかへともぐる。

　そしてまた、次つぎの息いきつぎポイントをさがしながら、洞どう窟くつの奥おくへと進すすんでいく。

（もし……途と中ちゅうで息いきが切きれそうになったら……早はやめに、引ひき返かえさないと）

　そう考かんがえつつ、菜な月つきは慎しん重ちょうに泳およいでいった。

　けれど、心しん配ぱいすることはなかった。

　息いきが苦くるしくなる前まえに、同おなじような息いきつぎポイントは、次つぎ々つぎと道みちの先さきに現あらわれた。

　いくつもの空くう気きのたまり場ばは、大おおきく見みつけやすいものもあれば、うっかり見み落おとしそうになるほど小ちいさく、天てん井じょうに手てが届とどくほどせまいものもあった。

　そんな天てん然ねんのトンネルの中なかを、どのくらい進すすんだころだろうか。

　前ぜん方ぽうに、ぼんやりとした光ひかりが見みえてきた。

（あれは──……外そとからの光ひかり？　ってことは……）

　あそこまで行いけば、この洞どう窟くつが、外そととつながっている場ば所しょがある。

　胸むねの中なかにたまっていた不ふ安あんが、とたんにふわりと軽かるくなった。

　光ひかりに向むかって、泳およぐスピードを上あげる。

　だんだんと、まわりが明あかるくなっていく。

　やがて頭ず上じょうに、広ひろくゆらめく水すい面めんが見みえた。

　浮ふ上じょうして、水すい面めんを突つき破やぶり、水みずの外そとに頭あたまを出だすと──……。

　そこには、岩いわと水みずに囲かこまれた、光ひかりの差さしこむ空くう間かんがあった。

「ここが……島しまの中ちゅう心しんにある……『かくれ家が』──」

　話はなしに聞きいていたとおり、その場ば所しょは、洞どう窟くつの中なかのぽっかり広ひろい空くう洞どうだった。

　見み上あげると、天てん井じょうの岩いわの裂さけ目めから、真まっ青さおな空そらと太たい陽ようがのぞき見みえる。

　菜な月つきは、水みずの中なかから岩いわ場ばに上あがって、ライトを消けした。

　ライトの光ひかりがなくても、外そとから入はいってくる日ひの光ひかりで、かくれ家がの中なかは明あかるかった。

「たしかに、こんな場ば所しょ──……かくれ家がとか、秘ひ密みつ基き地ちとかに、したくなるよね」

　しみじみ、そうつぶやいたあと。

　菜な月つきは、「やったー！」とさけんで両りょう手てを上あげた。

「度ど胸きょうだめし、成せい功こう──っ！」

　洞どう窟くつの中なかに、菜な月つきの声こえがこだまする。

　それが静しずまってから、菜な月つきは持もってきたサンダルをはいて、岩いわ場ばを少すこし歩あるき回まわった。

　そこで見みつけたのは、貝かいがらの入はいったガラスビンと、マーカーペン。

　ビンの中なかの白しろい貝かいがらは、よく見みると、すべて名な前まえが書かかれていた。

　見み覚おぼえのあるそれらの名な前まえは、菜な月つきも知しっている、この町まちの子こどもたちのものだった。

　火ひ浦うら、金かな森もり、木き元もとの名な前まえもその中なかにあった。

「ここにたどり着つけたら、証しょう拠ことして貝かいがらに名な前まえを書かいて、このビンに入いれておくわけね」

　それを理り解かいした菜な月つきは、さっそく自じ分ぶんも同おなじようにした。

　岩いわ場ばに落おちている、かわいた白しろい貝かいがらをひろって、マーカーで自じ分ぶんの名な前まえを書かいて、その貝かいがらをビンの中なかに入いれた。

　みんなの貝かいがらに、自じ分ぶんの貝かいがらが、ポトンと加くわわる。

　それでなんだか、自じ分ぶんも「仲なか間まになれた」気きがして、菜な月つきはビンを見みつめてうれしくなった。

「……はあ。さすがに、つかれちゃった」

　菜な月つきは、岩いわ場ばにすわりこんだ。

　洞どう窟くつの中なかは涼すずしく、天てん井じょうの岩いわの裂さけ目めから、ほどよくぬるい風かぜが吹ふきこんでいた。

　岩いわ場ばに打うち寄よせる、ちゃぷ、ちゃぷ、という波なみ音おと。

　頭ず上じょうから降ふってくる、海うみ鳥どりたちの声こえ。

　それらがなんとも言いえず、心ここ地ちよくて。

　……──いつの間まにか、菜な月つきは、その場ばで眠ねむってしまった。







　目めを覚さましたとき。

　かくれ家がの中なかは、少すこし暗くらくなっていた。

「いっけない。……もう夕ゆう方がたかな。そろそろ、帰かえらなきゃ」

　腰こしを上あげた菜な月つきは、地じ面めんに置おいていたライトを手てに取とって、引ひき返かえそうとした。

　ところが。

　水みずの中なかに入はいろうとしたとき、大たい変へんなことに気きがついた。

　ライトの明あかりが──点つかないのだ。

「えっ……!?」

　菜な月つきはあせって、スイッチを何なん度どもカチカチ押おしてみる。

　ライトをふったり、叩たたいたりもしてみる。

　けれど、何なにをしてもだめだった。

　故こ障しょうなのか、電でん池ち切ぎれなのか、原げん因いんはわからないが。

　とにかくライトは完かん全ぜんに、使つかいものにならなくなってしまったようだった。

「…………うそ」

　菜な月つきは青あおざめる。

　まずい。この状じょう況きょうは、とてもまずい。

　このかくれ家がからの帰かえり道みち──水みずで満みたされた水すい路ろの中なかは、ライトがなければ真まっ暗くらなのだ。

　あの水すい路ろの中なかで、視し界かいが利きかない、ということは。

　すなわち、息いきつぎポイントがどこにあるのかわからない、ということだ。

（そんな……！　ここから洞どう窟くつの外そとに出でるには、通とおってきた水すい路ろ以い外がい、道みちはないのに……！）

　菜な月つきは、洞どう窟くつの天てん井じょうにある岩いわの裂さけ目めを見み上あげた。

　鳥とりか何なにかであれば、この裂さけ目めから外そとへ出でられるだろうが……菜な月つきが自じ力りきでそこまでよじ登のぼるのは、とうてい不ふ可か能のうだった。

（どうしよう……。何なにも見みえない水すい路ろの中なかを、手て探さぐりで、空くう気きのたまり場ばをさがしながら進すすむ？──ううん、むりだ！　そんなふうにのろのろ進すすんでたら、どっちみち息いきが続つづかない！）

　ライトなしで水すい路ろを引ひき返かえすのは、やはり、どう考かんがえてもむぼうすぎた。

　となると……。

　自じ力りきで洞どう窟くつの外そとに出でるのはあきらめて、おとなしく、ここで助たすけを待まつしかない。

（……けど。……助たすけ、って。いったい、だれが助たすけに来きてくれるの？　わたしがここにいることは、だれも知しらないのに──）

　そう。ここは、子こどもたちのかくれ家が。

　大人おとなたちは、そもそもこの場ば所しょの存そん在ざい自じ体たい、知しらないのだ。

　だとすれば、いずれ自じ分ぶんのために捜そう索さく隊たいが出だされたとしても……彼かれらはこの洞どう窟くつの奥おくまでは、捜さがしに来こないんじゃないだろうか。

　その可か能のう性せいの大おおきさに気きづいて、絶ぜつ望ぼうがふくれ上あがる。

（あっ……！　でも、そうだ！　昨日きのう、このかくれ家がのことについて話はなしたばっかりの、火ひ浦うらくんたちなら。わたしがここに来きてるかもしれないって、ピンときてくれるかも！）

　それは、じゅうぶんありえることなんじゃないか。

　そう思おもえて、菜な月つきは希き望ぼうを抱いだき、笑えみを浮うかべた。

（そうだよ！　あの三人にんのうち、だれか一人ひとりでも、「ひょっとして」って気きづいてさ。この場ば所しょのこと、大人おとなに教おしえてくれたなら──）

　しかし、そこまで考かんがえて。

　菜な月つきは、ハッと顔かおから笑えみを消けした。

「ああ──……だめだ！　だって、火ひ浦うらくんたちは──」

　菜な月つきは、あのとき言いわれたことを、思おもい返かえす。

『大人おとなに知しられたら、島しまの洞どう窟くつの入いり口ぐちは、たぶん封ふう鎖さされちゃうと思おもうんだ。……だから、たのむよ、日下くさか部べさん。かくれ家がを守まもるために、このことは、秘ひ密みつにしておいて』

　そう言いったのは、木き元もとだったか。

　けれど、火ひ浦うらも金かな森もりも、きっと同おなじ気き持もち、同おなじ考かんがえにちがいない。

　ここは、子こどもたちの大だい事じなかくれ家が。

　この場ば所しょのことを大人おとなに話はなせば、子こどもたちはきっと、かくれ家がを失うしなうことになる。

　それだけじゃない。ここに来きたことのある子こどもたちは、「危き険けんな場ば所しょで遊あそんだ」ことを、ものすごく怒おこられてしまうだろう。

　その子こたちは、ここまでたどり着ついた証しょう拠ことして、名な前まえ入いりの貝かいがらを残のこしている。それを見みつけられたら、とぼけることもできない。

　せっかくのかくれ家がを失うしなう上うえに、大人おとなたちから厳きびしく怒おこられる。

　その二つのリスクを考かんがえたら──。

　火ひ浦うらも、金かな森もりも、木き元もとも。

　かくれ家がのことは、知しらないふりして、かくし通とおそうとするんじゃないか？

（たとえ……わたしがここにいるかもしれないって、気きづいたとしても──）

　力ちからが抜ぬけて、菜な月つきは、その場ばにすわりこんだ。







　洞どう窟くつから出でられないまま、数すう時じ間かんが経たった。

　頭ず上じょうから差さしこむ光ひかりは、月つき明あかりへと変かわっていた。

　菜な月つきは、洞どう窟くつの天てん井じょうを見み上あげる。

　岩いわの裂さけ目めからは、夜よ空ぞらに浮うかぶ丸まるい月つきが見みえていた。

（ああ……。ここになら、明あかりがあるのになあ。外そとから入はいってくる、月つきの明あかりが──）

　ぼんやりと、菜な月つきは思おもう。

　あの月つきが、ここだけでなく水すい路ろの中なかも、明あかるく照てらしてくれればいいのにと。

「月つき……ポトッとここに、落おちてこないかなあ。そしたら、水みずの中なかに月つきを持もってって、月つき明あかりに照てらされた、明あかるい水すい路ろを泳およいで行いけるのに。──ははっ。なーんてね」

　むなしい空くう想そうを自じ分ぶんで笑わらって、菜な月つきは、ひざを抱かかえて突つっ伏ぷした。

　そのとき。

「それなら、ちょーどいいアイテムがあるよ！」

　とつぜん、明あかるい女おんなの子この声こえが、洞どう窟くつの中なかに響ひびいた。

　おどろいて顔かおを上あげ、声こえのしたほうをふり向むくと、そこには──。

　いったい、いつの間まに、どこからかくれ家がに入はいってきたのか。

　少しょう女じょと男おとこが、ならんで立たっていたのである。

「え……？　何なに……？　わたし、不ふ安あんすぎて、幻げん覚かくを見みちゃってるのかな……」

「失しつ礼れいだなー。開かい口こういちばん、人ひとに対たいして幻げん覚かくよばわりとか。そう思おもうなら、幻まぼろしよろしく、もうあなたの前まえから消きえちゃうよ？」

　少しょう女じょは、むうっと口くちをとがらせた。

　柄がら入いりの眼がん帯たいを着つけた、なかなか派は手でな格かっ好こうの少しょう女じょは、たしかに幻げん覚かくとは思おもえなかった。

　繁はん華か街がいとかライブハウスとかならともかく、こんな場ば所しょで現あらわれる幻げん覚かくとしては、突とっ拍ぴょう子しもない見みた目めすぎるからだ。

「まあまあ。そんないじわるを言いわずに、早はやく、それを渡わたしてしまいましょう」

　男おとこのほうが、おだやかな口く調ちょうで少しょう女じょをうながす。

　くたびれたコートを着きて、日ひよけのついた帽ぼう子しを目ま深ぶかにかぶったその男おとこは、この季き節せつだというのに、首くびにぶあついマフラーを巻まいていた。

　男おとこの顔かおは、帽ぼう子しとマフラーの影かげにおおわれているせいか、まったく見みえない。

（現げん実じつ──なの？　目めの前まえにいる、この二人ふたりは。……でも）

　それじゃあ、なおさら。

　彼かれらはいったい──何なに者ものだ？

「まー、べつにいいじゃん。私わたしたちが何なに者ものでもさ。今いまのあなたにピッタリのアイテム、持もってきてあげたんだから」

　少しょう女じょは、菜な月つきの心こころを見み透すかしたようにそう言いって、にこっと笑わらった。

　それから、菜な月つきに近ちかづいて、ひとつの箱はこを差さし出だした。

「さあ。受うけ取とって」

「──……」

　菜な月つきは、おそるおそる箱はこを受うけ取とり、そっとフタを開あけてみた。

　箱はこの中なかに入はいっていたのは──。

　月つきの色いろに光ひかる、ひとつのランプだった。

　菜な月つきは、それを箱はこから取とり出だした。

　持もち手てのついた、ランタン型がたのランプ。

　ガラスの火ほ屋やの中なかには、うすいまだら模も様ようがついた、ほの白じろく光ひかる球きゅう体たいが浮うかんでいる。

　──まるで、小ちいさな満まん月げつを、ランプの中なかに閉とじこめているようだ。
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「これは、【月げっ光こうランプ】ってアイテムなんだよ。どう？　今こん夜やの満まん月げつと同おなじくらい、明あかるくてきれいな光ひかりでしょ？」

「このランプを上じょう手ずに使つかえば、暗くら闇やみの水すい路ろを引ひき返かえして、洞どう窟くつの外そとに出でることができますよ」

　少しょう女じょと男おとこが、それぞれ言いった。

　ランプの光ひかりに照てらされて、二人ふたりの姿すがたが、先さきほどまでよりはっきり見みえる。

　少しょう女じょの髪かみは銀ぎん髪ぱつで、パーカーと眼がん帯たいの色いろはショッキング・ピンク。想そう像ぞうしていた以い上じょうに、あざやかで派は手でな格かっ好こうだった。

　帽ぼう子しとマフラーの男おとこの顔かおは、ランプの光ひかりを浴あびてもなぜか、真まっ暗くらで何なにも見みえなかった。

　二人ふたりの姿すがたを見みつめたあと、菜な月つきは、ふたたびランプに目めを落おとす。

　不ふ思し議ぎなランプだ……。

　中なかに入はいっている、この小ちいさな月つきみたいなものは、どうなっているんだろう？

　火ひが点ついているわけでも、電でん気きの光ひかりでもなさそうだけど。

（まさか、本ほん当とうに──……「月つきの光ひかり」を持もち運はこべるランプとか？）

　なんにせよ、この明あかるさであれば、じゅうぶんライトの代かわりになる。

　よかった。自じ分ぶんは、助たすかったのだ。

「あの……！　ありがっ──」

　と、顔かおを上あげて、菜な月つきはお礼れいを言いおうとしたが。

　奇き妙みょうな二人ふたり組ぐみは、すでにそこにはいなかった。

　かくれ家がの中なかを、ランプで照てらしてすみずみまで捜さがしても、どこにもその姿すがたはなかった。

「……やっぱり、幻げん覚かく、だったんじゃ……」

　菜な月つきは、不ふ安あんになってつぶやいた。

　けれども、月つきの色いろに光ひかるランプは、たしかに菜な月つきの手ての中なかにあった。

（──なんでもいいや！　とにかく、早はやくここから出でよう！）

　気きになることはいろいろあるが。

　明あかりが手てに入はいったからには、少すこしでも体たい力りょくのあるうちに行こう動どうしたほうがいい。

　洞どう窟くつの外そとに出でたあと、さらに、海うみを泳およいで帰かえらなければならないのだから。

（よし──行いくぞ！）

　ためらう気き持もちをふり払はらい、菜な月つきはランプを持もって、水みずの中なかに入はいった。

　水すい路ろの中なかが、ランプの灯ともす「月つきの光ひかり」に照てらされる。

　その光ひかりは水みずの中なかでも、ライトよりずっと遠とおくまで、まわりの闇やみを払はらってくれた。

（わあ……！　空くう気きのたまり場ばも、すごく見みえやすい。これなら、来きたときよりも、楽らくに水すい路ろを泳およいでいけそう……！）

　水すい路ろが水みずで満みたされているのは、行いきも帰かえりも変かわらない。

　それでも、視し界かいの明あかるさが増ましたぶん、同おなじ道みちがとても泳およぎやすくなっていた。

　出で口ぐちに向むかって、菜な月つきはどんどん水すい路ろを進すすんでいった。

　月つきの色いろに照てらされた水すい路ろの中なかは、神しん秘ぴ的てきで幻げん想そう的てきで、来きたときに見みたそれより美うつくしく見みえた。

　菜な月つきはうっとり景け色しきをながめつつ、人にん魚ぎょになった気き分ぶんで泳およいだ。

　人にん魚ぎょとちがって、人にん間げんの菜な月つきには、しばしば息いきつぎが必ひつ要ようだったが──。

（……あ。次つぎの息いきつぎポイント、みっけ！）

　菜な月つきは、頭ず上じょうでゆらめくその水すい面めんを目め指ざして、浮ふ上じょうする。

　ところが。

　そのとき、思おもわぬことが起おこった。

　ランプの光ひかりが急きゅうに弱よわまり、まわりの景け色しきが、一いっ気きに暗くらくなったのだ。

「──!?」

　菜な月つきはとっさに、手てに持もったランプへ目めをやった。

　すると、ランプの様よう子すが、先さきほどとは変かわっていた。

　ガラスの火ほ屋やの中なかで、月つきの色いろに光ひかる球きゅう体たい。

　それが今いまは、半はん分ぶん以い上じょう、何なにやら黒くろいものに覆おおわれていたのだ。

　その黒くろいものは、じわっと広ひろがる染しみのように、ランプの光ひかりをむしばんで──。

　そうして光ひかる球きゅう体たいは、たちまちのうちに、黒くろいもので覆おおいつくされた。

（……どうして。……いや、それより、息いきがもう──）

　ランプに気きを取とられていた菜な月つきは、息いき苦ぐるしさで我われに返かえった。

　あわてて、ついさっきまで見みえていた、すぐそこにある空くう気きのたまり場ばをさぐり当あてて、水みずの外そとに顔かおを出だす。

　ランプの光ひかりが消きえたのが、息いきつぎスポットの近ちかくでよかった。

　これがもう少すこし遠とおかったら、あぶなかった──……。

　そう思おもいながら、菜な月つきは空くう気きを吸すいこんだ。

（……でも。本ほん当とうに、どうして？　ランプ、壊こわれちゃったの？　もしかして、水みずに入いれちゃいけなかったとか……？）

　暗くら闇やみの中なかで、菜な月つきはひっしに考かんがえる。

（そういえば……さっきの、ランプの光ひかりが消きえていく感かんじ。あれって、まるで……月つきが、雲くもにおおわれていくみたい……だった）

　それを思おもい出だし、菜な月つきはハッとする。

　ひょっとして──この【月げっ光こうランプ】というアイテムは。

　いつも光ひかっているわけではなく、「空そらに月つきが出でているときだけ」光ひかりを灯ともす──そんな、不ふ思し議ぎなランプなのでは。

　空そらの月つきの状じょう態たいと、このランプの中なかにある球きゅう体たいは、同どう調ちょうしていて。

　月つきが雲くもにかくれると、このランプの光ひかりも、欠かけたり消きえたりしてしまう。

　そういうことなんじゃないだろうか。

（もし、そうだとしたら……。空そらの月つきが見みえないこの場ば所しょじゃ、次つぎにいつ、どのくらいの時じ間かん、ランプが光ひかってくれるのか──……ぜんぜん、予よ想そうがつかない！）

　明あかりがなければ、この水すい路ろの中なかは進すすめない。

　洞どう窟くつの出で口ぐちへ向むかうにしても、かくれ家がへ引ひき返かえすにしても、ここから息いきつぎなしで泳およぎきれる距きょ離りではない。

　かといって、ランプがふたたび光ひかり出だすのを待まって、また泳およぎ出だしたとしても……。

　その光ひかりが、今こん度どはいつ消きえてしまうか、わからない。

　光ひかりの消きえるタイミングによっては、空くう気きのたまり場ばが見みつかる前まえに、真まっ暗くらになって……最さい悪あく、そのまま息いきができずに、水すい路ろの中なかでおぼれてしまう。

　それを考かんがえたら、とてもじゃないが、怖こわくてここから動うごけない。

（だけど……それじゃ、いつまでここで、こうしてればいいの？）

　ここにいれば、とりあえずは呼こ吸きゅうができる。

　けれど、いつかは力ちからつきて、水みずの中なかに沈しずんでしまう。

　あるいは……この空くう気きのたまり場ばが、せまく小ちいさなものだったら。体たい力りょくがつきるよりも先さきに、ここにある酸さん素そを使つかいきって、どのみち息いきができなくなるかもしれないのだ。

（ああ……！　どうしよう……どうすれば……。こんなことになるなんて……！）

　今いまここに、どのくらいあるかわからない酸さん素そを、なるべく節せつ約やくしなくては。

　頭あたまではそう思おもうのに、呼こ吸きゅうがあらくなるのを止とめられない。

（……だれか……助たすけて……！　神かみさま──……！）

　暗くら闇やみの中なかで、泣なきながら、菜な月つきは祈いのった。

　──そのときだった。

　暗くら闇やみの水すい中ちゅうに、ぽうっと光ひかる何なにかが見みえた。

　その光ひかりは、どんどん大おおきくなって、菜な月つきのいるほうへ近ちかづいてきた。

　それは、月つきの色いろをした光ひかりだった。

　でも、【月げっ光こうランプ】の光ひかりよりもやわらかく、ぼんやりとまわりを照てらしている。

　よく見みると、光ひかりのそばには人ひと影かげがひとつ、くっついていた。

　その人ひと影かげは、光ひかりをともなったまま、菜な月つきのもとへと泳およいできて──。

　菜な月つきの目めの前まえに、ざばっと頭あたまを出だして、菜な月つきを見みた。

　その人ひと影かげの正しょう体たいは、少しょう女じょだった。

　かくれ家がで会あったあの子こ、ではない。

　何なにか、でろんとした皮かわのようなものを羽は織おった、見み知しらぬ少しょう女じょだ。
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「──よかったあ、間まに合あって！　もう、だいじょうぶっすよ、菜な月つきさん」

　少しょう女じょは、ほうっとため息いきをついて、顔かおいっぱいに笑えみを広ひろげて、そう言いった。

　そして、その手てに持もった光ひかりを、水みずの中なかから持もち上あげた。

　それは──月つきの色いろに光ひかる、ひとつの提ちょう灯ちんだった。

「この【月つき見み提ちょう灯ちん】は、夜よ空ぞらに月つきが見みえないとき、月つきの代かわりに光ひかってくれる道どう具ぐなんすよ。つまり、その【月げっ光こうランプ】とは、光ひかるタイミングが逆ぎゃくなんです。だから──この提ちょう灯ちんと、そのランプが両りょう方ほうあれば、光ひかりを絶たやすことなく、水すい路ろを進すすむことができるわけっす！」

「……え。……え？」

　菜な月つきは、あぜんとする。

　この状じょう況きょうに、頭あたまが追おいつかない。目めの前まえで起おこっていることが、信しんじられない。

　たしかに、自じ分ぶんはさっき、「だれか、助たすけて」と心こころの中なかでさけんだけれど。

　神かみさま──と、思おもわず祈いのったけれど……。

「……あなたは。……ひょっとして、神かみさま……なの？　それで……わたしが、呼よんだから。助たすけに、来きてくれた……？」

　とまどいながら、菜な月つきは少しょう女じょにそうたずねた。

　少しょう女じょはそれには答こたえず、あいまいに笑わらったあと。

「自じ分ぶんも……洞どう窟くつに閉とじこめられて、出でられなくなったことがあるんすよ。だから、同おなじようにこまってるあなたに、こうして手てを貸かすことができて──本ほん当とうに、よかったっす！」

　そう言いって、菜な月つきに【月つき見み提ちょう灯ちん】を手て渡わたした。

「それじゃあ。気きをつけて、帰かえってくださいね」

「あっ……！」

　菜な月つきが止とめる間まもなく、少しょう女じょは、とぷんと水みずの中なかに身みを沈しずめた。

　それを追おって、菜な月つきもとっさに水みずにもぐったが。

　かくれ家がのほうへ泳およいでいく少しょう女じょの姿すがたは、すぐに闇やみにまぎれて、見みえなくなった。

（……なんだったんだろう？　あの子こ）

　やっぱり神かみさま？

　それとも……洞どう窟くつに閉とじこめられたまま、死しんでしまった子この、幽ゆう霊れいとか？

（どっちにしても……一ひと言こと、お礼れい、言いいたかったな）

　月つきの色いろの光ひかりに照てらされた、あの子このお人ひとよしそうな笑え顔がおを、思おもい出だしながら。

　菜な月つきは、両りょう手てに明あかりをたずさえて、泳およぎ始はじめた。

【月げっ光こうランプ】の光ひかりが消きえているときは、【月つき見み提ちょう灯ちん】の光ひかりがあたりを照てらし、【月つき見み提ちょう灯ちん】の光ひかりが消きえれば、【月げっ光こうランプ】が光ひかり出だす。

　二つの月つきの色いろの光ひかりに助たすけられ、菜な月つきは水すい路ろを進すすんでいった。

　そうして、やがて──。

　洞どう窟くつの出で口ぐちへと、無ぶ事じにたどり着ついたのだった。
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　そのあと、菜な月つきが町まちの海かい岸がんを目め指ざして、夜よるの海うみを泳およいでいると……。

　いくつかの船ふねの明あかりが、あの小こ島じまへと近ちかづいていくのが、遠とお目めに見みえた。

　それだけではない。町まちの船ふな着つき場ばのあたりが、何なにやら明あかるく、人ひとが集あつまって騒さわがしくしている気け配はいがした。

（……こんな時じ間かんに、なんだろう？　今日きょう、何なにか、お祭まつりとかあったっけ？）

　首くびをかしげながら、菜な月つきは、船ふな着つき場ばから離はなれたところにある岩いわ場ばに上あがった。

　そこは昼ひる間まと変かわらず、明あかりもひと気けもなくて、しんとしていた。

　菜な月つきは、月つきの色いろの光ひかりで足あし場ばを照てらす。

　ここまで手て放ばなすことなく持もって帰かえった、ランプと提ちょう灯ちん。

　自じ分ぶんもその明あかりに照てらされつつ、岩いわのすき間まにかくしていた、着き替がえ入いりのバッグをさがしていたところ。

「──日下くさか部べっ！　そこにいるの、日下くさか部べだよね？　無ぶ事じだったの!?」

　岩いわ場ばの向むこうから、さけぶような声こえが飛とんできた。

　それは、金かな森もりの声こえだった。

「あっ、ほんとだいた！　こんな時じ間かんに海うみって……おまえ、やっぱり」

「日下くさか部べさん、あのかくれ家がに行いってたの？　何なにかあったの？　だいじょうぶだった？」

　火ひ浦うらと木き元もともいっしょだった。

　こっちに向むかって走はしってくる三人にんを、菜な月つきは、ぽかんとして見みつめた。

「な、なに……？　どうしたの？　金かな森もりさんたちこそ、こんな時じ間かんにこんなとこで」

「どうしたの、じゃないよ！　日下くさか部べが、夜よるになっても家いえに帰かえってないって聞きいて……昨日きのう、あたしら、あんな話はなしをしたからさ。あんたが一人ひとりでかくれ家がに行いって、事じ故こにでも遭あったんじゃないかって、心しん配ぱいで」

「大人おとなたちは、もう捜そう索さく隊たい出だしてるけどよ。おれたちも、気きになって……三人にんで、家いえ、抜ぬけ出だしてきたんだ」

　金かな森もりと火ひ浦うらのその言こと葉ばは、菜な月つきにとって、ひどく意い外がいなものだった。

　とまどいながら、菜な月つきは、さっき見みた光こう景けいを思おもい出だした。

「捜そう索さく隊たいって……小こ島じまに向むかってた、あの船ふねのこと？　……でも、なんで？　どうして大人おとなたちが、あの小こ島じまに、わたしを捜さがしに来きたの？」

「へ？　何なに言いってるの？　日下くさか部べさん」

「何なにって、だって──かくれ家がのことは、大人おとなたちには秘ひ密みつなんでしょ？　それが、ばれちゃったってこと？」

　菜な月つきのその問といに、三人にんは、きょとんとした顔かおになった。

「いや、ばれたっていうか……。日下くさか部べさんが行いきそうな場ば所しょの心こころ当あたりを、聞きかれたから。もしかしたら、あそこにいるかもしれないって、話はなしたんだけど」

　木き元もとがそう言いって、ほかの二人ふたりも、あたりまえのようにうなずいた。

　菜な月つきはおどろいた。

　てっきり、三人にんはあのかくれ家がのことを、大人おとなにかくし通とおすとばかり思おもっていたのに。

　だって、あそこはこの町まちの子こどもたちにとって、大だい事じな場ば所しょで。

　それにあの島しまは、あぶないから近ちかづかないようにと、大人おとなたちに言いわれていたはずで。

　──だから。あの場ば所しょを守まもるためなら。大人おとなたちから怒おこられるのをさけるためなら。「よそ者もの」の自じ分ぶんのことなんて、彼かれらはきっと、見みすててしまうだろうと思おもっていたのに……。

（もしかして……三人にんが、わたしのこと、かくれ家がに行いかせまいとしたのって……わたしを仲なか間まはずれにしたかったんじゃなくて、本ほん当とうにただ、わたしを心しん配ぱいしてくれてただけ……？）

　その答こたえは、目めの前まえにいる三人にんの顔かおが、物もの語がたっていた。

　心しん配ぱいと気きづかいが入いり混まじって、けれど何なにより、心こころからホッとしている顔かお。

　それを見みていると、じわり、と涙なみだがにじんだ。

（なんだ……そっか。そうだったんだ）

　自じ分ぶんはいろいろ、勘かんちがい、していたのかもしれない。

　勝かっ手てに卑ひ屈くつになって、みんなの言こと葉ばを悪わるく受うけ取とって。

　みんなの仲なか間まに入いれてもらうには、「度ど胸きょうだめし」を成せい功こうさせなきゃ、なんて思おもいこんで。

（そんなことしなくても……ただ、すなおな気き持もちを言いってれば）

　そうしていれば──。

　今いまここにいる三人にんとは、とっくに友ともだちになれていた、かもしれない。

　仲なか間まに入いれてほしかったから、勇ゆう気きを出だして、あぶない度ど胸きょうだめしに挑ちょう戦せんしたけど。

　それは、勇ゆう気きの出だし方かたが、まちがっていたんだ。

　そんなことをする前まえに、勇ゆう気きを出だして、「いっしょに遊あそびたい」って伝つたえていれば。

　きっと、それでよかったんだ。……それだけで。

　そう思おもいながら、菜な月つきは、明あかりを持もつ手てを背せ中なかに回まわした。

　月つきの色いろの光ひかりが、あふれてきた涙なみだを照てらして、光ひからせてしまわないように。

「……なあ。あのかくれ家がは、洞どう窟くつの入いり口ぐちふさがれて、もう行いけなくなっちまうだろうから」

　沖おき合あいの小こ島じまと、船ふねの明あかりをながめながら、火ひ浦うらが言いった。

「またどこか、次つぎのかくれ家が──みんなで、探さがそうぜ！」

　そのさそいの「みんな」の中なかに、自じ分ぶんが入はいっているのかどうか、菜な月つきにはわからなかった。

　けれど、そんなの、どっちでもいい。

　肝かん心じんなのは。

「──わたしも、いっしょに探さがしたい！」

　せいいっぱいの勇ゆう気きを出だして、菜な月つきは、伝つたえたいその思おもいを口くちにした。
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　のぞめは、バンッと乱らん暴ぼうにカタログを閉とじた。

「──また、横よこやり入いれられた！　しかも今こん度どは、そのせいで〈失しつ望ぼう〉マークのコンプリート、失しっ敗ぱいしちゃったじゃん！」

　カタログに収しゅう録ろくされた、試し供きょう品ひん【月げっ光こうランプ】の物もの語がたり。

　その中なかで、とうとつに菜な月つきを助たすけに現あらわれた、謎なぞの少しょう女じょ。

　この前まえの「横よこやり」とはまた別べつ人じんのようだったが──立たて続つづけにこんなことが起おこるなんて。

「もーっ……。ニエノさんのカタログのときは、逆ぎゃくに、横よこやりのおかげで最さい後ごのマークをスタンプできたのに。なんで、私わたしのときだけ～……」

「ま……まあまあ、のぞめさん。そんな、落おちこまないでください。というか、今こん回かいの場ば合あい、横よこやりが入はいらなかったとしても、菜な月つきさんのための捜そう索さく隊たいは出だされてたんですから。どっちみち、マークのコンプリートは失しっ敗ぱいしてましたよ、きっと！」

「ううっ……言いわれてみればそうだけど。それ、なぐさめになってないから！」

　のぞめは、はあっと大おおきくため息いきをついた。

「二回かいの横よこやり。……これって、ぐう然ぜんなのかなあ。それとも、だれかが私わたしたちのこと、邪じゃ魔ましようとしてるってこと？　ニエノさん、どう思おもう？」

「そうですね……。ぼくたちの邪じゃ魔ま、というよりは。この前まえのことも、今こん回かいのことも、横よこやりを入いれてきた人じん物ぶつは、人ひと助だすけが目もく的てきのように思おもえますが」

　ニエノの答こたえに、のぞめはうなずく。

　たしかに。自じ分ぶんたちの〈失しつ望ぼう〉集あつめを邪じゃ魔まするのが目もく的てきなら、この前まえの【神かみさまの皮かわ】の件けんで、わざわざ首くびを突つっこむ必ひつ要ようはなかったはずだ。

　じっさいあのときは、横よこやりによって、〈失しつ望ぼう〉集あつめを手て助だすけされた形かたちになったのだから。

「私わたしたちとちがって、カタログを、人ひと助だすけのために使つかってるやつがいるってことかー」

「でしょうね。あまり聞きかない話はなしですけど、やっぱり、そういう使つかい方かたをしてる人ひともいるものなんですね。……いや。まあ、『人ひと』というか」

　人ひとの望のぞみから生うまれる、世よにも奇き妙みょうな商しょう品ひんの数かず々かず。

　それらが掲けい載さいされたカタログは、人にん間げんには使つかえない。使つかうことができるのは〈人ひとならぬもの〉だけだ。

　そんなカタログを、人にん間げんの〈失しつ望ぼう〉を集あつめるために使つかう者ものは、【魔ま】と呼よばれる。

　それならば、そのカタログを、人ひとを助たすけるために使つかう者ものは……？

「神かみさま──って、呼よばれてるのかな。そういうやつは」

　──と。

　のぞめが口くちにした、そのときだった。

「ああ、そうだよ。わかってるじゃないか」

　ふいに、背はい後ごで声こえがした。

　のぞめがふり向むくと、そこには見み知しらぬ男おとこがいた。

「きみたちは、【魔ま】の者ものだね？　はじめまして。私わたしは光みつ凪なぎ……人にん間げんだ。そして、この子こが今いまきみが言いった、『神かみさま』のカノだよ」

「え。いや、光みつ凪なぎさん。自じ分ぶんはまだ、その、神かみさまってやつになると決きめたわけじゃ……」

　男おとこの横よこの少しょう女じょが、あわてた様よう子すでそう言いった。

　何なにかでろんとした、皮かわのようなものを羽は織おった少しょう女じょ。

　光みつ凪なぎという男おとことちがって、その少しょう女じょからは、生いきている人にん間げんの気け配はいが感かんじられない。

（カノ……？）

　その名な前まえに、のぞめは思おもい当あたることがあった。

　このまえ使つかったカタログに収しゅう録ろくされた、試し供きょう品ひん【神かみさまの皮かわ】にまつわる物もの語がたり。

　その中なかに、叶かのという少しょう女じょについて書かかれた部ぶ分ぶんがあった。

　友ともだちといっしょに、洞どう窟くつの中なかに閉とじこめられて。なかなか救きゅう助じょが来こなくて衰すい弱じゃくしていく中なか、自じ分ぶんが持もっていた飲のみ物ものを、友ともだちにゆずって──。

　友ともだちを助たすける代かわりに、自じ分ぶんだけ死しんでしまった。

　この子こは、そんな。

「……『お人ひとよしの、叶かのちゃん』か」

　カタログを、トランクにしまいこんでから。

　のぞめは、にらむようにカノを見みつめて、「で？」とたずねた。

「そのカノちゃんが、私わたしたちに、何なにか用ようかな？」

「そ、それは……」

　カノは、少すこし身みをすくめながら、のぞめをじっとにらみ返かえした。

「あなたたちの……カタログの道どう具ぐの使つかい方かたに、自じ分ぶんは物もの申もうしたいっす！　カタログの道どう具ぐは、人ひとを助たすけることに使つかうこともできるのに。あなたたちはそれを使つかって、どうしてわざわざ、人ひとを不ふ幸こうにしようとするんすか!?　そういうことは、やめてほしいっす！」

　カノは、怒いかりと悲かなしさの混まじった声こえで、そうさけんだ。

　その気き迫はくは、のぞめを逆ぎゃくにひるませるほどだった。

　のぞめは、カノから目めをそらし、小ちいさくため息いきをついて言いう。

「どうして、って言いわれてもなー。【魔ま】って、そういうもんだから」

「そ、そんな……」

　こまった顔かおで、カノは言こと葉ばをつまらせた。

　そこへ、横よこから光みつ凪なぎが、

「むだだよ、カノ」

　と、落おち着ついた声こえで、割わって入はいった。

「【魔ま】というのは要ようするに、心こころが弱よわい人にん間げんの、なれの果はてなんだ。カノのように、どんな状じょう況きょうでも他た人にんを思おもいやれる強つよさを持もった子ことは、相あい容いれない者ものたちなんだよ。──このままではね」

　光みつ凪なぎは、のぞめたちに目めを向むけた。

　声こえと同おなじく、落おち着ついた目め。落おち着ついた表ひょう情じょう。

　──それを見みて、のぞめはなんだか、いやな感かんじを覚おぼえた。

「ところで」と、光みつ凪なぎは、にっこり笑わらった。

「適てき材ざい適てき所しょ──という言こと葉ばは、すばらしいと思おもわないか？」

「……は？」

　のぞめは眉まゆをひそめた。いきなり、なんの話はなしだ。
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「いや、失しつ礼れい。この四よ字じ熟じゅく語ごは、私わたしのいわゆる、座ざ右ゆうの銘めいというやつでね。しかしこれは、まさに世よの中なかの真しん理りだと思おもうのだよ。人ひとには向むき不ふ向むきがあり、人ひとはみな、それぞれの能のう力りょくや性せい質しつにふさわしい役やく目めを背せ負おって、この世せ界かいに生うまれてくる──」

　そこまで言いって、光みつ凪なぎはふいに笑えみを消けし、顔かおをゆがめた。

「それなのに！　きみたちは、背せ負おうべきその役やく目めから逃にげ出だし、【魔ま】となってしまった！」

　光みつ凪なぎは、怒いかりと悲かなしさの混まじった声こえで、そうさけんだ。

　感かん情じょう的てきなその態たい度どは、芝しば居いや演えん技ぎには見みえなかったが──。

　けれどもそのわりに、光みつ凪なぎの目めはあいかわらず、やけに落おち着つきを保たもっていた。

　同おなじように感かん情じょうをあらわにしていても、光みつ凪なぎのそういうところは、カノとはちがっていた。

「たとえば、眼がん帯たいのきみ。……きみには『家か族ぞくのみんなを幸しあわせにする』という役やく目めがあったはずだ。でも、きみはその役やく目めをこばんだ。そのせいで、きみの家か族ぞくの幸しあわせは、こわれてしまった」

「…………は？」

　のぞめは、あっけに取とられた。

　光みつ凪なぎのその言こと葉ばは──あまりに予よ想そう外がいのものだった。

「きみの背せ負おうべきその役やく目めが、重おもく大おおきなものだったことは認みとめよう。きみは、家か族ぞくのためにつらい思おもいをしていた。いろいろと、がまんを重かさねて、傷きずついて苦くるしんでいた。けれどきみは、それを背せ負おうにふさわしい人にん間げんとして、この世よに生うまれてきたはずだったんだ」

「…………ちょっと待まってよ」

「それは、きみにしかできないことだった！　家か族ぞくのほかのだれかでは、むりだった！　そして、きみはその役やく目めを果はたしながら、それでも幸しあわせになれるはずだったんだよ──本ほん当とうは！」

「待まってってば。……っていうか──黙だまれよ」

「でも、きみはまちがえてしまった。適てき材ざい適てき所しょを、人ひとそれぞれに向むき不ふ向むきがあることを考かんがえず、『ほかの人ひとがやらなくていいことなら、自じ分ぶんもやりたくない』と望のぞんでしまった……！」

「────」

　話はなしをやめようとしない光みつ凪なぎを前まえに、のぞめは、あきらめて口くちをつぐんだ。

　こいつはさっきから、いったい何なにを言いっているんだ。

　話はなしの内ない容ようもさることながら──。

（なんで、こいつ……私わたしが人にん間げんだったときのことを、知しってるの？）

　そのことに混こん乱らんして、のぞめは、頭あたまの中なかがぐちゃぐちゃになっていた。

　光みつ凪なぎは、さらに今こん度どは、ニエノへと視し線せんを移うつした。

「影かげの頭あたまのきみ。……きみも、同おなじだよ。きみには、『村むらを守まもるための生いけ贄にえになる』という役やく目めがあった。村むら人びとたちは、きみを信しん頼らいして、きみに生いけ贄にえの役やくをまかせたんだ。なぜならきみは、人ひとのためにみずからを犠ぎ牲せいにできる、そんな優やさしい人にん間げんだったから」




「………………え？」




　ニエノが小ちいさくもらした声こえは、どこか間まが抜ぬけていた。

　のぞめは、ハッと我われに返かえった。

（こいつ、ニエノさんの過か去こまで……どうやって知しったの!?　いや、それより──）

　ニエノは、人にん間げんだったときの記き憶おくを、失うしなっている。

　今いまの「影かげの頭あたま」になる前まえに、ニエノの身みに起おこったこと。

　それを知しることが、ニエノにとって、どういう意い味みを持もつのか。

　のぞめには、とっさに判はん断だんがつかなかった。

「きみは、生いけ贄にえとなって村むらを守まもって……それで、幸しあわせに人じん生せいを終おえられるはずだった。でも、きみもまた、まちがえてしまった。背せ負おうべき役やく目めは、人ひとそれぞれなのに。ほかのみんなが背せ負おうことのない生いけ贄にえの役やく目めを、『自じ分ぶんも同おなじように背せ負おいたくない』と思おもってしまった。──だから、神かみさまに首くびをささげたあと、首くびのない怪かい物ぶつとなって村むら人びとたちの前まえに現あらわれ、村むら人びとたちをおびえさせた。そうだろう？　……どうしてなんだ。どうして、そんなふうに『ほかの人ひとと同おなじ』を求もとめるんだ。自じ分ぶんの役やく割わりを受うけ入いれていれば、きみたちは、それで幸しあわせだったはずなのに！」

　そこまで──冷れい静せいな瞳ひとみのまま、しゃべり終おえて。

　光みつ凪なぎは、心こころの底そこから残ざん念ねんそうに、ため息いきをついた。

　のぞめは、声こえも出でなかった。

　寒さむ気けがした。やっぱり、この男おとこは、とてつもなくいやな存そん在ざいだ──そう思おもった。

　そして、ニエノは。

「…………あ…………あ………………ああ」

　首くびを押おさえながら、ニエノは、うなだれてふるえていた。

「……そう……だ。……ぼくは……生いけ贄にえ、で……あのとき…………千ち影かげさまに──……首くび、を」

「──ニエノさんっ!?」

　様よう子すのおかしいニエノに、のぞめは、思おもわず手てを伸のばした。

　しかし、次つぎの瞬しゅん間かん。

「うわあああああああああああああ────────っ！」

　ニエノの絶ぜっ叫きょうとともに、その首くびの糸いとが、ぶちぶちと音おとを立たててちぎれた。

　影かげの頭あたまと肉にく体たいとを縫ぬい合あわせている、黒くろい糸いと。

　その縫ぬい目めが、残のこらず用ようをなさないくらいに、ほころびて──……。

　影かげの頭あたまは、一いっ瞬しゅん、ゆらりとゆがんだあと。

　とどめるものを失うしなったかのように、あとかたもなく、かき消きえた。

「…………ニエノ…………さん…………？」

　首くびから下しただけになったニエノの体からだが、くずれ落おちる。

　のぞめは、ぼうぜんとそれを見み下おろした。

「……なんてことだ！」

　そう言いったのは、光みつ凪なぎだった。

　と、そこへ。

「なーにやってんですか～、光みつ凪なぎさん」

　またひとつ、べつの声こえが割わりこんできた。

　のぞめは、ピクリと目めを見み開ひらいて、顔かおを上あげた。

　その間ま延のびした声こえには、聞きき覚おぼえがあった。

「…………コモリさん」

　声こえのしたほうを見みると、そこにいたのは、やはりその人ひと──いや、その【魔ま】だった。

「今日きょうは、とりあえずあいさつするだけ、なんじゃなかったんですか～？」

「……そのつもりだった。まさか、こんなことになるとは、私わたしだって──」

「ま～、あれですね。自じ分ぶんが死しんだことに気きづいてない幽ゆう霊れいが、死しんだときのこと思おもい出だしたとたんに成じょう仏ぶつする、みたいな話はなし、あるじゃないですか～。ニエノくんも、そういう感かんじだったんでしょう。首くびの糸いとがちゃんとしたやつなら、影かげの頭あたまも、形かたちをとどめていられたかもですけどね～」

　目めの前まえで交かわされるその会かい話わを、のぞめは、信しんじられない思おもいで聞きいていた。

（……どういうこと？　……コモリさんと、この光みつ凪なぎってやつは、グルだったの？　なんで？　いつから？　……ううん、それよりも。……コモリさんは、こんな状じょう況きょうで、こんなふうにへらへら笑わらったりするような性せい格かくじゃ──）

　ぼんやりと、そこまで考かんがえて。

　のぞめは、重じゅう要ようなことを思おもい出だした。

　──そうだ。今いまのコモリには、昔むかしとちがって、罪ざい悪あく感かんが存そん在ざいしないのだ。

「……ねえ、のぞめちゃん。自じ分ぶんたちのことが書かかれたカタログは、かんたんに他た人にんにさわらせるもんじゃないよ～？　たとえ、相あい手てが同おなじ【魔ま】の者ものでもね」

　コモリはそう言いって、悪わるびれもせずへらりと笑わらった。

　自じ分ぶんたちのことが書かかれたカタログ……。

　もしかして、このまえ会あったとき、コモリはそれを読よんだのだろうか？

　たくさんのカタログの中なかから、ニエノの過か去こが書かかれたカタログを？

　そうして知しったことを、コモリが光みつ凪なぎに話はなした、ということか？　いや、でも──……。

「まいったな。本ほん当とうは、もっとちゃんと話はなしを聞きいてほしかったんだが。それどころではなくなってしまったね」

　のぞめの考かんがえ事ごとは、光みつ凪なぎのその声こえにさえぎられた。

「また出で直なおすことにするよ。……ただ、これだけは覚おぼえていてほしい。私わたしは、きみたち【魔ま】を滅ほろぼしたいと思おもっている。だが、きみたちを消けしてしまいたいわけじゃないんだ。できるなら、きみたちのことを救すくいたいんだよ。──だから、きみの相あい棒ぼうのことは、本ほん当とうに残ざん念ねんだ」

　光みつ凪なぎは、のぞめに背せを向むけながら。

「せめて、きみだけでも、救すくってあげられるといいのだけどね……」

　そう言いい残のこして、歩あるき出だした。

　カノは、どうしたらいいかわからないような顔かおで、のぞめと光みつ凪なぎを交こう互ごに見みやった。

　しかしやがて、光みつ凪なぎのあとを追おって、コモリといっしょに去さっていった。

　残のこされたのぞめは、その場ばにすわりこんだ。

「……ニエノさん」

　うつろな声こえで、横よこたわるニエノに呼よびかける。

　けれど、影かげの頭あたまを失うしなったニエノはいつまでも、ピクリとも動うごくことはなかった。





続つづく



















　ニエノのその後ごが気きになる方かたは、ぜひ、９巻かんも引ひき続つづきお付つき合あいください！

　のぞめも、大だい事じな相あい棒ぼうのことを、このままあきらめる気きなどありませんので……。

　では最さい後ごに、どうでもいいおまけのエピソードをどうぞ↓




　おまけ～【景け色しきつきマド】のお店みせの下した準じゅん備びがけっこうたいへんだったお話はなし～






「えーと……この景け色しきは……チェコの、チェス……チェスキー・クムルロフ……でしたっけ？」

「おしいっ！　チェスキー・クルムロフ、ね！」

「ううっ……外がい国こくの地ち名めいって、覚おぼえにくいですよ～……。ねえ、のぞめさん。店みせにかざる【景け色しきつきマド】の景け色しきの名な前まえ、ほんとにぜんぶ、覚おぼえなきゃいけないんですか……？」

「そりゃまあ。だって、今こん回かいはニエノさん、『絶ぜっ景けい店てん』の店てん員いんなんだから。自じ分ぶんの店みせで売うってる景け色しきの名な前まえを知しらないなんて、おかしいでしょ」

「それはそうですけど……」

「暗あん記きが苦にが手てなら……えっと、私わたし、そばで応おう援えんするよ！　ほら、がーんばれ、がーんばれ！」

「うう……人ひとごとだと思おもって……。っていうか、気きが散ちるんで、静しずかにしてください……」

　それからしばらく経たって……。

「──のぞめさん」

「ん？　どーお？　暗あん記き、進すすんでる？」

「それなんですけどね。──ご相そう談だんなのですが。今こん回かい、ぼくは『絶ぜっ景けい店てん』の臨りん時じアルバイトで店みせにいるって設せっ定ていにしません？　いきなり店みせを任まかされただけの者ものなら、店みせの商しょう品ひんについてよく知しらなくても、けっして不ふ自し然ぜんではないですから！」

「力ちから強づよい声こえでギブアップ宣せん言げんしてくるなあ……」

　そのあと、それでも一いち応おう暗あん記きをがんばったニエノですが、「チェスキー・クルムロフ」の景け色しきと名な前まえは覚おぼえられたものの、全ぜん体たい的てきにあんまりたくさん暗あん記きはできませんでした。

　でも、お客きゃくさんの円まどかが来らい店てん二回かい目め以い降こう、向むこうからスラスラ景け色しきの名な前まえを出だして注ちゅう文もんするようになってくれたので、ニエノは「助たすかったあ～……」と胸むねをなで下おろしたということです。


地ち図ず十と行こう路ろ







＊地ち図ず十と行こう路ろ先せん生せいへのお手て紙がみは、角かど川かわつばさ文ぶん庫こ編へん集しゅう部ぶに送おくってください！
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